
令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

-171

0

一般財源 958 927 768 756

-275歳入合計 1,570 1,433 1,241 1,158

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

市民部人権男女共同参画課 ワーク・ライフ・バランス推進事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

男性の育児休業
取得率（％）

46 51.7 57 64 78

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向かって概ね順調

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

〇誰もが様々なライフイベントと仕事を両立し、健康に働き
続けることができる職場づくりに向けて、関係機関と連携し
て各種制度の情報提供やセミナー等による意識啓発を進め
る。
〇男性の家事・育児等への参画に理解を示し、応援するよ
うな意識が醸成するように意識啓発を全市に展開していく。

事業費 1,570 1,433 1,241 1,158 -275

財
源
内
訳

国・県支出金 612 506 473 402 -104

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

性別にかかわりなく、誰もが自身が望むワーク・
ライフ・バランスを実現し、活躍することができる
まちをめざす。

〇官民一体となって、誰もが仕事と家庭生活を
両立し、活躍することができる職場づくりを推進
する。
〇男性の家事・育児・介護等への参画促進に向
けた市民意識の醸成、並びに男性の育児休業
取得率の向上をめざす。

事
業
概
要

〇既存の市の取組である市民向け各種講座や、「まつえワーク・ライフ・バランス推進ネットワーク※」との連携により、企業と
市民それぞれに向けた効果的な意識啓発を展開する。
〇働きやすく働きがいのある職場づくりへの意識醸成を図るため、市内事業所に向けた「まつえワーク・ライフ・バランス推進
ネットワーク」への加入促進及び啓発事業や研修会を行う。
※まつえワーク・ライフ・バランス推進ネットワーク
経済界、労働界、教育機関、行政が共同で行った「まつえワーク・ライフ・バランス推進宣言」に賛同し、ワーク・ライフ・バラン
ス推進に積極的に取り組む事業所が会員となっており、R8.1.23現在で186事業所が加入している。
(数値目標の目標年度)
「男性の育児休業取得率(%)」：2029(R11)年度
※実績値は4ヶ月検診にあわせて実施するアンケートの中で、夫またはパートナーの育児休業の取得状況を尋ねたもの。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

〇啓発ポスターの展示、各種イベントで
のパネル展示を行った。
〇各種情報誌を活用した啓発、男性向
け講座を実施した。
〇介護と仕事の両立に対する職場内の
理解を深め、働きやすい職場環境づくり
を進めることを目的としたセミナーを開催
した。

〇啓発ポスターの展示、各種イベントで
のパネル展示
〇各種情報誌を活用した啓発の実施
〇「まつえワーク・ライフ・バランス推進
ネットワーク」への加入促進
〇誰もが働きやすい職場環境づくりを
テーマにしたセミナーの実施

〇啓発ポスターの展示、各種イベントで
のパネル展示
〇各種情報誌を活用した啓発の実施
〇「まつえワーク・ライフ・バランス推進
ネットワーク」への加入促進
〇ワーク・ライフ・バランスに関連する各
種セミナーの実施

課
題

〇ワーク・ライフ・バランスの実現のため、職場環境の改善
や意識改革など課題が多岐に渡るため、まつえワーク・ライ
フ・バランス推進ネットワークをはじめ、国・県等関係機関と
連携し、取組みを進める必要がある。
〇男性の家事・育児等の参画には、本人の意識だけでな
く、取り巻く経営者・上司・同僚・家族・地域住民等全ての市
民に理解が浸透する必要がある。

方
向
性



市民部人権男女共同参画課 ワーク・ライフ・バランス推進事業費

需用費 178

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

役務費 180

事業費計 1,158

時期 実施内容 時期

委託料 800

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 ここに生まれてよかった　ここで育ててよかった

主要施策 ワーク・ライフ・バランスの推進

実施内容

通年 まつえWLB推進ネットワークへの加入促進 10月 情報誌「プリエール」特別号発行

通年 各種情報誌等を通じた意識啓発、情報提供 11月 「働き方改革」の啓発活動（懸垂幕の掲出等）

7月～9月

本事業に関する主要データ

8月～9月 生理痛体験セミナーの開催

まつえWLB推進ネットワーク総会

R8スケ
ジュー
ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 1,691 1,687 1,687 1,680

7

-7

一般財源 1,684 1,688 1,688 1,695

0歳入合計 3,375 3,375 3,375 3,375

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

こども子育て部こども政策課 子育てＡＩコンシェルジュ事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

AIコンシェルジュ
利用者の満足割

合（％）
85.9 85.9 88 88

子育て支援策の
満足割合（％）

61.95 63.7 80 80 80

AIコンシェルジュ
登録者数（人）

2,952 3,200 3,500 3,700 4,000

88
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向かって概ね順調

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・子育てAIコンシェルジュの相談機能の精度向上と情報発
信の充実を図るとともに、利用者を増やすための周知啓発
を行う。

事業費 3,375 3,375 3,375 3,375 0

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 0 0 0

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

・子育てと仕事の両立の困難さを解消する。
・子育てに困っても誰にも相談できない「ワンオ
ペ育児」を解消する。

子育てに関する悩みや疑問について24時間相
談できる環境を整備する。
子育てに関する情報発信を行い、支援策等の浸
透を図る。

事
業
概
要

（数値目標の目標年度）
子育て支援策の満足割合（子ども1人以上、40代まで）：2029(R11)年度
AIコンシェルジュ利用者の満足割合：2029(R11)年度
AIコンシェルジュ登録者数：2029(R11)年度

子育てに関する疑問や悩みをLINEで24時間いつでも相談できる環境を提供する。また、登録者に対し子育てに関する情報発
信を定期的に行い、支援策等の浸透を図る。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・相談機能の精度向上。
・母子健康手帳発行時に市役所の各種
窓口にてチラシを配布。
・市民課モニターでPR動画を放映。
・子育て情報及び庁内他課からの情報を
配信。
・利用者アンケートを実施。

・相談機能の精度向上を図る。
・母子手帳発行時に市役所の各種窓口
にてチラシを配布する。
・子育て情報及び庁内他課からの情報を
配信する。
・利用者アンケートを実施する。

・相談機能の精度向上を図る。
・母子手帳発行時に市役所の各種窓口
にてチラシを配布する。
・子育て情報及び庁内他課からの情報を
配信する。
・利用者アンケートを実施する。

課
題

・より多くの情報発信及び相談機能のより高い回答精度が
求められている。

方
向
性



こども子育て部こども政策課 子育てＡＩコンシェルジュ事業費

委託料 3,177

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

使用料及び賃借料 198

事業費計 3,375

時期 実施内容 時期

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 ここに生まれてよかった　ここで育ててよかった

主要施策 子育てAIコンシェルジュ事業

実施内容

11月 サポートEXの実施 随時 子育てに関する情報発信

12月 利用者アンケートの実施

3月

本事業に関する主要データ

随時 相談機能FAQの追加・修正

次年度へ向けてFAQの見直し

R8スケ
ジュー
ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 366 1,017 1,017 0

0

-1,017

一般財源 0 0 0 0

-1,017歳入合計 366 1,017 1,017 0

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

こども子育て部こども政策課 子育て情報発信強化事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

子育て支援策の
満足割合（％）

61.95 63.7 80 80 80

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向かって概ね順調

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・わかりやすい内容となるよう、ホームページの更新を行う。

事業費 366 1,017 1,017 0 -1,017

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 0 0 0

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

松江市の子育て支援策等をよりわかりやすく市
民へ伝える。

子育てに関する情報発信を行い、支援策等の浸
透を図る。

事
業
概
要

（数値目標の目標年度）
子育て支援策の満足割合（子ども1人以上、40代まで）：2029(R11)年度

子育てに関する情報発信を行い、支援策等の浸透を図る。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・R6年度に作成した動画を市内各園に配
布し、こどもや保護者にキャラクターの浸
透を図ることで、松江の子育て施策のイ
メージ向上につなげる。
・子育て情報PRチラシの作成。
・松江市や民間団体が主催する各種イベ
ントで情報発信ブースを設置。
・こども家庭庁、島根県立大学との共催
で「こどもまんなかアクション」リレーシン
ポジウムを開催。
・こどもこそだてサイトのレイアウトを変
更。

・PRチラシを市内各園に配布し、子育て
支援策の浸透を図る。
・松江市や民間団体が主催する各種イベ
ントで情報発信ブースを設置。
・全天候型の遊び場についての情報発
信。

・松江市や民間団体が主催する各種イベ
ントで情報発信ブースを設置。
・全天候型の遊び場についての情報発
信。

課
題

・子育て支援策について、市からの情報発信だけでなく、見
やすいレイアウト、容易に情報にリーチできる手段が求めら
れている。

方
向
性



こども子育て部こども政策課 子育て情報発信強化事業費

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

事業費計 0

時期 実施内容 時期

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 ここに生まれてよかった　ここで育ててよかった

主要施策 子育て情報発信強化事業

実施内容

4月 PRチラシの配布

11月 子育ての日ファミリーイベントでの情報発信ブースの設置

通年

本事業に関する主要データ

松江市や民間団体が主催する各種イベントで情報発信ブースを設置

R8スケ
ジュー
ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 19,858 44,565 44,565 40,820

10,792

-3,745

一般財源 701,076 546,751 491,745 557,543

-32,897歳入合計 888,917 993,891 1,015,769 960,994

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

こども子育て部子育て給付課 子ども医療費助成

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

子育て支援策の
満足割合（％）

61.95 63.7 80 80 80

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向かって概ね順調

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・子育て世帯の経済的負担の軽減を図り、安心してこどもを
産み育てながら住み続けていただくために子ども医療費助
成を継続して実施する。
・子育てしやすい社会の実現のため、子育て環境の改善の
ひとつである子ども医療費助成について地域間格差が生じ
ないよう、引き続き国県に対し要望していく。

事業費 888,917 993,891 1,015,769 960,994 -32,897

財
源
内
訳

国・県支出金 167,983 402,575 479,459 362,631 -39,944

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

子育て世帯の経済的負担の軽減を図り、こども
の疾病の早期発見及び早期治療を促進し、もっ
てこどもの健全な育成及び安心してこどもを生
み育てることができる環境づくりを促進する。

子育て世代の経済的負担の軽減
こどもの健全育成

事
業
概
要

（数値目標の目標年度）
子育て支援策の満足割合（こども1人以上、40代まで）：2029（R11）年度

①0歳〜中学3年生までの通院、入院及び薬局等に係る健康保険自己負担分の全額を助成
　・県制度に上乗せ・拡大助成（市独自事業）
②高校生年代の通院、入院に係る健康保険自己負担分の一部を助成（市単独事業）
　自己負担額（1ヶ月・1医療機関）　通院：1割（上限1,000円）　入院：1割（上限2,000円）　薬局等：無料
③高校生〜20歳未満（慢性呼吸器疾患等16疾患群該当者で一定の要件を満たす者）の入院に係る健康保険自己負担分の
一部を助成
　・県制度に上乗せ（市独自事業）

事
業
の
成
果
及
び
実
績

○医療費助成を継続
・R7年4月から県が県制度の助成（一部
自己負担あり）対象を中学生年代までに
拡大

○県制度へ上乗せ・拡大助成
・中学3年生まで自己負担無料
・助成対象年齢を高校生年代まで拡大
　自己負担額(1ヶ月･1医療機関)
　通　院：1割(上限1,000円)
　入　院：1割(上限2,000円)
　薬局等：無料
・拡大対象者数　約5,500人

○医療費助成を継続

○県制度へ上乗せ・拡大助成
・中学3年生まで自己負担無料
・高校生年代は一部自己負担あり
　自己負担額(1ヶ月･1医療機関)
　通　院：1割(上限1,000円)
　入　院：1割(上限2,000円)
　薬局等：無料

○医療費助成を継続

○県制度へ上乗せ・拡大助成
・中学3年生まで自己負担無料
・高校生年代は一部自己負担あり
　自己負担額(1ヶ月･1医療機関)
　通　院：1割(上限1,000円)
　入　院：1割(上限2,000円)
　薬局等：無料

課
題

・子育て環境における「医療費」に関する市民の関心は高
い。
・助成内容については自治体間で差異があり、近年、助成
対象範囲は拡大傾向にある。
・子ども医療費助成は国を挙げた取組が必要である。

方
向
性



こども子育て部子育て給付課 子ども医療費助成

報酬 4,084 扶助費

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

職員手当等 1,728

378

925,761

使用料及び賃借料 41

事業費計 960,994

時期 実施内容 時期

役務費 27,969

共済費 1,013
旅費 20
需用費

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 ここに生まれてよかった　ここで育ててよかった

主要施策 子ども医療費助成事業

実施内容
4月～3月 申請受付、医療費助成

本事業に関する主要データ

R8スケ
ジュー
ル



令和8 年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

-29

0

一般財源 521 507 507 478

-57歳入合計 731 1,013 1,013 956

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

こども子育て部こども家庭支援課 訪問型子育てサポート事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

子育てホームサ
ポーターの数

（人）
70 70 92 95

利用延件数（件）

535 552 600 600 600

子育て支援策の
満足割合（％）

61.95 63.7 80 80 80

100
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向かって概ね順調

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

母子健康手帳配布時をはじめとして、子育て支援Ｘ、母子手
帳アプリ「母子モ」のプッシュ通知（登録者ごとの最適な時期
に通知）やＡＩコンシェルジュ、あいあいだより、妊娠8ヶ月ア
ンケート等、様々な広報媒体を活用するとともに、子育て自
主サークルなど市民の声も取り入れながら周知活動を行
う。

事業費 731 1,013 1,013 956 -57

財
源
内
訳

国・県支出金 210 506 506 478 -28

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

子育てに関する負担を軽減し、安心してこどもを
産み育てられる環境づくりを進めることで、こども
の健やかな育ちを支える。

子育てホームサポーターによる家事・育児援助
を行うことで、子育て世帯における育児負担の
軽減を図る。

事
業
概
要

（数値目標の目標年度）
利用延件数、子育てホームサポーターの数、子育て支援策の満足割合（こども1人以上、40代まで）：2029（R11）年度

妊娠中や就学前の子育て家庭で一時的に支援が必要な時に、市が委託した事業所から、子育てホームサポーターを利用者
の自宅に派遣して、有償で家事援助やこどもの世話などの支援を行う。
〈実施事業所〉
公益社団法人　松江市シルバー人材センター
特定非営利活動法人　ケアサービス松江
有限会社　まごころサービス松江センター

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・事業所に事業を委託し、妊娠中や子育
て中の家庭に子育てホームサポーター
の派遣を実施
・多くの親子が利用できるよう、母子手帳
アプリ「母子モ」やＡＩコンシェルジュ等を
活用し、周知活動を行った。
・市報や市ホームページ、子育て自主
サークル、ファミリーサポートセンター等
で事業や子育てホームサポーター募集
等の周知を行った。（従来に加えて、1月
～2月に複数の媒体で集中的な広報を
実施）

・事業所に事業を委託し、妊娠中や子育
て中の家庭に子育てホームサポーター
の派遣を行う。
・支援が必要な親子に利用してもらえる
よう、子育て自主サークルなど市民の声
も取り入れながら周知活動を行う。

・事業所に事業を委託し、妊娠中や子育
て中の家庭に子育てホームサポーター
の派遣を行う。
・支援が必要な親子に利用してもらえる
よう周知活動を行う。

課
題

事業について、広く市民に浸透していない。

方
向
性



こども子育て部こども家庭支援課 訪問型子育てサポート事業費

需用費 59

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

役務費 80

事業費計 956

時期 実施内容 時期

委託料 721
負担金補助及び交付金 96

松江市総合計画

基本目標  ひとづくり

基本施策 ここに生まれてよかった　ここで育ててよかった

主要施策 訪問型子育てサポート事業

実施内容

通年 サービスの提供

通年 サポーター認定

4月、6月

本事業に関する主要データ

子育て自主サークルとの意見交換（周知方法など）

R8スケ
ジュー

ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 6,131 4,541 4,541 5,475

1,027

934

一般財源 10,370 10,594 20,991 11,621

4,551歳入合計 32,800 46,635 53,721 51,186

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

こども子育て部こども家庭支援課 産前・産後ケア推進事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

子育て支援策の
満足割合(％)

61.95 63.7 80 80

健診時にうつ気
分がない人の割

合（％）
74.5 81 82 83 85

80
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・委託施設の拡充に向け、引き続き公募や関係機関への働
きかけ等を行う。
・温泉型に引き続き父親の参加をすすめる。

事業費 32,800 46,635 53,721 51,186 4,551

財
源
内
訳

国・県支出金 16,299 31,500 28,189 34,090 2,590

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支
援を実施し、安心してこどもを産み育てられる環
境をつくる。

妊産婦への相談支援及び産後間もない母子へ
の心身のケアや育児サポートを行い、育児不
安・育児負担の軽減を図る。

事
業
概
要

（数値目標の目標年度）
健診（4か月児健診）時にうつ気分がない人の割合、子育て支援策の満足割合(こども1人以上、40代まで):2029(R11)年度

1.妊娠期支援（プレパパ・プレママ教室）
妊娠・出産に対する意識を高めることができる場を提供する。
2.産後ケア事業
産後1年未満の母親と乳児で、産後に心身の不調や育児不安等がある方に対し助産師が心身のケアや育児支援等を行う。
3.多胎児養育家庭サポート事業
多胎児家庭への家事援助や育児サポート等を行う。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

1.妊娠期支援
　プレパパ・プレママ教室を実施
　年8回実施×15組
2.産後ケア事業
　通所型(委託先８カ所)、訪問型、宿泊
型(委託先3カ所)、温泉型(委託先6カ
所)、集団型(委託先1カ所)を実施
3.多胎児養育家庭サポート事業を実施

1.妊娠期支援
　プレパパ・プレママ教室を実施
　年8回実施×15組
2.産後ケア事業
　通所型(委託先10カ所)、訪問型、宿泊
型(委託先3カ所)、温泉型(委託先6カ
所)、集団型(委託先1カ所)を実施
3.多胎児養育家庭サポート事業を実施

1.妊娠期支援
　プレパパ・プレママ教室を実施　(年8回
×15組)

2.産後ケア事業
　通所型(委託先11カ所)、訪問型、宿泊
型(委託先3カ所)、温泉型(委託先6カ
所)、集団型(委託先1カ所)。

3.多胎児養育家庭サポート事業
　通年実施

課
題

・産後ケアは、対象月齢の引き上げや利用日数の拡充に伴
い利用者が増えており、希望日時にケアを受けられないこと
がある。
・周産期の子育て支援施策として父親へのアプローチが弱
い。（温泉型の父親参加率：R7.12月現在51.5％）

方
向
性



こども子育て部こども家庭支援課 産前・産後ケア推進事業費

報酬 2,228 委託料

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

職員手当等 864 負担金補助及び交付金 416

39

41,659

役務費 286

事業費計 51,186

時期 実施内容 時期

需用費 58

共済費 521
報償費 5,115
旅費

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 ここに生まれてよかった　ここで育ててよかった

主要施策 産前・産後ケア推進事業

多胎児養育家庭サポート事業の実施

実施内容

年8回 プレパパ・プレママ教室実施 通年 産後ケア事業（温泉型）の実施

通年 産後ケア事業（デイサービス型）の実施 月1回 産後ケア事業（集団型）の実施

通年

本事業に関する主要データ

通年 産後ケア事業（宿泊型）の実施

産後ケア事業（訪問型）の実施 通年

R8スケ
ジュー
ル



令和8 年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0

-6,769

0

一般財源 1,063 12,399 1,481 5,630

-6,769歳入合計 3,217 19,452 4,443 12,683

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

こども子育て部保育所幼稚園課 医療的ケア児支援事業費（公立）

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

子育て支援策の
満足度割合（％）

61.95 63.7 80 80 80

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向かって概ね順調

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0

　引き続き関係部署及び機関と連携して受入を検討する。

事業費 3,217 19,452 4,443 12,683 -6,769

財
源
内
訳

国・県支出金 2,154 7,053 2,962 7,053 0

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

医療的ケア児が幼児教育・保育施設において適
切な支援を受けられるようにすることにより、日
常生活を支援するとともに、家族の離職の防止
を図る。

医療的ケア児を幼児教育・保育施設で受け入れ
るための体制や環境を整備し、適切かつ安全に
保育を提供する。

事
業
概
要

（数値目標の目標年度）
子育て支援策の満足割合（子ども1人以上、40代まで）：2029(R11)年度

医療的ケア児を幼児教育・保育施設で受け入れるために看護師等を配置する。

財源：保育対策総合支援事業費補助金 医療的ケア児保育支援事業

事
業
の
成
果
及
び
実
績

公立保育施設1所、私立保育施設1所で
受入れ

（私立保育所等には「私立特別保育事業
費」において補助金を交付）

継続して在園する児童のほか、希望が
あった場合に受入を検討

継続して在園する児童のほか、希望が
あった場合に受入を検討

課
題

　医療的ケア児及びその保護者の意思を最大限に尊重し、
各児の状況に応じた適切な支援が受けられるよう、また医
療的ケア児がその他の児童と共に保育や教育を受けられる
よう、受入体制を構築し、関係機関が連携していく必要があ
る。

方
向
性



こども子育て部保育所幼稚園課 医療的ケア児支援事業費（公立）

報酬 7,764

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

職員手当等 2,920

68

事業費計 12,683

時期 実施内容 時期

共済費 1,832
旅費 99
需用費

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 ここに生まれてよかった　ここで育ててよかった

主要施策 医療的ケア児保育事業

実施内容

随時 希望があった場合に受入れを検討

随時 関係者連絡会

本事業に関する主要データ

R8スケ
ジュー

ル



令和8 年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

766

0

一般財源 1,814 1,983 2,094 2,749

4,515歳入合計 10,502 11,627 12,302 16,142

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

こども子育て部こども家庭支援課 児童虐待予防対策事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

子育て支援策の
満足割合(％)

61.95 63.7 80 80

要保護児童人数
(人)【各年4月1日

時点】
351 304 288 272 240

親子関係形成支
援を行う児童実人

数(人)
3 10 20 30

80
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・保護者の意向を踏まえたサポートプラン（支援計画）を作
成するとともに、児童の一時預かりやヘルパーの派遣など、
保護者の育児・家事負担を軽減する具体的な支援を提供す
る。
・親子関係形成支援事業の実施により、こどもとの関わり方
に悩む保護者等を支援し、虐待の未然防止を図る。
・各種研修により職員のスキルアップを行う。

事業費 10,502 11,627 12,302 16,142 4,515

財
源
内
訳

国・県支出金 8,688 9,644 10,208 13,393 3,749

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

児童虐待の発生予防と発生時の適切な支援を
行うことにより、全ての児童が地域において心身
ともに健やかに成長することを目指す。

地域の理解、協力を得ながら、児童・家族及び
関係機関からの相談・通告に対応するとともに、
関係機関と連携して児童虐待の発生予防・早期
発見・早期支援を行う。

事
業
概
要

（数値目標の目標年度）
要保護児童人数[各年4月1日時点] 、子育て支援策の満足割合(こども1人以上、40代まで)、 親子関係形成支援を行う児童
実人数:2029(R11)年度

令和5年4月に設置したこども家庭センターにおいて、妊娠期から切れ目なく児童が心身ともに健やかに成長するための支援
を行う。また、児童虐待の通告窓口として、調査・安全確認・相談等を行うとともに、要保護児童対策協議会の調整機関として
要保護児童等の早期発見や適切な支援を図るため、関係機関と連携し、情報共有と支援内容の進行管理等を行う。
さらに令和7年度から、保護者がこどもとの関わり方に悩みを抱え、児童虐待につながるリスクの高い家庭を対象に、保護者
への講義やグループワーク、保護者同士の情報交換の場を設けるなどの支援を行う「親子関係形成支援事業」を実施してい
る。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

【要保護児童対策協議会】
  代表者会議：1回
  実務者会議：8回
  個別事例検討会議：150回
【児童虐待防止セミナー】
  実施回数：2回（計100人）
【出前講座】
  実施回数：3回（計50人）
【親子関係形成支援事業】
 実施回数：1回（1回あたり4講座）
（参加世帯2世帯、支援児童実人数3人）

【要保護児童対策協議会】
  代表者会議：1回
  実務者会議：8回
  個別事例検討会議：150回
【児童虐待防止セミナー】
  実施回数：2回（計100人）
【出前講座】
  実施回数：10回（計150人）
【親子関係形成支援事業】
 実施回数：1回（1回あたり4講座）
（参加世帯5世帯、支援児童実人数10
人）

【要保護児童対策協議会】
  代表者会議：1回
  実務者会議：8回
  個別事例検討会議：150回
【児童虐待防止セミナー】
  実施回数：2回（計100人）
【出前講座】
  実施回数：10回（計150人）
【親子関係形成支援事業】
 実施回数：2回（1回あたり4講座）
（参加世帯10世帯、支援児童実人数20
人）

課
題

・支援を要するこどもや家庭についての相談が増えている。
・保護者が抱える育児やしつけに関する悩みなどが、児童
虐待の発生につながる場合がある。
・複雑・多様化する児童相談及び児童虐待に対応するため
職員の専門性が求められている。

方
向
性



こども子育て部こども家庭支援課 児童虐待予防対策事業費

報酬 9,204

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

職員手当等 3,536

388

役務費 270

事業費計 16,142

時期 実施内容 時期

需用費 232

共済費 2,232
報償費 280
旅費

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 ここに生まれてよかった　ここで育ててよかった

主要施策 児童虐待予防対策事業

親子関係形成支援事業

実施内容

7月 要保護児童対策協議会　代表者会議 11月 オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン

6月～1月 要保護児童対策協議会　実務者会議 通年 出前講座

通年

児童虐待防止セミナー②

本事業に関する主要データ

11月 児童虐待防止セミナー① 未定

要保護児童対策協議会　個別事例検討会議 9月～12月

R8スケ
ジュー

ル



令和8 年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

3,976

0

一般財源 0 20,308 20,301 24,284

-1,779歳入合計 0 33,020 31,338 31,241

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

こども子育て部子育て給付課 不妊治療費助成事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

子育て支援策の
満足割合(％)

61.95 63.7 80 80 80

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向かって概ね順調

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

妊娠・出産を希望する夫婦の不妊治療に係る環境整備に努
める。

事業費 0 33,020 31,338 31,241 -1,779

財
源
内
訳

国・県支出金 0 12,712 11,037 6,957 -5,755

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

妊娠・出産を願う夫婦の希望を叶え、出生数の
増加につなげる。

不妊治療（一般不妊治療、生殖補助医療、先進
医療）を受けている夫婦に対し、当該治療に要
する費用の一部を助成することにより、経済的
負担の軽減を図り、治療を受けやすい環境をつ
くる。

事
業
概
要

（数値目標の目標年度）　子育て支援策の満足割合（こども1人以上、40代まで）：2029（R11）年度

令和７年４月より「こうのとり縁結び補助金」及び「特定不妊治療費助成事業」を廃止し「不妊治療費助成事業」を創設。
【保険適用で一般不妊治療を実施した場合】
　〇助成額　１年目上限60千円、2年目上限45千円 ※助成期間2年間（妊娠特例あり）
【保険診療外で生殖補助医療を実施した場合】
　〇助成額　1回上限300千円（ただし、採卵を伴わない治療の場合は上限100千円）
　〇助成回数　妻の年齢が40歳未満であれば通算6回まで、40歳以上であれば通算3回まで
【保険診療で生殖補助医療、あわせて先進医療を実施した場合】
　〇助成額　1回の治療につき上限50千円※回数制限なし

事
業
の
成
果
及
び
実
績

新たに「不妊治療費助成事業」として実
施
・一般不妊治療
　助成件数　190件
　助成額　8,119千円
・生殖補助医療
　助成件数　  38件
   助成額 7,800千円
・先進医療
　助成件数　284件
   助成額 14,275千円

助成事業を継続
・一般不妊治療
   助成件数　198件
   助成額　8,754千円
・生殖補助医療
   助成件数　  42件
   助成額　8,723千円
・先進医療
   助成件数　273件
   助成額 13,268千円

助成事業を継続
・一般不妊治療
   助成件数　198件
   助成額　8,754千円
・生殖補助医療
   助成件数　  42件
   助成額　8,723千円
・先進医療
   助成件数　273件
   助成額 13,268千円

課
題

不妊治療費助成に係る助成内容について、より効果的に周
知を図る必要がある。

方
向
性



こども子育て部子育て給付課 不妊治療費助成事業費

需用費 59

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

役務費 85

事業費計 31,241

時期 実施内容 時期

委託料 352
扶助費 30,745

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 ここに生まれてよかった　ここで育ててよかった

主要施策 不妊治療助成事業

実施内容
4月～3月 申請受付、助成金交付

本事業に関する主要データ

R8スケ
ジュー

ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

229

0

一般財源 0 3,832 12,767 4,061

14,486歳入合計 0 223,597 191,302 238,083

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

こども子育て部こども政策課 保育所施設整備事業費補助金（交付金事業）

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

待機児童数（4月1
日時点）（人）

0 0 0 0

子育て支援策の
満足割合（％）

61.95 63.7 80 80 80

0
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

70,700 51,000 75,300 4,600

老朽化に伴う改築及び大規模修繕に対して適切に補助を
行う。

事業費 0 223,597 191,302 238,083 14,486

財
源
内
訳

国・県支出金 0 149,065 127,535 158,722 9,657

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

安心してこどもを生み、育てられる環境を整備す
る。

民間保育所等の施設整備を推進し、待機児童
の受け皿を確保するとともに、安全・安心な保育
環境を整備する。

事
業
概
要

（数値目標の目標年度）
子育て支援策の満足割合(こども1人以上、40代まで)：2029(R11)年度

保育所、認定こども園等の改築、修繕等の整備に要する経費の一部を補助。
国の就学前教育・保育施設整備交付金を活用。

●事業費負担割合
保育提供体制の確保のための実施計画の採択を受けている市町村の「待機児童対策」「人口減少対策」「乳児等通園支援事
業所に係る整備」（創設、増築、増改築、改築及び老朽民間児童福祉施設整備に限る）の場合：国2/3、市1/12、事業者1/4
それ以外の場合：国1/2、市1/4、事業者1/4

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・令和6年度実施予定であった大規模修
繕事業3件の事業実施に対し補助を行
う。
・保育所等施設整備検討委員会を開催
し、令和8年度の補助対象とする施設整
備について決定する。

・前年度に行った保育所等施設整備検
討委員会で決定した事業の実施に対し
補助を行う。
・保育所等施設整備検討委員会を開催
し、令和9年度の補助対象とする施設整
備について決定する。

・前年度に行った保育所等施設整備検
討委員会で決定した事業の実施に対し
補助を行う。
・保育所等施設整備検討委員会を開催
し、令和10年度の補助対象とする施設整
備について決定する。

課
題

築30年以上になる民間保育施設が増えてきており、改築や
大規模な修繕が必要な施設が多く存在する。

方
向
性



こども子育て部こども政策課 保育所施設整備事業費補助金（交付金事業）

負担金補助及び交付金 238,083

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

事業費計 238,083

時期 実施内容 時期

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 ここに生まれてよかった　ここで育ててよかった

主要施策 保育所等整備事業

実施内容

4月 第1次国交付金内示 10月 保育所等施設整備検討委員会

6月 第3次国事前協議 3月 実績報告

8月

本事業に関する主要データ

4月～3月 工事着工～竣工

第3次国交付金内示

R8スケ
ジュー
ル

★主な地方債：社会福祉施設整備事業



令和8 年度　総合計画実施計画

　

その他 0

9,108

0

一般財源 0 0 0 9,108

25,208歳入合計 25,208

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

こども子育て部保育所幼稚園課 （仮称）川津幼保園・ふじのみ園複合施設整備事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

数値目標になじま
ない

目標　（何を達成するのか）

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

16,100 16,100

・整備内容、整備計画について、庁内関係課、地域等との
協議のもと事業を実施。

事業費 25,208 25,208

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0

地方債

事
業
の
目
的
と
目
標

・急速な園児数の減少による幼稚園の再編
・一定程度の集団規模において、自らの力を発
揮
　しながら意欲的に生活できる環境整備
・保育所、児童発達支援事業所との複合化によ
る
　公共施設の適正化

・幼稚園・保育園の認定こども園化及び児童発
達
　支援事業所との複合化による教育・保育環境
の
　充実

事
業
概
要

令和5年度から計画してきた城東保育所とふじのみ園（※1）の複合化に加え、二中校区の幼稚園再編（※2）を合わせた複合
施設を川津幼稚園敷地内へ整備する。整備に合わせて、認定こども園とする。
　令和7年度：用地測量
　令和8年度：基本計画
　令和8～9年度：基本設計・実施設計
　令和10～11年度：川津幼稚園舎解体、建築工事
　令和12年：供用開始

※1　ふじのみ園の所管：障がい者福祉課
※2　二中校区幼稚園再編対象：川津幼稚園、朝酌幼稚園、持田幼稚園、本庄幼稚園（休園中）

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・基本計画
・基本設計、実施設計（令和8～9年度）

・基本設計、実施設計（令和8～9年度）

課
題

・幼児教育・保育の推進及び療育の支援をできる施設整備
の検討。

方
向
性



こども子育て部保育所幼稚園課 （仮称）川津幼保園・ふじのみ園複合施設整備事業費

委託料 25,208

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

事業費計 25,208

時期 実施内容 時期

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 ここに生まれてよかった ここで育ててよかった

主要施策 保育所等整備事業

実施内容
4月～7月 基本計画

7月～3月 基本設計

本事業に関する主要データ

R8スケ
ジュー

ル

★主な地方債：公共施設等適正管理推進事業（集約化・複合化事業）



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 30,000 0 0

-8,326

0

一般財源 3,897 53,172 61,248 44,846

2,203歳入合計 67,794 63,396 71,472 65,599

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

こども子育て部こども政策課 私立保育所年度中途児童受入対策事業費補助金

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

年度末待機児童
数（人）

5 0 0 0

子育て支援策の
満足割合（％）

61.95 63.7 80 80 80

年度中途の入所
枠確保数（枠）

276 285 258 258

0
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0

待機児童が発生しないようにするために、保育士確保の取
組を継続し、年度中途の受け入れ体制を整える。

事業費 67,794 63,396 71,472 65,599 2,203

財
源
内
訳

国・県支出金 33,897 10,224 10,224 20,753 10,529

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

年度中途の待機児童を解消するため。

年度中途に児童の受け入れが可能となるよう、
予め保育士の確保を行う。

事
業
概
要

（数値目標の目標年度）
子育て支援策の満足割合（子ども1人以上、40代まで）：2029(R11)年度

年度中途における保育所入所待機児童を解消し、子育て環境の向上を図るため、年度中途に児童を受け入れるための保育
士を早期に確保した保育所に対し、当該保育士の雇用に要する経費の一部を補助する。
［私立保育所年度中途児童受入対策事業費補助金］補助事業
・児童を年度中途に受け入れた保育所
［待機児童ゼロ化事業費補助金］補助事業(※令和6年度をもって廃止)
・定員を増やして、年度中途に児童を受け入れた保育所

事
業
の
成
果
及
び
実
績

①保育士確保数（108人）
②年度中途の入所枠（285枠）

①保育士確保数（107人）
②年度中途の入所枠（258枠）

①保育士確保数（107人）
②年度中途の入所枠（258枠）

課
題

本市の待機児童数は、令和2年度末50人、令和3年度末3
人、令和4年度末20人、令和5年度末1人、令和6年度末6人
であり、過去5か年の年度末時点の待機児童数の平均は約
16人である。今後、待機児童数の増加を抑え、待機児童数0
を実現するためには、多くの児童の受け入れが可能となる
よう継続した保育士確保の取組が必要である。 方

向
性



こども子育て部こども政策課 私立保育所年度中途児童受入対策事業費補助金

負担金補助及び交付金 65,599

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

事業費計 65,599

時期 実施内容 時期

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 ここに生まれてよかった　ここで育ててよかった

主要施策 私立保育所保育士確保対策事業

実施内容

５月 交付申請受付

３月 変更交付申請受付

３月

本事業に関する主要データ

実績報告受付

R8スケ
ジュー
ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

-6,958

0

一般財源 132,521 141,031 141,031 134,073

-7,036歳入合計 136,246 145,214 145,214 138,178

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

こども子育て部こども家庭支援課 妊婦・乳児等健診事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

乳児健診受診率
（1か月児）（％）

95.6 98 98 99

妊婦健診受診率
（％）

82.3 85 95 96 96

子育て支援策の
満足割合（％）

61.95 63.7 80 80 80

99
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

周産期医療機関や地区担当保健師と連携し、情報共有しな
がら必要な支援につなぐ。

事業費 136,246 145,214 145,214 138,178 -7,036

財
源
内
訳

国・県支出金 3,725 4,183 4,183 4,105 -78

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

母子保健法第13条に基づき妊婦及び乳児の健
診を行うことで、疾病・障がいを早期に発見する
とともに、母子の健康維持・増進を図る。

妊婦の安心・安全な出産、乳児の健康維持・増
進、疾病・障がいの早期発見のため、妊婦健診
14回、乳児健診2回の助成を行い、定期的な健
康チェックの機会の確保と、経済的負担の軽減
を図る。

事
業
概
要

（数値目標の目標年度）
妊婦健診受診率、乳児健診受診率(1か月児)、子育て支援策の満足割合(こども1人以上、40代まで):2029(R11)年度

妊婦の安心・安全な出産、乳幼児の健康保持・増進、疾病・障がいの早期発見を目的とし、医療機関において健康診査を実
施する。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・妊婦の安心・安全な出産、乳児の健康
保持・増進、疾病・障がいの早期　発見
のため、妊婦および乳児に対して必要な
健康診査を実施した。
・妊婦健診14回、乳児健診2回を助成し、
経済的負担の軽減と定期的な健康チェッ
クの機会とした。
・多胎妊婦を対象に、通常の妊婦一般健
康診査14回分を超えて受診した妊婦健
康診査費用を助成する「多胎妊婦健康
診査費用助成事業」を開始した。

・妊婦の安心・安全な出産、乳児の健康
保持・増進、疾病・障がいの早期　発見
のため、妊婦および乳児に対して必要な
健康診査を実施する。
・妊婦健診14回、乳児健診2回を助成し、
経済的負担の軽減と定期的な健康チェッ
クの機会を確保する。
・多胎妊婦を対象に、通常の妊婦一般健
康診査14回分を超えて受診した妊婦健
康診査費用を助成する「多胎妊婦健康
診査費用助成事業」を実施する。

・妊婦の安心・安全な出産、乳児の健康
保持・増進、疾病・障がいの早期　発見
のため、妊婦および乳児に対して必要な
健康診査を実施する。
・妊婦健診14回、乳児健診2回を助成し、
経済的負担の軽減と定期的な健康チェッ
クの機会を確保する。
・多胎妊婦を対象に、通常の妊婦一般健
康診査14回分を超えて受診した妊婦健
康診査費用を助成する「多胎妊婦健康
診査費用助成事業」を実施する。

課
題

若年妊婦やメンタル不調を抱える妊婦など、特に支援が必
要な妊産婦が増えている。

方
向
性



こども子育て部こども家庭支援課 妊婦・乳児等健診事業費

需用費 694

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

役務費 1,734

事業費計 138,178

時期 実施内容 時期

委託料 131,861
扶助費 3,889

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 ここに生まれてよかった　ここで育ててよかった

主要施策 妊婦健診事業

実施内容

通年 妊婦一般健康診査

通年 乳児一般健康診査

本事業に関する主要データ

R8スケ
ジュー
ル



令和8 年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

-12

0

一般財源 2,222 2,479 2,445 2,467

218歳入合計 6,664 7,183 7,335 7,401

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

こども子育て部こども家庭支援課 妊産婦・新生児訪問事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

子育て支援策の
満足割合（％）

61.95 63.7 80 80

こんにちは赤ちゃ
ん訪問率（％ ）

93.95 97.7 100 100 100

健診時にうつ気
分がない人の割

合（％）
74.5 81 82 83 85

80
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

多岐に渡る課題に対し、医療機関、委嘱助産師、児童相談
所等の関係機関と引き続き連携を図り、安心、安全な出産・
子育てができるよう支援を行う。

事業費 6,664 7,183 7,335 7,401 218

財
源
内
訳

国・県支出金 4,442 4,704 4,890 4,934 230

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

母子保健法第11条、17条、19条、児童福祉法第
21条10の2に基づき、妊産婦への訪問による相
談支援を行うことで、母性及び乳児の健康の保
持増進を図る。

乳児のいる全ての家庭を訪問し、乳児と保護者
の健康状態等の把握を行い、養育についての相
談に応じることで、育児不安の軽減を図る。

事
業
概
要

（数値目標の目標年度)
こんにちは赤ちゃん訪問率、子育て支援策の満足割合（こども1人以上、40代まで）、健診（4か月児健診）時にうつ気分がない
人の割合:2029(R11)年度

助産師や保健師が乳児のいる家庭を訪問し、乳児の健康状態や発育のチェック、母親の体調や心の状態を確認するととも
に、育児の悩み相談に応じる。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・生後4か月までの乳児がいる家庭に、
市保健師、委嘱助産師が訪問を実施し
た。
・支援が必要な家庭に対しては、産後ケ
アやヘルパー利用などの必要なサービ
スにつないだ。

・生後4か月までの乳児がいる家庭に、
市保健師、委嘱助産師が訪問し母子の
健康状態の確認や育児相談等を行う。
・支援が必要な家庭に対しては、産後ケ
アやヘルパー利用などの必要なサービ
スにつなぎ、育児不安や負担の軽減を
図る。

・生後4か月までの乳児がいる家庭に、
市保健師、委嘱助産師が訪問を実施す
る。
・支援が必要な家庭に対しては、産後ケ
アやヘルパー利用などの必要なサービ
スにつなぎ、母子の健康状態の確認や、
育児負担の軽減に努める。

課
題

支援を要する家庭は、育児不安、養育環境の問題、母親の
疾患や障がい、精神疾患、ひとり親など課題が多岐に渡
る。

方
向
性



こども子育て部こども家庭支援課 妊産婦・新生児訪問事業費

報酬 1,898

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

職員手当等 736

317

事業費計 7,401

時期 実施内容 時期

役務費 267

共済費 463
報償費 3,720
需用費

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 ここに生まれてよかった　ここで育ててよかった

主要施策 こんにちは赤ちゃん訪問事業

実施内容

通年 こんにちは赤ちゃん訪問事業

本事業に関する主要データ

R8スケ
ジュー

ル



令和8 年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

-743

0

一般財源 3,046 2,639 3,080 1,896

361歳入合計 9,882 11,004 11,445 11,365

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

こども子育て部こども家庭支援課 利用者支援事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

健診時にうつ気
分がない人の割

合（％）
74.5 81 82 83

妊娠届出時の面
談割合（％）

100 100 100 100 100

子育て支援策の
満足割合（％）

61.95 63.7 80 80 80

85
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

行政のサービスに限らず、地域の子育て支援事業関係者
が行っている取組みについての情報収集と周知を行う。

事業費 9,882 11,004 11,445 11,365 361

財
源
内
訳

国・県支出金 6,836 8,365 8,365 9,469 1,104

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

妊娠期から子育て期にわたり切れ目のない相談
支援を実施し、安心してこどもを産み育てられる
環境をつくる。

妊娠・出産・子育てに関する相談に応じ、保健・
医療・福祉・教育等の関係機関による切れ目の
ない支援を行い、育児不安の解消や虐待の未
然防止を図る。

事
業
概
要

（数値目標の目標年度）
妊娠届出時の面談割合、健診（4か月児健診）時にうつ気分がない人の割合、子育て支援策の満足割合（こども1人以上、40
代まで）：2029（R11）年度

妊娠・出産・子育てに関する相談に応じ、必要に応じて個別に支援計画（サポートプラン）を策定し、地域の関係機関と連携し
た切れ目のない支援を行う。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・妊娠・出産・育児に関する各種相談に
応じ、必要な保健指導を行うとともにニー
ズに応じた支援につなぐ。
・必要に応じて個別にサポートプランを策
定し、支援対象者のニーズ把握と支援方
針を明確にした。

R7相談件数（12月末時点）
・子育て支援コーディネーター　1,069件
・母子保健コーディネーター　　   858件

・妊娠・出産・育児に関する各種相談に
応じ、必要な保健指導を行うとともにニー
ズに応じた支援につなぐ。
・必要に応じて個別にサポートプランを策
定し、支援対象者のニーズ把握と支援方
針を明確にする。

・妊娠・出産・育児に関する各種相談に
応じ、必要な保健指導を行うとともにニー
ズに応じた支援につなぐ。
・必要に応じて個別にサポートプランを策
定し、支援対象者のニーズ把握と支援方
針を明確にする。

課
題

核家族化や地域のつながりが希薄となる中で、育児不安や
負担を抱える子育て世帯が多い。

方
向
性



こども子育て部こども家庭支援課 利用者支援事業費

報酬 6,735

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

職員手当等 2,611

128

事業費計 11,365

時期 実施内容 時期

役務費 14

共済費 1,677
旅費 200
需用費

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 ここに生まれてよかった　ここで育ててよかった

主要施策 利用者支援事業

実施内容

通年 母子保健・子育て支援コーディネーターの相談・支援

本事業に関する主要データ

R8スケ
ジュー

ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他

0

0

一般財源 0 0 0 0

0歳入合計 3,220 5,000 3,800 5,000

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

こども子育て部保育所幼稚園課 子育て支援事業費　他３事業

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

子育て支援策の
満足割合（％）

61.95 63.7 80 80 80

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向かって概ね順調

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0

各園の取り組みの周知を図り、子どもたちの豊かな育ちを
支援するため事業を継続する。

事業費 3,220 5,000 3,800 5,000 0

財
源
内
訳

国・県支出金 3,220 5,000 3,800 5,000 0

地方債

事
業
の
目
的
と
目
標

地域における子育て支援の充実を図る。

地域に開かれた保育施設として、子育て講座や
地域交流により、子どもたちの豊かな育ちを支
援する。

事
業
概
要

（数値目標の目標年度）
子育て支援策の満足割合（子ども1人以上、40代まで）：2029(R11)年度

保育施設（保育所・幼稚園・認定こども園）において、島根県の「しまねすくすく子育て支援事業」交付金を受けて、次の事業を
行う。（1施設あたり上限50,000円、補助率10/10）
①子育て講座事業（子育て家庭の父母、家族等を対象にした講習会、講演会）
②地域交流活動事業（異年代、異校種の子ども同士の交流活動や在宅の子育て家庭を対象にした交流活動）

事
業
の
成
果
及
び
実
績

事業実施施設数：７６園/１００園
事業実施施設の割合：７６．０％
市立保育所・幼保園：１５園
私立保育所（認定こども園・小規模保育
事業含む）：４６園
市立幼稚園：１４園
私立幼稚園：１園

事業実施施設数：９９園/１００園
事業実施施設の割合：９９％

事業実施施設数：９９園/１００園
事業実施施設の割合：９９％

課
題

より多くの人に参加いただくため、各園の取り組みを地域に
ＰＲしていく必要がある。

方
向
性



こども子育て部保育所幼稚園課 子育て支援事業費　他３事業

報償費 120

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

需用費 1,127

事業費計 5,000

時期 実施内容 時期

使用料及び賃借料 3
負担金補助及び交付金 3,750

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 ここに生まれてよかった　ここで育ててよかった

主要施策 保育所・幼稚園地域交流活動促進事業

実施内容

９月 県交付金　交付決定

９～２月 事業実施

３月

本事業に関する主要データ

実績報告

R8スケ
ジュー
ル



令和8 年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0

5,213

0

一般財源 33,290 35,213 35,946 40,426

15,547歳入合計 90,222 95,901 98,098 111,448

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

こども子育て部保育所幼稚園課 病児保育事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

新規病児保育登
録者数（人）

808 760 1,400 1,400

子育て支援策の
満足割合（％）

61.95 63.7 80 80 80

病児保育施設延
べ利用者数（人）

5,429 5,174 6,400 6,400 6,400

1,400
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0

・きょうだいで同時に利用する場合、2人目以降の児童に係
る利用料を半額とする。
・一部の施設において利用年齢を拡大する。

事業費 90,222 95,901 98,098 111,448 15,547

財
源
内
訳

国・県支出金 56,932 60,688 62,152 71,022 10,334

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

こどもが病気または病気回復期に保護者が家庭
での保育が困難な場合、病院・保育所等におい
て、児童を一時的に預かることで、安心して子育
てができる環境を整える

病気または病気回復期のこどもたちが、安心し
て過ごすことができる環境を提供するとともに、
子育て世帯の負担軽減を図る。

事
業
概
要

子育て支援策の満足割合（子ども1人以上、40代まで）：2029（R11）年度、新規病児保育登録者数：2029（R11）年度、病児保
育施設延べ利用者数：2029（R11）年度

保護者が、就労などにより家庭で病気または病気回復期の児童を育児できない場合に、一時的に児童を預かる病児保育を
行う。
病児保育施設の利用にかかる登録、予約及びキャンセルが24時間可能となるシステムを継続して活用する。
■令和8年度から、利用者負担の軽減及び利用年齢の拡大を行う。

＜病児保育事業　実施施設＞
松江赤十字乳児院、松江市立病院すこやか保育室、融合乳児園、つわぶきこども園のぎ、つわぶきこども園やましろ

事
業
の
成
果
及
び
実
績

新規登録者数： 760人
延べ利用者数：5,174人
委託料：95,392千円

・7月から、オンライン申請による利用料
の免除申請を可能とした。

（財源）
子ども・子育て支援交付金
子ども・子育て支援県交付金

新規登録者数：1,400人
延べ利用者数：6,400人
委託料：108,742千円

・4月から、きょうだい同時利用の際、2人
目以降の利用料を半額とする。
・4月から、一部の施設において利用年
齢を拡大する。

（財源）
子ども・子育て支援交付金
子ども・子育て支援県交付金

新規登録者数：1,400人
延べ利用者数：6,400人

・利便性の向上を目的に、引き続きサー
ビスや機能を追加・改良する。

（財源）
子ども・子育て支援交付金
子ども・子育て支援県交付金

課
題

・きょうだいで同時に利用する場合、利用料は人数分必要と
なるため、長期間利用の場合などの負担が大きくなる。
・利用年齢は各施設とも小学3年生までとなっている。

方
向
性



こども子育て部保育所幼稚園課 病児保育事業費

委託料 108,742

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

使用料及び賃借料 2,706

事業費計 111,448

時期 実施内容 時期

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 ここに生まれてよかった　ここで育ててよかった

主要施策 病児保育事業

実施内容

4月 利用料の軽減及び利用年齢の拡大

4月～3月 病児保育支援システム運用

4月～3月

本事業に関する主要データ

周知・啓発

R8スケ
ジュー

ル



令和8 年度　総合計画実施計画

　

その他 0 28,946 28,946 23,059

9,125

-5,887

一般財源 45,754 32,605 44,121 41,730

6,268歳入合計 95,400 117,197 122,713 123,465

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

こども子育て部こども家庭支援課 地域子育て支援拠点事業 （子育て支援センター事業）

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

子育て支援策の
満足割合（％ ）

61.95 63.7 80 80

市内全支援セン
ター延利用者数

（人）
75,050 75,900 73,000 73,000 73,000

80
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 1,300 1,300

令和8年度からわいわいルームの利用日を拡大し、繁忙期
である夏季、冬季に月に1回程度（年6回）、日曜日に開所す
る。

事業費 95,400 117,197 122,713 123,465 6,268

財
源
内
訳

国・県支出金 49,646 55,646 49,646 57,376 1,730

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

子育て中の保護者の孤立化を防止するととも
に、育児の悩みや不安を緩和し、安心してこども
を産み育てられる環境づくりを進めることで、こど
もの健やかな育ちを支える。

子育てに関する不安や負担を緩和し、子育て中
の親子が気軽に集い交流や仲間づくりを行うこ
とができる場を提供する。

事
業
概
要

（数値目標の目標年度）
市内全支援センター延利用者数、子育て支援策の満足割合（こども1人以上、40代まで）：2029（R11）年度

「あいあい」及び8か所のサテライトの計9か所で事業を実施している。
・子育てに関する不安や悩みの相談、援助の実施
・親子の交流の場と遊びの場の提供及び仲間づくりの援助の実施
・子育てサークルやボランティア等の支援団体の育成
・子育て支援に関する情報の収集及び子育て支援に関する企画及び調整

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・各地域の特色を取り入れた事業（地元
の公民館、団体、人材と連携）を行った。
・交流事業（つどい）、子育て学習会、子
育て＆子育て支援のための講座、相談
事業を実施した。
・子育ての日キャンペーンの一環として、
子育て自主サークルや子育てを応援す
る民間事業者と連携したイベント等を実
施した。
・サテライト間で安全・円滑に情報共有を
行うネットワークシステムを整備した。
・民間団体が実施する子育て世帯向け
の事業や取り組みなどの情報発信を行

・地域の特色を取り入れた事業、交流事
業（つどい）、子育て学習会や講座、各種
相談事業を実施。
・子育ての日キャンペーンとして、自主
サークルや民間団体と連携し、イベント
を実施。
・「たまゆつどいの広場」の照明のLED化
を実施。
・子育て支援にかかわる民間団体が実
施する事業や取り組みなどの情報発信
を行うとともに、相互補完的に課題を解
決する仕組みを研究する。
・わいわいルームの利用日を拡大し、夏
季、冬季に月に1回程度（年6回）、日曜
日に開所する。

課
題

共働き世帯の増加等によるライフスタイルの変化から、土
日・祝日のあそび場に対するニーズが高まっている。

方
向
性



こども子育て部こども家庭支援課 地域子育て支援拠点事業 （子育て支援センター事業）

報酬 52,811 委託料

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

職員手当等 19,124 使用料及び賃借料 969

1,164 負担金補助及び交付金 730

31,799

役務費 433

事業費計 123,465

時期 実施内容 時期

需用費 1,806

共済費 11,705 工事請負費 1,480
報償費 1,284 備品購入費 160
旅費

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 ここに生まれてよかった　ここで育ててよかった

主要施策 地域子育て支援拠点事業

実施内容

通年 相談事業実施、遊び場運営、つどい、学習会開催

本事業に関する主要データ

R8スケ
ジュー

ル

★主な地方債：こども・子育て支援事業債　1,300千円（たまゆつどいの広場照明ＬＥＤ化　1,480千円）



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

443

0

一般財源 9,252 10,530 11,133 10,973

631歳入合計 9,252 10,698 11,301 11,329

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

こども子育て部子育て給付課 母子家庭等対策総合支援事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

子育て支援策の
満足割合（％）

61.95 63.7 80 80 80

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向かって概ね順調

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

関係部署や他機関と連携し、ひとり親家庭の経済的自立に
向け支援体制を充実させるとともに、こどもの貧困や生活上
の問題を抱えた家庭に必要な支援を行えるよう、保育所や
学校等へ制度の周知を図る。

事業費 9,252 10,698 11,301 11,329 631

財
源
内
訳

国・県支出金 0 168 168 356 188

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

ひとり親が安定した生活（就労等）を行うための
自立支援を行うことにより、児童を健全に育成す
る環境を確保する。

貧困状態にあるこどもや保護者を早期に発見
し、確実な支援につなげていく。

事
業
概
要

（数値目標の目標年度）
子育て支援策の満足割合（こども1人以上、40代まで）：2029(R11）年度
・母子・父子自立支援員を配置し、様々な問題を抱えるひとり親の相談を受け、関係部署・機関との連携を図りながら、その
生活の自立支援を行う。
・どこに相談すればよいのか、どのような制度があるのかを分かりやすく周知する。
・母子・父子自立支援プログラム(個々の児童扶養手当受給者の状況・ニーズ等に対応した自立目標や支援内容を設定した
計画票)を策定し、継続的な自立・就業支援を実施する。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

母子・父子自立支援員の継続配置
相談件数　3,829件

母子・父子自立支援員の継続配置
相談件数（計画）　4,000件

母子・父子自立支援員の継続配置
相談件数（計画）　4,000件

課
題

ひとり親の貧困率は高い状況にあり、生活状況も様々であ
るので、一人ひとりに合った支援が必要である。

方
向
性



こども子育て部子育て給付課 母子家庭等対策総合支援事業費

報酬 6,843

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

職員手当等 2,652

事業費計 11,329

時期 実施内容 時期

共済費 1,660
旅費 174

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 ここに生まれてよかった　ここで育ててよかった

主要施策 ひとり親家庭総合相談コーナー

実施内容

随時 相談受付

本事業に関する主要データ

R8スケ
ジュー
ル



令和8 年度　総合計画実施計画

　

その他 99,225 156,653 145,053 124,418

0

-32,235

一般財源 0 0 0 0

-32,235歳入合計 99,225 156,653 145,053 124,418

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

こども子育て部子育て給付課 母子父子寡婦福祉資金貸付事業

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

子育て支援策の
満足割合（％）

61.95 63.7 80 80 80

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向かって概ね順調

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

滞納初期段階における償還指導が重要であることから、電
話や窓口での分納相談など、きめ細やかな償還指導を行
う。
債権回収業者委託を引き続き実施し、効率的な回収を目指
す。

事業費 99,225 156,653 145,053 124,418 -32,235

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 0 0 0

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

母子家庭及び父子家庭並びに寡婦の経済的自
立と生活意欲の助長を図り、あわせて児童の福
祉を推進する。

ひとり親家庭の親や児童に対し修学資金等を貸
し付けることにより、ひとり親家庭等の自立促進
に寄与する。

事
業
概
要

(数値目標の目標年度）子育て支援策の満足度（子ども1人以上、40代まで）：2029年（R11）年度
【母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計】
中核市移行に伴う県からの事務移譲事業。
母子寡婦家庭の母、父子家庭の父や寡婦などを対象とし、必要な資金を低利子又は無利子で貸し付ける。
＜貸付資金の種類＞
修学資金、就学支度資金、修業資金、就職支度資金、技能習得資金　等

事
業
の
成
果
及
び
実
績

貸付事業実施
貸付金額（見込）　116,387千円
母子・父子自立支援員1名雇用
債権回収業務委託

貸付事業実施
母子・父子自立支援員1名雇用
債権回収業務委託

貸付事業実施
母子・父子自立支援員1名雇用
債権回収業務委託

課
題

制度上、低所得者層に対する貸付であることや、子が卒業
後就職できない、親が失業・病気などの事情により償還が
困難となるケースが多く、貸付償還金が滞納となるケースが
多い。

方
向
性



こども子育て部子育て給付課 母子父子寡婦福祉資金貸付事業

貸付金 115,303 委託料

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

報酬 2,281 備品購入費 281

41

4,081

役務費 847

事業費計 124,418

時期 実施内容 時期

需用費 132

職員手当等 884 負担金補助及び交付金 11
共済費 557
旅費

松江市総合計画

基本目標  ひとづくり

基本施策 ここに生まれてよかった　ここで育ててよかった

主要施策 母子父子寡婦福祉資金貸付事業

実施内容
4月～3月 申請受付・貸付

随時 貸付金償還指導

本事業に関する主要データ

R8スケ
ジュー

ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

363

0

一般財源 2,444 2,831 2,934 3,194

727歳入合計 4,873 5,661 5,867 6,388

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

こども子育て部こども家庭支援課 ５歳児健診事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

二次健診（診察・
相談）受診率（％）

79.8 71 80 80

一次健診（アン
ケート）受診率

（％）
99.4 98 100 100 100

子育て支援策の
満足割合（％）

61.95 63.7 80 80 80

80
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

エスコや関係課と連携し、5歳児健診の結果を就学校へ伝
え活用する仕組みを検討する。

事業費 4,873 5,661 5,867 6,388 727

財
源
内
訳

国・県支出金 2,429 2,830 2,933 3,194 364

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

就学を見据えた4歳後期に健診を実施すること
で、保護者が発達過程を意識できる機会を提供
するとともに、就学に向けての適切な支援を行
い、こどもの心身の健全な発育・発達につなげ
る。

こどもとその保護者が、安心して就学を迎えるこ
とができる。

事
業
概
要

（数値目標の目標年度）
一次健診(ｱﾝｹｰﾄ)受診率、二次健診(医師の診察等)受診率、子育て支援策の満足割合(こども1人以上、40代まで):2029(R11)
年度

・一次健診（年度内５歳になる児全員を対象としたアンケート）の実施
・二次健診（一次健診結果から抽出された対象者及び受診希望者への診察、相談）の実施
・乳幼児期からの一貫した支援体制づくりのため、教育（エスコ）・保健・福祉の連携を図り、情報を共有しながら必要な支援に
つなぐ。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

1.一次健診（保護者及び所属園・所への
アンケート）
《実施回数》年3回実施

2.二次健診（医師の診察等）
《実施回数》年13回実施
（2診体制年8回、3診体制年5回）

1.一次健診（保護者及び所属園・所への
アンケート）
《実施回数》年3回実施

2.二次健診（医師の診察等）
《実施回数》年18回実施
（2診体制）

3.医師等従事者を対象とした5歳児健診
研修会を開催

1.一次健診（保護者及び所属園・所への
アンケート）
《実施回数》年3回実施

2.二次健診（医師の診察等）
《実施回数》年18回実施
　※二次健診の対象者基準を変更

課
題

二次健診の結果を就学校へ伝えることが十分にできていな
い。

方
向
性



こども子育て部こども家庭支援課 ５歳児健診事業費

報酬 3,074 委託料

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

職員手当等 864

41

774

役務費 232

事業費計 6,388

時期 実施内容 時期

需用費 35

共済費 551
報償費 817
旅費

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 ここに生まれてよかった　ここで育ててよかった

主要施策 5歳児健診

実施内容

R8.4 健診案内文及び結果通知文の改訂 R9.3 5歳児健康診査事業検討会議

R8.5 一次健診（アンケート送付）開始

R8.8

本事業に関する主要データ

R8.10 5歳児健康診査研修会開催

二次健診（医師の診察等）開始

R8スケ
ジュー
ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0

-841

0

一般財源 7,647 10,581 10,581 9,740

-841歳入合計 7,647 10,581 10,581 9,740

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

こども子育て部保育所幼稚園課 業務効率化推進事業費（公立保育所）

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

子育て支援策の
満足割合(％)

61.95 63.7 80 80 80

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向かって概ね順調

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0

端末更新については必要台数を精査しながら、利用する機
能の追加を検討しシステムの活用を図る。

事業費 7,647 10,581 10,581 9,740 -841

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 0 0

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

公立保育所・幼稚園・幼保園の保育士、幼稚園
教諭の業務負担を軽減し、保育・教育の質を向
上する。同時に、園と保護者双方のコミュニケー
ションを円滑化し、保護者の負担を軽減する。

・保護者の利便性向上
・保育士等の事務作業時間の短縮

事
業
概
要

（数値目標の目標年度）
子育て支援策の満足割合（子ども1人以上、40代まで）：2029(R11)年度

保護者との連絡、保育の計画・記録等を管理する保育支援システムを導入
・令和４年３月に3園に導入、令和５年３月に残り全園（８園）に導入完了
・令和５年４月からお知らせ配信機能、５月からは登降園管理、保護者連絡機能の稼働を開始
・令和７年３月からキャッシュレス決済を3園にて開始、４月から残り全園（8園）にて開始

（私立保育所等には別途補助事業によりシステム導入経費を助成）

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・全園で給食費等のキャッシュレス化開
始

・引き続きシステムを利用し業務効率
化、保護者の利便性向上を図る

・引き続きシステムを利用し業務効率
化、保護者の利便性向上を図る

課
題

今後、タブレット端末の更新等が必要となる。

方
向
性



こども子育て部保育所幼稚園課 業務効率化推進事業費（公立保育所）

需用費 212

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

役務費 2,249

事業費計 9,740

時期 実施内容 時期

委託料 6,807
使用料及び賃借料 472

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 ここに生まれてよかった　ここで育ててよかった

主要施策 保育業務ICT化推進事業

実施内容

通年 システム利用

8月 職員・保護者アンケート実施

本事業に関する主要データ

R8スケ
ジュー
ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

-38

0

一般財源 5,808 7,027 7,027 6,989

-38歳入合計 5,808 7,027 7,027 6,989

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

こども子育て部保育所幼稚園課 業務効率化推進事業費（公立幼稚園）

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

子育て支援策の
満足割合（％）

61.95 63.7 80 80 80

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向かって概ね順調

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

端末更新については必要台数を精査しながら、利用する機
能の追加を検討しシステムの活用を図る。

事業費 5,808 7,027 7,027 6,989 -38

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 0 0 0

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

公立保育所・幼稚園・幼保園の保育士、幼稚園
教諭の業務負担を軽減し、保育・教育の質を向
上する。同時に、園と保護者双方のコミュニケー
ションを円滑化し、保護者の負担を軽減する。

・保護者の利便性向上
・保育士等の事務作業時間の短縮

事
業
概
要

（数値目標の目標年度）
子育て支援策の満足割合（子ども1人以上、40代まで）：2029(R11)年度

保護者との連絡、保育の計画・記録等を管理する保育支援システムを導入
・令和４年３月に１園に導入、令和５年３月に残り全園（１８園）に導入完了。
・令和５年４月からお知らせ配信機能、５月からは登降園管理、保護者連絡機能の稼働を開始。
・令和7年2月からキャッシュレス決済を全園（１４園）にて開始

事
業
の
成
果
及
び
実
績

引き続きシステムを利用し業務効率化、
保護者の利便性向上を図った

引き続きシステムを利用し業務効率化、
保護者の利便性向上を図る

引き続きシステムを利用し業務効率化、
保護者の利便性向上を図る

課
題

今後、タブレット端末の更新等が必要となる。

方
向
性



こども子育て部保育所幼稚園課 業務効率化推進事業費（公立幼稚園）

需用費 408

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

役務費 937

事業費計 6,989

時期 実施内容 時期

委託料 5,526
使用料及び賃借料 118

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 ここに生まれてよかった　ここで育ててよかった

主要施策 保育業務ICT化推進事業

実施内容

通年 システム利用

８月 職員・保護者アンケート実施

本事業に関する主要データ

R8スケ
ジュー
ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他

4,400

0

一般財源 0 0 0 4,400

8,800歳入合計 8,800

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

こども子育て部保育所幼稚園課 業務効率化推進事業費（私立保育所）

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

システム満足度
（5段階）

3 3.5 4

目標　（何を達成するのか）

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0

　事務負担軽減のため、申請内容のエラー判定等の機能や
コールセンターを備えたシステムを導入する。

事業費 8,800 8,800

財
源
内
訳

国・県支出金 4,400 4,400

地方債

事
業
の
目
的
と
目
標

私立保育所等における職員の事務負担軽減を
図り、これにより、保育の質を向上する。

市内私立保育所等に運営費等を管理するため
のシステムを導入し、保育所等の事務作業時間
の短縮を図る。

事
業
概
要

システム満足度（５段階）：2028（R10）年度

　市内の私立保育所等とメールや郵送等で行っている運営費等の申請、算定等に係る事務処理を、クラウド型システムでデ
ジタル化し、データの一括管理と各施設の事務の効率化を図る。これにより、施設職員が保育に専念できる時間を増やし、保
育の質の向上を目指す。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

事業者選定
システム構築
施設への利用説明
システム導入
（財源：地域未来交付金　国1/2）

本格利用開始

課
題

　現在は運営費の申請等を市と私立保育所等の間でメール
や書面などで複数回やり取りを行っている。
　制度が複雑なこともあり、確認や修正等に時間がかかり、
施設、市双方の負担となっている。

方
向
性



こども子育て部保育所幼稚園課 業務効率化推進事業費（私立保育所）

委託料 8,800

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

事業費計 8,800

時期 実施内容 時期

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 ここに生まれてよかった　ここで育ててよかった

主要施策 保育業務ICT化推進事業

実施内容

～５月 仕様検討

６～７月 プロポーザル実施

９～３月

本事業に関する主要データ

３月 施設向け満足度アンケート

システム導入

R8スケ
ジュー
ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 4,598 1,598 1,598 2,188

-1,599

590

一般財源 4 1,599 1,599 0

169歳入合計 6,204 6,394 6,394 6,563

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

こども子育て部こども政策課 子育ての日イベント事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

子育ての日イベン
ト来場者の満足

割合
97.6 98.5 98 98

子育て支援策の
満足割合（％）

61.95 63.7 80 80 80

98
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向かって概ね順調

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・「子育ての日」を象徴するイベントとキャンペーンを実施し、
社会全体で子育てを応援する機運の醸成及び意識の定着
を図る。
・キャンペーン参画による企業側のメリット等を明示するな
ど、より丁寧な説明や呼びかけを行うことでキャンペーン参
画企業の拡大を図る。

事業費 6,204 6,394 6,394 6,563 169

財
源
内
訳

国・県支出金 1,602 3,197 3,197 4,375 1,178

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

・市全体で子育てを応援する機運の醸成を図
る。
・市などが行う子育て支援施策の認知度の向上
を図る。

企業・団体等と連携したキャンペーンや親子で楽
しめるイベントを通じて、行政の子育て支援施策
や企業・団体等の子育て応援事業の情報発信
を行い、社会全体で子育てを応援する機運を醸
成する。

事
業
概
要

（数値目標の目標年度）
子育て支援策の満足割合（子ども1人以上、40代まで）：2029(R11)年度
子育ての日イベント来場者の満足割合：2029(R11)年度

・毎年11月19日を本市独自の「子育ての日」として設定。（※令和5年度に設定済）
・「子育ての日」の前１週間に社会全体で子育てを応援するキャンペーンを実施。
・親子で楽しめるイベントを開催。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・11月9日に親子で楽しめるイベントを開
催した。（来場者数：約2,000人）
※開催時間を短縮
・こども家庭庁、島根県立大学との共催
で「こどもまんなかアクション」リレーシン
ポジウムを同時開催した。
・子育ての日（11月19日）を含む前１週間
（11月13日から11月19日）に企業と連携
し、子育てを応援する機運の醸成を図る
キャンペーンを実施した。

・子育ての日を含む前１週間に企業と連
携し、子育てを応援する機運の醸成を図
るキャンペーンを実施する。
・親子で楽しめるイベントを開催する。

・子育ての日の前１週間に企業と連携
し、子育てを応援する機運の醸成を図る
キャンペーンを実施する。
・親子で楽しめるイベントを開催する。

課
題

・キャンペーンは、認知度が低かったことも一つの要因とな
り、参画事業所数は目標の200社に対して26社と低い結果と
なった。

方
向
性



こども子育て部こども政策課 子育ての日イベント事業費

需用費 54

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

委託料 6,359

事業費計 6,563

時期 実施内容 時期

使用料及び賃借料 150

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 ここに生まれてよかった　ここで育ててよかった

主要施策 子育ての日イベント事業

実施内容
4月～6月 イベント・キャンペーン実施運営業務委託プロポ―ザル、契約

4月～11月 企業・団体等へキャンペーンへの参画を呼びかけ

11月

本事業に関する主要データ

11月 子育ての日キャンペーン実施

子育ての日イベント開催

R8スケ
ジュー
ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

3,924

0

一般財源 47,383 54,063 49,399 57,987

3,924歳入合計 49,883 56,563 51,317 60,487

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

教育委員会発達・教育相談支援センター 発達・教育相談支援センター運営費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

進路選択に対す
る生徒の満足割

合（％）
88.4 87.9 90 90

就学支援に対す
る保護者の納得
度割合（％）

76.3 74.4 90 90 92

交流学習計画授
業時数の割合

（％）
38.3 36.2 43 43 47

90
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・困難なケースの増加に対応するため、教育・保健・福祉・
医療等との連携強化を図り支援にあたる。
・学校、園等現場の支援力の向上とそれを支える体制の充
実に向けて、計画的な研修や訪問指導等を進める。

事業費 49,883 56,563 51,317 60,487 3,924

財
源
内
訳

国・県支出金 2,500 2,500 1,918 2,500 0

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

障がい等によるこどもたちの生活や学習上の困
難さに早期に気づき、切れ目のない相談体制の
もと適切な支援につなげる。

①異なる専門性（教育・保健・福祉・医療）の高
度な連携【連携強化】
②選択可能な学びの場や支援体制の整備の充
実【支援拡充】
③まわりの大人のこども理解力の向上と共生社
会意識の醸成【意識転換】

事
業
概
要

（数値目標の達成目標年度）
項目名　就学支援の納得度の割合【発達・教育相談支援センターが就学支援に関わった保護者へのアンケート】：2029（R11）
年度
項目名　中学校3年生特別支援学級在籍生徒の進路選択に対する満足割合【対象生徒へのアンケート】：2029（R11）年度
項目名　年間授業時数のうち特別支援学級と通常の学級の児童生徒の交流学習計画授業時数の割合【各年5月1日時点】：
2029（R11）年度
・発達・教育相談支援センター「エスコ」は、教育を中心に保健・福祉・医療等との連携を深め、乳幼児期から一貫した相談支
援を実施している。幅広い発達段階や多様な障がいの状況等を有するケースに対応しており、適切な実態把握や丁寧で継
続した相談対応、効果的な療育を実施すること等が求められている。
・専門スタッフの人件費、電話代等、センター運営にかかる諸経費。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・読み書きに困難さを抱えるこどもの相
談支援体制の充実を図るため、教育指
導講師（会計年度任用職員）を1人増。
・教育・保健・福祉・医療等の関係機関と
連携し、早期からの切れ目のない相談支
援体制を充実させた。

【評価】早期からの一貫した支援の充実
に向け、保護者や所属からの相談に丁
寧かつ迅速に対応を行った。複雑化する
相談では、関係機関と連携し、組織的に
対応することで、保護者の安心、学校・
園等においては、切れ目ない支援を行う

・読み書きに困難さを抱えるこどもの相
談支援体制の充実を図る。
・教育・保健・福祉・医療等の関係機関と
連携し、早期からの切れ目のない相談支
援体制を充実させる。
・「松江市特別支援教育推進計画」のこ
れまでの取組の振り返りを行い、見直し
を図る。

島根県子ども発達支援事業費補助金１
/2
（事業費上限5,000千円)

・読み書きに困難さを抱えるこどもの相
談支援体制の充実を図る。
・教育・保健・福祉・医療等の関係機関と
連携し、早期からの切れ目のない相談支
援体制を充実させる。
・「松江市特別支援教育推進計画」のこ
れまでの取組の振り返りを行い、見直し
を図る。

島根県子ども発達支援事業費補助金１
/2
（事業費上限5,000千円)

課
題

・相談件数は増加傾向で、内容も複雑化しており、支援ニー
ズも多様化している。今後も教育だけでは対応が困難な
ケースの増加が予想される。
・困難なケースへの対応、関係機関との連携、早期の気づ
きに応じた適切な助言指導及び効果的な療育等が求めら
れており、スタッフの高い専門性の維持が必要である。 方

向
性



教育委員会発達・教育相談支援センター 発達・教育相談支援センター運営費

報酬 33,025

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

職員手当等 12,669

117

負担金補助及び交付金 5,350

事業費計 60,487

時期 実施内容 時期

役務費 230

共済費 8,104
旅費 992
需用費

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 ここに生まれてよかった　ここで育ててよかった

主要施策 発達・教育相談支援センターの運営

専門巡回相談申込受付締切

実施内容

4月 特別支援教育コーディネーター説明会 6月、9月 特別支援教育コーディネーター研修会

4月 専門巡回相談、就学相談の申込受付開始 11月初旬 就学相談申込受付締切

5～3月

次年度の各種相談、特別支援教育コーディネーター研修等検討

本事業に関する主要データ

6～3月 特別支援教育就学審議会（月1回、10回開催） 2～3月

専門巡回相談、就学相談の実施 12月中旬

R8スケ
ジュー
ル



令和8 年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

2,372

0

一般財源 895 1,100 1,210 3,472

3,559歳入合計 1,322 1,649 1,649 5,208

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

教育委員会発達・教育相談支援センター 医療的ケア児支援事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

就学支援に対す
る保護者の納得

度割合（％）
76.3 88 90 90 92

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・適切な就学に向けて、医療的ケア児及び保護者との相談
を早期から丁寧に進める。

・医療的ケア児を安心・安全に受け入れるための支援体制
を整備する。

・こども子育て部や健康福祉部との連携による早期からの
切れ目ない支援体制の充実を図る。

・共生社会に向けた理解促進を図る。

事業費 1,322 1,649 1,649 5,208 3,559

財
源
内
訳

国・県支出金 427 549 439 1,736 1,187

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

医療的ケア児の健やかな成長を図るとともに、
その家族の離職の防止に資し、もって安心して
こどもを生み、育てることができる社会の実現に
寄与することを目的としている。

医療的ケア児が医療的ケア児でない児童生徒
等と共に教育を受けられるよう最大限に配慮し
つつ適切に支援を行うことで、医療的ケア児の
可能性を最大限に発揮させ、将来の自立や社会
参加のための必要な力を培う。

事
業
概
要

(数値目標の達成目標年度）
項目名　就学支援の納得度の割合【発達・教育相談支援センターが就学支援に関わった保護者へのアンケート】：2029（R11）
年度

・「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律」が施行され（R3.6.18公布、R3.9.18施行）、医療的ケア児に対して
教育を行う体制の拡充が図られるよう、医療的ケア児が在籍する学校に対して必要な支援措置を講じる。
・令和5年度から継続して医療的ケア児が在籍する市立小学校へ看護師を配置する。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・市立小学校1校で医療的ケア児を受入
れるため看護師を配置。

教育支援体制整備事業費補助金 1/3
（切れ目ない支援体制整備充実事業）

市立小学校2校で医療的ケア児を受入
れるため看護師を配置。

教育支援体制整備事業費補助金 1/3
（切れ目ない支援体制整備充実事業）

・市立小・中・義務教育学校で医療的ケ
アを必要とする児童生徒の情報を収集
し、必要に応じて受け入れ準備を行う。

・こども子育て部等と連携して就学前の
医療的ケア児に関する情報共有を行い、
必要に応じて市立学校での受け入れ準
備を行う。

課
題

・支援体制の整備に向けた、看護師の安定的な確保が必要
である。

・医療的ケアを実施する学校内での協力体制の構築、仕組
みづくりが必要である。

・全ての教職員へ学校における医療的ケアの教育的意義等
の理解啓発を図る必要がある。

方
向
性



教育委員会発達・教育相談支援センター 医療的ケア児支援事業費

報酬 3,367

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

職員手当等 1,197

事業費計 5,208

時期 実施内容 時期

共済費 494
旅費 150

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 ここに生まれてよかった　ここで育ててよかった

主要施策 医療的ケア児支援事業（市立小・中・義務教育学校）

実施内容

4月 小学校2校へ看護師配置 4月以降 次年度以降の医療的ケア児受入体制の検討

4月 学校内での支援体制整備

4月以降

本事業に関する主要データ

4月以降 次年度以降の医療的ケア児についてこども子育て部等との情報共有

国への補助金申請

R8スケ
ジュー

ル



令和8 年度　総合計画実施計画

　

その他 115,565 96,465 115,565 91,501

5,744

-4,964

一般財源 88,121 115,026 88,121 120,770

10,498歳入合計 420,996 481,581 420,996 492,079

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

教育委員会生涯学習課 児童クラブ運営委託費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

※5/1時点 公設
民設合計

児童クラブ待機児
童数(人)

46 49 0 0 0

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて進捗はやや遅れている

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・民間事業者等への運営主体の移行について、令和7年度
から令和9年度の3年間の指定期間において検証を行う。
・その検証結果や地域の実情を踏まえ、市の提案に賛同し
た児童クラブについては、順次、令和10年度からの民間事
業者等への運営主体の移行を進める。

事業費 420,996 481,581 420,996 492,079 10,498

財
源
内
訳

国・県支出金 217,310 270,090 217,310 279,808 9,718

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

・放課後児童の健全育成

・小学校区の地域特性やニーズに応じたきめ細
かな運営の実施
・待機児童の解消
・基準条例に即した施設や運営体制の整備
・放課後児童支援員の育成、人材確保

事
業
概
要

（数値目標の達成目標年度）
項目名　児童クラブ待機児童数（人）：2029（R11）年度
【公設児童クラブ運営】
保護者が就労等により昼間家庭にいない児童に対し、適切な遊び及び生活の場の提供、児童の自主性、社会性及び創造性
の向上、基本的な生活習慣の確立など、その健全な育成を図ることを目的とした放課後児童健全育成事業を実施している公
設児童クラブに対して指定管理料を支出する。
平成5年事業開始後、令和8年度には42クラブ57室で実施予定。条例で定める設備運営基準に基づき、各クラブのニーズに
対応しながら、待機児童の解消や受入数の適正化などを順次進めている。
・指定管理者：27運営委員会、1社会福祉法人、1民間事業者
・国庫補助基準額に対する負担割合　国1／3・県1／3・市1／3

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・地域の運営委員会から民間事業者等
へ移行した4クラブについて、3か月ごと
に定例会を開催し、内容を各公設児童ク
ラブへ共有した。また移行に伴う課題を
整理し、検証を行った。
・鹿島東児童クラブの運営について、公
募により民間事業者を指定管理者として
指定した。
【評価】
運営主体移行に向け、引継ぎ期間を約6
か月確保するスケジュールに改善した。
他の課題も継続して検討を進める。

・4月～　鹿島東児童クラブ供用開始
・地域の運営委員会から民間事業者等
へ運営を移行した4クラブの定例会の内
容について、各公設児童クラブへ引き続
き情報提供を行いながら、各運営委員会
への運営主体移行にかかる意向確認お
よび民間事業者へのサウンディング調査
を行う。
・運営主体を移行する運営委員会につい
て、円滑な移行の実現のため、労務・会
計管理関連の状況確認・整備を行う。

課
題

・年度によっては待機児童が発生する校区がある。
・現指定管理者である運営委員会は任意団体であり、責任
の所在が不明確などの構造的な問題が顕在化してきてい
る。

方
向
性



教育委員会生涯学習課 児童クラブ運営委託費

委託料 492,079

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

事業費計 492,079

時期 実施内容 時期

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 ここに生まれてよかった　ここで育ててよかった

主要施策 放課後児童健全育成事業

実施内容

4月 指定管理年度協定書締結

7月～2月 市と指定管理者（民間事業者等）の定例会の開催

8月、3月

本事業に関する主要データ

12月～1月 新年度入会児童募集

児童クラブ連絡協議会の開催

R8スケ
ジュー

ル



令和8 年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

-837

0

一般財源 4,646 1,398 1,398 561

-14,039歳入合計 4,646 20,896 20,896 6,857

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

教育委員会生涯学習課 児童クラブ施設整備事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

数値目標になじま
ない。

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

9,200 9,200 1,800 -7,400

・特定建築物定期点検等を通じて、施設の状況を把握し、計
画的に改修等を行う。

事業費 4,646 20,896 20,896 6,857 -14,039

財
源
内
訳

国・県支出金 0 10,298 10,298 4,496 -5,802

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

児童クラブの適正な維持管理

施設の状況に応じて、計画的に改修等を行う。

事
業
概
要

公設児童クラブの施設・設備等の整備を行う。施設・設備の耐用年数を踏まえ、優先度の高いものから実施する。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・美保関児童クラブ空調更新工事
・川津児童クラブ空調更新工事
・秋鹿児童クラブ空調更新工事
・大庭地区第2児童クラブ空調修繕
・持田児童クラブ空調修繕

【評価】老朽化している空調設備の更新
により、環境改善を図ることができた。

・しまね潮風児童クラブ空調更新設計委
託、工事

・引続き、施設や設備が老朽化している
児童クラブの、改修等を行い環境改善を
図る。

課
題

・施設の老朽化が進行している。

方
向
性



教育委員会生涯学習課 児童クラブ施設整備事業費

委託料 1,025

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

工事請負費 5,832

事業費計 6,857

時期 実施内容 時期

松江市総合計画

基本目標  ひとづくり

基本施策  ここに生まれてよかった　ここで育ててよかった

主要施策  放課後児童健全育成事業

実施内容
4月～6月 設計

8月～11月 工事

本事業に関する主要データ

R8スケ
ジュー

ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

10,121

0

一般財源 127,577 153,155 153,155 163,276

30,367歳入合計 380,051 459,461 459,461 489,828

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

教育委員会生涯学習課 児童クラブ運営補助金

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

※5/1時点　公設
民設合計

児童クラブ待機児
童数（人）

46 49 0 0 0

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて進捗はやや遅れている

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・待機児童対策や利用者ニーズに応じた選択肢を増やすた
め、民設民営児童クラブへの運営支援を継続して行う。ま
た、国の制度を注視し、補助対象事業の拡充を検討する。

事業費 380,051 459,461 459,461 489,828 30,367

財
源
内
訳

国・県支出金 252,474 306,306 306,306 326,552 20,246

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

・多様なニーズに対応し、柔軟な受け入れが可
能である民設民営児童クラブの運営を支援す
る。

・待機児童解消
・多様なニーズへの対応

事
業
概
要

（数値目標の達成目標年度）
項目名　児童クラブ待機児童数（人）：2029（R11）年度

【民間児童クラブ補助】
・待機児童解消や利用者のニーズに応じた選択肢を増やすため、児童福祉法に基づく放課後児童健全育成事業を実施する
社会福祉法人等の団体に対し補助金を交付する。
・国庫補助基準額に対する負担割合　国1/3・県1/3・市1/3

事
業
の
成
果
及
び
実
績

〇44児童クラブ（5/1時点）
〇新規開設2箇所
・こそけん学園津田校第4ルーム
・フレアー児童クラブ
〇閉所2箇所
・学童保育たわやまっこクラブ・学童保育
施設ウイズキッズMT-M校
〇休所1箇所
・ひよしサンサンクラブ

【評価】新規開設される児童クラブはある
ものの、完全な待機児童解消には至って
いない。

〇46児童クラブ（5/1時点）
〇新規開設予定3箇所
〇閉所1箇所
・学童保育みつきっこクラブ
〇休所1箇所
・ひよしサンサンクラブ

〇47児童クラブ
〇引続き運営補助を行っていく。

課
題

・クラブ数や受入れ人数が増えているが、待機児童の目標
達成にはいたらなかった。引き続き待機児童解消に向けた
取組の継続が必要である。

方
向
性



教育委員会生涯学習課 児童クラブ運営補助金

負担金補助及び交付金 489,828

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

事業費計 489,828

時期 実施内容 時期

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 ここに生まれてよかった　ここで育ててよかった

主要施策 放課後児童健全育成事業

実施内容

4月 補助金交付申請、交付決定 3月 実績報告、精算

6月 補助金支払い（1回目）

1月

本事業に関する主要データ

2月 補助金支払い（2回目）

変更交付申請、交付決定

R8スケ
ジュー
ル



令和8 年度　総合計画実施計画

　

その他 9,888 10,482 10,482 1,160

20,352

-9,322

一般財源 7,621 9,182 9,182 29,534

16,630歳入合計 25,694 28,831 28,831 45,461

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

教育委員会生涯学習課 放課後こども教室事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

校内交流型こども
教室・児童クラブ

実施数（室）
21 21 22 21

放課後こども教室
実施数（室）

32 32 32 33 33

22
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・継続運営、内容の充実に向け、スタッフ等への研修の充実
や情報交換の場を設ける。
・児童クラブや地域、小学校との横のつながりの強化に向
け、引き続き支援を行っていく。

事業費 25,694 28,831 28,831 45,461 16,630

財
源
内
訳

国・県支出金 8,185 9,167 9,167 14,767 5,600

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

学校を核として地域全体で地域の将来を担うこ
どもたちを育成するとともに地域のコミュニティの
活性化を図る。

放課後等における地域のこどもたちの安全・安
心な活動場所を確保し、様々な体験活動の機会
を提供することにより、こどもたちの豊かな人間
性を養う。

事
業
概
要

（数値目標の達成目標年度）
項目名　放課後こども教室実施数（室）：2029（R11）年度   ＊実際の運営単位である「室数」へ変更
項目名　校内交流型こども教室・児童クラブ実施数（室）：2029（R11）年度   ＊国の名称変更に伴い変更
（「令和8年度当初予算説明資料」においては、変更前の項目名を記載していたため、正しくは上記の項目名となるもの。）

・「放課後児童対策パッケージ2026」に基づき、地域のこどものために放課後等に安全・安心な活動場所を確保し、地域の
方々の参画を得て、自由遊びや体験・交流活動等の様々な活動を体験する機会を提供する。
・地域社会の中で、心豊かで健やかに育まれる環境づくりの推進を図る。
・国庫補助基準額に対する負担割合　国1/3

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・放課後こども教室と児童クラブの校内
交流型実施数21
・活動の充実のためスタッフの要望に
沿った研修を10回開催
・情報誌「Tweet」を4回発行
【評価】
前年度と比べて安全管理員の人数が増
加している。引き続き、児童の安全確保
のため、より一層の安全管理体制の強
化を図る。

・放課後こども教室と児童クラブの校内
交流型実施数22
・活動の充実のためスタッフの要望に
沿った研修を10回程度開催
・情報誌「Tweet」の発行

課
題

・児童クラブ及び地域や小学校と更なる連携が必要である。
・コーディネーターやスタッフが不足している。

方
向
性



教育委員会生涯学習課 放課後こども教室事業費

報償費 9,703

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

需用費 10

17

事業費計 45,461

時期 実施内容 時期

役務費 2,618
委託料 33,113
使用料及び賃借料

松江市総合計画

基本目標  ひとづくり

基本施策 ここに生まれてよかった　ここで育ててよかった

主要施策 放課後こども教室事業

実施内容

4月 コーディネーター委嘱式、事務説明会、情報交換会

4月～ 事業実施

5月～

本事業に関する主要データ

6月～ 情報誌「Tweet」の発行

スタッフ研修会実施

R8スケ
ジュー

ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

7,491

0

一般財源 0 0 0 7,491

14,981歳入合計 0 0 0 14,981

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

こども子育て部こども家庭支援課 乳幼児健診問診票等デジタル化事業

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

乳幼児健診受診
者のWeb問診利
用率（％）

0 0 70 80

子育て支援策の
満足割合（％）

61.95 63.7 80 80 80

85
目標　（何を達成するのか）

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

年度内に運用開始できるよう、関係課やサービス事業者と
綿密に連携しシステム導入を進める。

事業費 0 0 0 14,981 14,981

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 0 7,490 7,490

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

乳幼児健診におけるデジタル化を進めることで
利便性を高め、子育てしやすい環境を整備す
る。

乳幼児集団健診へのシステム導入により、スマ
ホでの日時変更の連絡や問診票（アンケート用
紙を含む）の記入を可能にし、子育て世帯の利
便性向上を図る。

事
業
概
要

（数値目標の目標年度）
子育て支援策の満足割合（こども1人以上、40代まで）、乳幼児健診受診者のWeb問診利用率:2029(R11)年度

インターネット上でサイトにアクセス・ログインすることで、これまで手書きしていた乳幼児集団健診の問診票の回答や、健診
日時の変更連絡をWebで行えるサービスを導入する。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・令和8年4月～7月：契約
・令和8年8月～12月：問診票の検討、端
末の準備
・令和9年1月～3月：運用テスト、マニュ
アル作成、スタッフへの説明、市民への
周知
・令和9年3月：運用開始

Web問診の利用割合を確認する。

課
題

こどもの保護者から「問診票の記入に手間がかる」、「健診
の日程の変更を連絡する時間がない」、「閉庁日に対応して
もらえない」などの声があり、乳幼児健診にかかる負担感が
見受けられる。

方
向
性



こども子育て部こども家庭支援課 乳幼児健診問診票等デジタル化事業

需用費 97

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

役務費 12,666

事業費計 14,981

時期 実施内容 時期

使用料及び賃借料 2,218

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 ここに生まれてよかった　ここで育ててよかった

主要施策 乳幼児健診問診票等デジタル化事業

実施内容

R8.4月 契約

R8.7月 問診票の検討、端末の準備

R8.12月

本事業に関する主要データ

R9.3月 運用スタート

運用テスト、マニュアルの作成、スタッフ説明、市民への周知

R8スケ
ジュー
ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

3,160

0

一般財源 0 0 0 3,160

25,270歳入合計 0 0 0 25,270

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

こども子育て部保育所幼稚園課 乳児等通園支援事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

のべ利用者数

400 900

実施施設数

5 6 8

1,200
目標　（何を達成するのか）

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・実施を検討する事業者向けに制度説明会等を行う

事業費 0 0 0 25,270 25,270

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 0 22,110 22,110

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

全てのこどもの育ちを応援し、こどもの良質な成
育環境を整備するとともに、全ての子育て家庭
に対して、多様な働き方やライフスタイルにかか
わらない形での支援を強化する。

就労要件等に関わらず、すべてのこどもが通園
の機会を得られるようにする。

事
業
概
要

実施施設数：2029（R11）年度

ふだんは保育所等に在園しない乳児等を短時間受入れる制度。
児童福祉法に新たに「乳児等通園支援事業」が規定され、令和8年度から子ども・子育て支援法に基づく新たな給付として全
自治体で実施することとされている。（通称「こども誰でも通園制度」。）
利用時間枠の設定、定期利用の導入が可能。

対象：生後6ヶ月～満3歳未満のこども（保育所等に在籍するこどもを除く）
利用時間：1人あたり月10時間まで　　利用料：300円/時間（減免制度あり）
給付費：0歳児　1,700円/時間、1･2歳児　1,400円/時間

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・新たに事業を開始する
・５施設で実施予定
・子育て世帯への事業PRを図る
・実施施設の増加に向け保育所等事業
者へ制度周知を図る

・引き続き事業を実施する
・実施状況の検証を行う

課
題

・実施予定施設があるエリアに偏りがある
・一時預かり等、他事業との違いが分かりにくい

方
向
性



こども子育て部保育所幼稚園課 乳児等通園支援事業費

負担金補助及び交付金 25,270

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

事業費計 25,270

時期 実施内容 時期

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 ここに生まれてよかった　ここで育ててよかった

主要施策 乳児等通園支援事業

実施内容

4月 事業開始

通年 子育て世帯への事業PR

８月頃

本事業に関する主要データ

９月頃 実施検討事業者向け説明会

実施施設への実施状況等聞取り調査

R8スケ
ジュー
ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 3,153 1,700 0 1,938

287

238

一般財源 0 1,651 3,165 1,938

525歳入合計 3,153 3,351 3,165 3,876

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

教育委員会学校教育課 「夢☆未来」ふるさと・キャリア教育推進事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

将来の夢や目標
を持つ小6の割合

（％））
81.6 83.6 84 86

職業人出前授業
小5～中3の受講
割合（％）

42.3 50.3 51 52 55

将来の夢や目標
を持つ中3の割合

（％）
64.1 65.5 68 70 72

87
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・発達の段階に応じた系統的なキャリア教育・ふるさと教育
を展開し、地域の教育力を生かした学校教育活動を引き続
き推進する。
・児童生徒だけでなく、保護者を含めたキャリア・パスポート
の活用を進める。
・「まつえ『こども夢☆未来』塾」において、多様な職種や価
値に触れさせるために、時代や学校、こどものニーズに応じ
たプレゼンター（講師）を拡充していく。

事業費 3,153 3,351 3,165 3,876 525

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 0 0 0

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

ふるさとを愛し、主体的に自己の将来を考えるこ
どもの育成

・松江城などの地域資源を活用したふるさと松江
に愛着と誇りを持つ教育を推進する。
・こどもたちがふるさとに誇りと豊かさを感じ、主
体的に社会人としての進路を選択する能力開発
を推進する。

事
業
概
要

(数値目標の達成目標年度)
項目名　職業人出前授業（「まつえ『こども夢☆未来』塾」）小5～中3の受講割合：2029（R11）年度
項目名　将来の夢や目標を持つ小6、中3の割合：2029（R11）年度
※R7年度より、本事業費に「キャリア・パスポート推進事業費」を統合することに伴い、目標項目を「地域や社会に関心のある
小6、中3の割合」から「将来の夢や目標を持つ小6、中3の割合」に変更
・「まつえ『こども夢☆未来』塾」（職業人出前授業）や中学生の社会体験（職場体験）学習の支援、キャリア・パスポートの活用
等を通して、学校・家庭・地域が連携したキャリア教育の推進を図る。（「キャリア・パスポート」とは、児童生徒が、小学校から
高等学校までのキャリア教育に関わる諸活動について、自らの学習状況やキャリア形成を見通したり振り返ったりしながら、
自身の変容や成長を自己評価できるよう工夫されたポートフォリオのこと。）
・ふるさと教育の充実を図るため、国宝松江城を小・義務教育学校6年生の共通教材とした学習「松江城授業」を実施する。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・「まつえ『こども夢☆未来』塾」を35校
（小20校、中15校）で実施
・小6を対象とした「松江城授業」の実施。
児童向けハンドブックの配付
・職場体験学習受入れ事業所の取りまと
めと学校への情報提供
・小1を対象に「キャリア・パスポート用
ファイル」を配付

【評価】多くの児童生徒に松江の良さを
感じ取らせることができた。

・「まつえ『こども夢☆未来』塾」の拡充・
実施
・小6を対象とした「松江城授業」の実施。
児童向けハンドブックの配付
・職場体験学習受入れ事業所の取りまと
めと学校への情報提供
・小1を対象に「キャリア・パスポート用
ファイル」を配付

・「まつえ『こども夢☆未来』塾」の拡充・
実施
・小6を対象とした「松江城授業」の実施。
児童向けハンドブックの配付
・職場体験学習受入れ事業所の取りまと
めと学校への情報提供
・小1を対象に「キャリア・パスポート用
ファイル」を配付

課
題

・グローバル社会の中で自立した生活ができる人材を育成
するためには、キャリア教育・ふるさと教育を推進し、社会人
になるための基礎的な力を育てることが必要である。
・引き続き、ふるさとにある「ひと・もの・こと」といった教育資
源を活用した体験活動の充実を図っていくことが必要であ
る。 方

向
性



教育委員会学校教育課 「夢☆未来」ふるさと・キャリア教育推進事業費

報償費 210

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

需用費 614

事業費計 3,876

時期 実施内容 時期

委託料 77
使用料及び賃借料 2,975

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 夢は叶うって思う

主要施策 「夢☆未来」ふるさと・キャリア教育推進事業

実施内容
6月～12月 「松江城授業」の実施

6月～2月 「まつえ『こども夢☆未来』塾」の実施

4月～3月

本事業に関する主要データ

各校において「キャリア・パスポート」を活用

R8スケ
ジュー
ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

-50

0

一般財源 1,641 2,293 1,981 2,243

-50歳入合計 1,641 2,293 1,981 2,243

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

教育委員会学校教育課 コミュニティ・スクール推進事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

地域や社会に関
心のある中3の割

合（％）
74.3 70.1 77 78

地域や社会に関
心のある小6の割

合（％）
83.9 77.9 87 88 90

80
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・学校運営協議会会長や校長を対象とした連絡協議会を実
施し、制度の効果的な運用に対する理解をさらに図ってい
く。
・地域学校協働本部との連携を図るため、地域学校コーディ
ネーターの学校運営協議会への参画を進める。
・市内全校に設置したことにより、校内を含め地域に対して
コミュニティ・スクールに関する理解を深めていく。
・学校運営協議会で学校の課題について共有し、議論でき
るようにしていく。

事業費 1,641 2,293 1,981 2,243 -50

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 0 0 0

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

こどもたちの豊かな成長を支え、「地域とともに
ある学校づくり」を推進する。

市立小・中・義務教育学校において、学校運営
協議会制度を導入する。

事
業
概
要

（数値目標の達成目標年度）
項目名　地域や社会に関心のある小6、中3の割合（％）：2029（R11）年度
　　　　　※当該項目の実績は全国学力調査における類似の質問事項に対する結果を引用している。
・各学校における学校運営の改善や児童生徒の健全育成を進めることができる「地域とともにある学校づくり」や学習指導要
領における「社会に開かれた教育課程」の実現をめざす。
・市立各小・中・義務教育学校・高校に学校運営及び学校運営への必要な支援に関して協議する機関として「学校運営協議
会」を設置する。
※コミュニティ・スクール･･･学校運営協議会を設置した学校のこと。同時に、学校運営協議会制度そのものも「コミュニティ・ス
クール」と呼ばれる。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・各校の学校運営協議会の充実や地域
学校協働本部との連携を図るために、会
長や校長を対象にした「コミュニティ・ス
クール連絡協議会」と「地域学校協働本
部連絡会」を同時開催。
・小・中・義務教育学校は地域学校協働
本部と連携して実施

【評価】「学校運営協議会」と「地域学校
協働本部」の連携についての理解が図ら
れた。

・各校の学校運営協議会の充実や地域
学校協働本部との連携を図るため、会長
や校長を対象にした「コミュニティ・スクー
ル連絡協議会」と「地域学校協働本部連
絡会」を同時開催。
・小・中・義務教育学校は地域学校協働
本部と連携して実施

・各校の学校運営協議会の充実や地域
学校協働本部との連携を図るため、会長
や校長を対象にした「コミュニティ・スクー
ル連絡協議会」と「地域学校協働本部連
絡会」を同時開催
・小・中・義務教育学校は地域学校協働
本部と連携して実施

課
題

・学校運営協議会委員を対象に、制度に関する理解を更に
図っていく必要がある。
・この制度が有効に機能するために、地域学校協働本部と
の連携を強化していく必要がある。
・校内や地域に対してコミュニティ・スクールに関する理解を
更に深めていく必要がある。 方

向
性



教育委員会学校教育課 コミュニティ・スクール推進事業費

報酬 2,016

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

需用費 168

事業費計 2,243

時期 実施内容 時期

役務費 59

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 夢は叶うって思う

主要施策 コミュニティ・スクール推進事業

実施内容

4月 学校運営協議会委員の任命 2月～3月 学校運営協議会の開催（各校）

5月～6月 学校運営協議会の開催（各校）

6月

本事業に関する主要データ

10月～11月 学校運営協議会の開催（各校）

コミュニティ・スクール連絡協議会の開催

R8スケ
ジュー
ル



令和8 年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 10,000 0

693

0

一般財源 41,715 37,231 51,878 37,924

693歳入合計 41,715 60,443 61,878 61,136

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

教育委員会学校教育課 「夢☆未来」学力育成推進事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

全国学調　全国
値を上回る中学

校割合（％）
37.5 43.8 70 73

全国学調　全国
値を上回る小学

校割合（％）
30.3 48.5 60 65 75

80
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向かって概ね順調

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・授業補助を行う学力向上支援員や少人数授業を主担当で
受け持つ学力向上支援講師の効果的な活用方法について
検証し、個別最適な学びの充実を図る。
・市学調を活用し、個々の児童生徒の結果に基づいた復習
に取り組み学力の定着を図る。
・市学調による経年比較をもとに各校の取組の成果と課題
を確認し、次年度に向けた検証改善サイクルを回す。

事業費 41,715 60,443 61,878 61,136 693

財
源
内
訳

国・県支出金 0 23,212 0 23,212 0

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

ふるさと松江を愛し、確かな学力と豊かな人間性
をもち、力強く未来を切り拓く児童生徒を育成す
る。

・学力向上対策を充実し、こどもたちの確かな学
力の伸長を図る。
・研修を充実し、教員の指導力・授業力の向上を
図るとともに、こどもたちの学習意欲の向上を図
る。

事
業
概
要

（数値目標の達成目標年度）
項目名　全国学力調査　全国値を上回る小中学校の割合（％）：2029（R11）年度
・児童生徒の「確かな学力」を育成するために、次の人員を配置する。
〔学力向上支援員〕授業補助や補充学習サポートを行う。【配置校】4校程度
〔学力向上支援講師〕授業を主担当で実施することが可能。教育的効果の高い少人数授業の充実をめざす。【配置校】8校程
度
・各校の教育力や教員の授業力の向上のため、指導主事等の訪問の充実を図る。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

(1)学力向上支援員・支援講師の活用
・支援員4人／支援講師 8人
(2)松江市学力調査の実施（小5～6：国
語・算数／中1～2：国語・数学・英語）
(3)たつじんテスト実施（小3）
(4)指導主事による学校訪問指導の実施
(5)「算数・数学」テスト・プリントの配信
（全国学調過去問や市独自プリント・テス
ト等）
・指導講師3人配置
【評価】各校の取組（同一集団の経年比
較）について市全体で共通理解を図り、
配置校を中心に一定の成果が得られ

(1)学力向上支援員・支援講師の活用
・支援員4人／支援講師 8人
(2)松江市学力調査の実施（小5～6：国
語・算数／中1～2：国語・数学・英語）
(3)たつじんテスト実施（小3）
(4)指導主事による学校訪問指導の実施
(5)「算数・数学」テスト・プリントの配信
（全国学調過去問や市独自プリント・テス
ト等）
・指導講師3人配置

(1)学力向上支援員・支援講師の活用
・支援員4人／支援講師 8人
(2)松江市学力調査の実施（小5～6：国
語・算数／中1～2：国語・数学・英語）
(3)たつじんテスト実施（小3）
(4)指導主事による学校訪問指導の実施
(5)「算数・数学」テスト・プリントの配信
（全国学調過去問や市独自プリント・テス
ト等）
・指導講師3人配置

課
題

・全国学調（小6国算／中3国数）の結果は±2ptの差で全国
同等の結果だが、全教科で全国値を下回る結果であった。
・家庭学習1時間以上の児童生徒の割合は小中共に5割程
度で全国値を下回る状況が続いている。
・学力調査の結果分析や授業改善に向けた取組について
の各校における情報共有が十分にできていない。 方

向
性



教育委員会学校教育課 「夢☆未来」学力育成推進事業費

報酬 30,392

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

職員手当等 11,781

8,749

負担金補助及び交付金 685

事業費計 61,136

時期 実施内容 時期

使用料及び賃借料 36

共済費 8,943
旅費 550
委託料

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 夢は叶うって思う

主要施策 「夢☆未来」学力育成推進事業

次年度の学力向上支援員・支援講師配置準備

実施内容

4月 学力向上支援員・支援講師配置 12月 松江市学力調査

5月 学力向上担当者会 1月 松江市学力調査結果分析

6月

たつじんテストの実施

本事業に関する主要データ

10月～11月 学力向上支援員・支援講師配置校訪問 4月～7月

学力向上支援員・支援講師配置校訪問 3月

R8スケ
ジュー

ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 20,410 28,937 28,937 40,410

-17,226

11,473

一般財源 191,486 62,886 133,514 45,660

36,547歳入合計 212,225 243,823 250,751 280,370

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

教育委員会学校教育課 ＩＣＴ活用教育推進事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

全国学調　全国
値を上回る中学
校割合（％）

37.5 43.8 70 70

全国学調　全国
値を上回る小学
校割合（％）

30.3 48.5 60 65 75

80
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向かって概ね順調

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 48,300 154,300 154,300

・ICTを活用した様々な形態の授業を実践し、学習効果と学
習への主体性を向上させる。また、機器活用の知識と技
術、情報を正しく収集、評価、伝える能力を育成する。
・教員へ、研修や情報提供、訪問支援を行い、日常的なICT
活用を一層推進する。校務DXを進め業務負担を軽減し、本
質的な教育活動を一層進める。
・生成AIの活用検討。
・機器やネットワークなどICTを十分に活用できる環境の継
続的整備。

事業費 212,225 243,823 250,751 280,370 36,547

財
源
内
訳

国・県支出金 329 152,000 40,000 40,000 -112,000

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

情報化社会に対応できる能力育成を図るため、
「松江市版GIGAスクール構想」に基づき、市立
小・中・義務教育学校におけるICT活用の環境を
整え、情報活用教育を推進していく。

児童生徒に1人1台端末や市立小・中・義務教育
学校の全クラスにICT教育機器を配備し、授業の
質の向上や児童生徒の学力の育成を図る。

事
業
概
要

（数値目標の達成目標年度）
項目名　全国学力調査　全国値を上回る小中学校の割合（％）：2029（R11）年度

H26年度から、各小・中・義務教育学校にICT教育機器（書画カメラ・プロジェクター・スクリーン等）の整備を行い、R2年度から
は新学習指導要領に対応したICT教育機器整備を新ICT3点セット（電子黒板、1人1台端末、ネット環境）に切り替え、配備済
みの旧3点セットは理科室以外の特別教室で活用する。また、児童生徒1人1台端末の環境を整備する。
R3年度末に松江市GIGAスクール構想を策定。R4年度にICT教育推進係を新設。R5年度にICT教育整備係を新設。
教育指導講師2人をICT活用教育専任（ICT支援員）で配置。
R7年度に松江市GIGAスクール構想を第2期へ更新。また、児童生徒用1人１台端末をクロームブックへ更新し、クラウドを活
用したさらなるICT活用教育の推進を図る。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・継続:電子黒板、タブレットリース
・ICT研修会：49回、リーダー研修2回、
ICT訪問DAY49校、Chromebook操作研
修1回
・児童生徒用1人1台端末の調達
・著作物の授業利用手続き（授業目的公
衆送信補償金）
【評価】児童生徒用1人1台端末を調達。
段階的な運用開始と、活用研修を実施
し、円滑な更新を行った。

・継続:電子黒板、児童生徒用1人1台端
末リース
・ICT研修会の開催、授業支援の実施
・ICT活用事例発表会の開催
・著作物の授業利用手続き（授業目的公
衆送信補償金）

・継続:電子黒板、児童生徒用1人1台端
末リース
・ICT研修会の開催、授業支援の実施
・ICT活用事例発表会の開催
・著作物の授業利用手続き（授業目的公
衆通信補償金）

課
題

・ICT機器を効果的に活用した、主体的な「個別最適な学び」
と「協働的な学び」の実践が十分ではない。
・活用事例などの情報共有が不足しており、活用頻度が十
分ではない。
・活用ニーズに対応した、ソフトとハード両面での継続的な
環境整備を進める必要がある。
・最新の活用事例やICT機器情報を把握しながら将来的な
展望や計画を策定していく必要がある。

方
向
性



教育委員会学校教育課 ＩＣＴ活用教育推進事業費

報酬 4,647 備品購入費

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

職員手当等 1,801 補償補填及び賠償金 2,171

16,972

154,958

使用料及び賃借料 91,319

事業費計 280,370

時期 実施内容 時期

委託料 6,958

共済費 1,182
旅費 362
需用費

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 夢は叶うって思う

主要施策 ICT活用教育推進事業

実施内容
4月～3月 電子黒板・児童生徒用1人1台端末リース料支払い

4月～3月 Googleworkspaceの活用

5月

本事業に関する主要データ

5月～12月 ICT活用推進リーダー教員・全教員対象研修

授業目的公衆送信補償申請

R8スケ
ジュー
ル

★主な地方債：デジタル活用推進事業



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

204

0

一般財源 3,764 4,252 4,252 4,456

204歳入合計 3,764 4,252 4,252 4,456

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

教育委員会学校教育課 メディア教育推進事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

数値目標になじま
ない

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・「GIGAワークブック」の活用推進。
・こどもが主体的にSNS等の正しい使い方を考える取組の
実施。
・担任と共に授業を行う「メディア学習推進員」を派遣。
・「こどもとメディア」に関する協議会を開催し各団体の連携
した取組を推進。
・PTAと連携し、教職員研修会や保護者向け講演会を実施。
・各校PTAによるメディアに関する活動の推進。
・生成AIの正しい活用を学ぶ取組の推進。

事業費 3,764 4,252 4,252 4,456 204

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 0 0 0

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

児童生徒へのメディア教育の推進を図るととも
に、基本的生活習慣の確立と正しい活用能力を
育成するための各校における取組の啓発・支援
を行う。

メディアルールやメディア学習の実践を中心とし
た学校（学園）体制でのメディア教育の充実

事
業
概
要

　電子メディア（スマホ、携帯、ゲーム、テレビなど）への長時間接触による健康や心身発達への悪影響、SNSの普及に伴うト
ラブルや事件の増加、乳幼児期からの電子メディア接触等の課題に対し、継続的なメディア教育は必須である。
　電子メディアが生活に及ぼす影響や問題を踏まえ、児童生徒が自身の生活習慣や電子メディアとの望ましい付き合い方を
考え、見直すことができるよう発達段階に応じた取組を行う。あわせて、メディアルールの実践をはじめとした、学校（児童生
徒、教職員）、保護者、地域が連携した継続的な取組の推進と啓発を行う。
　教育指導講師1人をメディア教育専任で配置し、指導の充実を図る。
※旧事業名「メディア漬けから子どもを守る健全育成事業費」（～R5年度）

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・推進員派遣による授業支援（小学校）：
179回
・教材「GIGAワークブック」活用
・メディア利用実態アンケート調査（6月）
・教職員、保護者対象の研修会及び講
演会（6月20日・21日）
・松江市「こどもとメディア」に関する協議
会（9月3日・2月18日）
・スマホサミットの実施（第三中、湖東
中、美保関中）
【評価】各校の実情に合わせたメディア
教育に加え、既存事業の拡充を目的とし
た試験的運用も実施した。

・継続したメディアルール・メディア教育
の取組と実態把握
・メディア学習推進員派遣による授業支
援（小学校）
・情報モラル授業の実施（中学校）
・「GIGAワークブック」を活用したメディア
授業の展開
・教職員メディア研修、保護者対象の研
修会及び講演会
・松江市「こどもとメディア」に関する協議
会及び事務局会の開催（2回）
・市報による啓発（2月号）
・スマホサミットの実施

・継続したメディアルール・メディア教育
の取組と実態把握
・メディア学習推進員派遣による授業支
援（小学校）
・情報モラル授業の実施（中学校）
・「GIGAワークブック」を活用したメディア
授業の展開
・教職員メディア研修、保護者対象の研
修会及び講演会
・松江市「こどもとメディア」に関する協議
会及び事務局会の開催（2回）
・市報による啓発（2月号）
・スマホサミットの実施

課
題

・メディアへの長時間接触による健康や心身発達への悪影
響、依存傾向、SNSを要因とするトラブル等、課題が多様化
複雑化している。
・児童生徒用1人1台端末の活用推進とともにリテラシー教
育を行う必要性がある。
・電子メディアに関する様々な課題が低年齢化している。
・メディアに対する保護者の意識に大きな差がある。
・生成AIの活用が進み、正しく扱う能力が必要となっている。

方
向
性



教育委員会学校教育課 メディア教育推進事業費

報酬 2,324

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

職員手当等 901

61

役務費 6

事業費計 4,456

時期 実施内容 時期

需用費 10

共済費 565
報償費 589
旅費

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 夢は叶うって思う

主要施策 メディア教育推進事業

第2回松江市「こどもとメディア」に関する協議会

実施内容
4月～3月 GIGAワークブック活用支援 9月 第1回松江市「こどもとメディア」に関する協議会

6月～10月 情報モラル授業実施 1月 スマホサミット開催

6月～2月

市報松江に啓発記事掲載

本事業に関する主要データ

6月末 メディア研修会（教員向け、保護者向け） 2月

メディア学習推進員派遣 2月

R8スケ
ジュー
ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

16,417

0

一般財源 220,995 233,067 233,067 249,484

19,898歳入合計 224,867 233,983 233,983 253,881

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

教育委員会学校教育課 学校ネットワーク運用事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

重大ウイルス感
染件数（件）

0 0 0 0

情報漏洩発生件
数（件）

0 1 0 0 0

0
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・強固なセキュリティと快適な接続環境の両立とコスト面を
勘案した最適な設計と運用体制を検討する。
・上記に併せて、GIGAスクール構想で導入したICT機器が
快適かつ活発に利用できるようWi-Fiアクセスポイントを増設
するなどネットワーク環境の改善を行っていく。
・教職員の業務負担軽減、教育の高度化に資するICT導入・
活用を進める。

事業費 224,867 233,983 233,983 253,881 19,898

財
源
内
訳

国・県支出金 3,872 916 916 4,397 3,481

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

学校専用のネットワークの適切な運用により、情
報の共有やICTの利活用を安全かつ安定的に
行える環境を整える。また、校務支援システムの
利用により学校運営の効率化を図る。

セキュリティの維持向上
学校ネットワークの安定した運用
ICTを活用した校務の効率化
管理運用の効率化

事
業
概
要

（数値目標の達成目標年度）
項目名　情報漏洩発生件数（件）：2026（R8）年度、項目名　重大ウイルス感染件数（件）：2026（R8）年度
ICTを活用した校務・学習のためには安全で強固なセキュリティに守られたネットワーク環境が必要なことから、教育委員会と
各学校間を結ぶ学校ネットワークを構築し運用を行っている。情報共有を安全かつ円滑に行うためのネットワークの維持と接
続環境の改善を目指して適切な運用管理を行う。また、ICTを活用した校務の効率化を目的に整備した教職員用校務パソコ
ン（2in1パソコン）や校務支援システムの円滑な運用管理を行う。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・学校ネットワークの円滑な運用管理
・教職員用校務パソコンの円滑な運用管
理
・校務支援システムの円滑な運用管理
・ネットワーク機器（認証サーバ、DHCP
サーバ等）の機器更新の実施
・ネットワークアセスメントの実施
・新庁舎移転に伴うネットワーク機器の
移設対応の実施
【評価】
ネットワーク機器更新、ネットワークアセ
スメント、新庁舎移転に伴う移設対応等
計画通り実施することができた。

・学校ネットワークの円滑な運用管理
・教職員用校務パソコンの円滑な運用管
理
・校務支援システムの円滑な運用管理
・ネットワーク環境の改善（Wi-Fiアクセス
ポイント増設等）の実施
・ネットワーク機器（UTM）の更新の実施

・学校ネットワークの円滑な運用管理。
・教職員用校務パソコンの円滑な運用管
理。
・校務支援システムの円滑な運用管理。

課
題

・インターネット上の脅威は常に変化していくことから、それ
らに対応していくため最新のセキュリティ対策を施していく必
要がある。
・1人1台端末の整備に伴い、多端末からのアクセスが快適
にできるネットワーク環境を検討・整備していく必要がある。
・ネットワーク環境の整備に合わせICTを活用した業務の効
率化を検討していく必要がある。

方
向
性



教育委員会学校教育課 学校ネットワーク運用事業費

旅費 304

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

役務費 15,199

7,061

事業費計 253,881

時期 実施内容 時期

委託料 27,715
使用料及び賃借料 203,602
備品購入費

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 夢は叶うって思う

主要施策 学校ネットワーク推進事業

実施内容
4月～3月 学校ネットワーク、校務支援システム運用管理

4月 教員PC・システム人事異動対応

7月～

本事業に関する主要データ

9月 ネットワーク機器（UTM）切替

ネットワーク機器（Wi-Fiアクセスポイント・UTM）の調達及び設置

R8スケ
ジュー
ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

201

0

一般財源 3,398 3,718 3,921 3,919

201歳入合計 3,398 3,718 3,921 3,919

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

教育委員会学校教育課 外国語教育推進事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

市学調　前年偏
差を上回る中学
校割合（％）

6.3 73

全国学調　全国
値を上回る中学
校割合（％）

37.5 43.8 70 73 80

80
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向かって概ね順調

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・学習指導要領における外国語教育について、市立小・中・
義務教育学校の教員へ研修や授業改善のための指導を行
う。
・ICT機器や教材を効果的に活用するための研究を推進し、
継続的な授業改善につなげる。
・外国語教育指導協力員やALTがより効果的に活用される
よう、人材確保や配置の工夫、研修に努める。

事業費 3,398 3,718 3,921 3,919 201

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 0 0 0

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

学習指導要領実施における外国語教育の拡充
及び重点化により、今後さらに外国語教育を推
進する。

・市立小・中・義務教育学校における外国語教育
を推進し、児童生徒の英語によるコミュニケー
ション能力や外国語の学習への意欲を高める。
・外国語教育における小中学校の連携を円滑に
すすめる。

事
業
概
要

（数値目標の達成目標年度）
項目名　全国学力調査　全国値を上回る中学校割合（％）：2029（R11）年度
・英語の専門性を有する専任スタッフを配置し、教員の指導力向上と児童生徒の英語力向上を図るために、次の取組みを行
う。（外国語教育に関する指導・助言、外国語教育指導協力員や外国語指導助手（ALT）の派遣調整、イングリッシュキャンプ
（児童とALTによる英語を通した交流会）・松江市長杯小中学生イングリッシュコンテストの実施、教材・ICT機器・ALT等の活
用状況調査）

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・専任スタッフ　1人配置
・松江市長杯小中学生イングリッシュコン
テスト実施
・教材の有効活用
・イングリッシュキャンプ実施

【評価】イングリッシュコンテストを実施し
たことにより、参加児童生徒の92.3%が
「もっと英語を勉強したい」と回答するな
ど、英語に関する興味関心を高めること
ができた。

・専任スタッフ　1人配置
・松江市長杯小中学生イングリッシュコン
テスト実施
・教材の有効活用
・イングリッシュキャンプ実施

・専任スタッフ　1人配置
・松江市長杯小中学生イングリッシュコン
テスト実施
・教材の有効活用
・イングリッシュキャンプ実施

課
題

・各校における外国語・外国語活動や英語科への取組や整
備に差がある。
・外国語教育指導協力員やALTをさらに有効に活用するた
めの研修及び配置の工夫等が必要である。
・学習指導要領についての相互理解や指導において小中学
校の連携が十分とは言えない。 方

向
性



教育委員会学校教育課 外国語教育推進事業費

報酬 2,256

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

職員手当等 875

20

役務費 10

事業費計 3,919

時期 実施内容 時期

需用費 191

共済費 547
報償費 20
旅費

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 夢は叶うって思う

主要施策 外国語教育推進事業

実施内容

4月 専任スタッフ配置

5月～ 学校訪問指導

7月

本事業に関する主要データ

11月 イングリッシュコンテスト

イングリッシュキャンプ

R8スケ
ジュー
ル



令和8 年度　総合計画実施計画

　

その他 60,000 0 0 0

1,690

0

一般財源 13,709 73,709 73,709 75,399

1,690歳入合計 73,709 73,709 73,709 75,399

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

教育委員会学校教育課 外国語指導助手（ＡＬＴ）配置事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

市学調　前年偏
差を上回る中学

校割合（％）
6.3 73

全国学調 全国値
を上回る中学校

割合（％）
37.5 43.8 70 73 80

80
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向かって概ね順調

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・学習指導要領における「外部人材の活用」の在り方につい
て、学校訪問や研修会の際に指導助言を行う。
・派遣契約におけるALT活用について、学校訪問等の機会
に周知・指導を行う。

事業費 73,709 73,709 73,709 75,399 1,690

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 0 0 0

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

市立小・中・義務教育学校及び皆美が丘女子高
等学校での外国語教育の充実を図るため、英語
を母語とする外国人を外国語指導助手（ALT）と
して配置する。

国際文化観光都市松江を担う国際感覚を身に
付けた人づくりをめざし、ネイティブスピーカーの
生きた英語や文化に触れる機会を増やすことに
よって、児童生徒の興味・関心や英語でのコミュ
ニケーション能力を高める。

事
業
概
要

（数値目標の達成目標年度）
項目名　全国学力調査　全国値を上回る中学校割合（％）：2029（R11）年度
・外国語教育を充実させ、児童生徒の英語によるコミュニケーション能力を伸ばすことを目的に、16人の外国語指導助手
（ALT）を市立小・中・義務教育学校及び皆美が丘女子高に配置する。（学級数に応じた日数、原則学園毎に同ALTを配置）
・児童生徒の英語や外国への興味・関心を高め、国際文化観光都市松江を担う国際感覚を身に付けた人づくりを行う。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・外国語指導助手配置　16人
・ALTの有効活用に向けた学校訪問及び
研修等による指導の実施
・令和8年度～10年度の契約に向けたプ
ロポーザルの実施

【評価】イングリッシュキャンプで、ALTに
よるワークショップ形式の活動を行ったこ
とで、事後アンケートにおいて「以前より
英語に興味をもてるようになった」児童が
85%であるなど、児童の興味関心を高め
ることができた。

・外国語指導助手配置　16人
・ALTの有効活用に向けた学校訪問及び
研修等による指導の実施

・外国語指導助手配置　16人
・ALTの有効活用に向けた学校訪問及び
研修等による指導の実施

課
題

・現在松江市ではALTを学園（中学校区）ごとに配置してい
る。外国語教育における小中学校の円滑な接続が行われる
よう一層の工夫や研修が必要である。

方
向
性



教育委員会学校教育課 外国語指導助手（ＡＬＴ）配置事業費

委託料 75,399

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

事業費計 75,399

時期 実施内容 時期

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 夢は叶うって思う

主要施策 外国語指導助手（ＡＬＴ）配置事業

実施内容

4月 ALT配置

5月～ ALT研修（年間3回）･･･契約事務所による

12月

本事業に関する主要データ

2月 次年度計画作成

学校による評価

R8スケ
ジュー

ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

0

0

一般財源 5,606 5,684 5,684 5,684

0歳入合計 5,606 5,684 5,684 5,684

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

教育委員会学校教育課 小学校外国語教育指導協力員派遣事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

※小学校外国語
教育指導協力員
配置調査

授業や指導がよ
り充実する肯定的
回答（％）

88 91 100 100 100

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・小学校外国語教育が中学校での教育に繋がるよう、外国
語教育指導協力員のより良い活用について検討する。
・十分な指導力を有する外国語教育指導協力員の確保と派
遣回数の増加に向けた体制を整備する。

事業費 5,606 5,684 5,684 5,684 0

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 0 0 0

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

市立小・義務教育学校（前期課程）での外国語・
外国語活動の授業及び国際理解教育の充実を
図るため、英語の指導力を有する外国語教育指
導協力員を配置する。

国際文化観光都市松江を担う国際感覚を身に
付けた人づくりをめざし、英語によるコミュニケー
ションを図る素地や基礎となる資質・能力を身に
付けたこどもを育てる。

事
業
概
要

（数値目標の達成目標年度）
項目名　授業や指導がより充実する肯定的回答（％）：2029（R11）年度
・学習指導要領における小学校3・4年生の「外国語活動」及び5・6年生の教科「外国語」の必修化を受け、本事業の充実を図
る。
・小学生が英語に慣れ親しみながら意欲的に学べるよう、英語の専門性と多様な知識や経験を持つ外国語教育指導協力員
が、担当教員と協力して授業でのモデルを示したり、言語活動や授業準備等を行ったりする。
・専科加配のあった学校を除く市立小・義務教育学校（前期課程）に、外国語教育指導協力員を配置することを原則とする。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・外国語教育指導協力員配置　9人（小
学校23校、義務教育学校2校）
・派遣回数　960回

【評価】協力員派遣により、令和7年度松
江市小学校外国語教育指導協力員配置
に係る調査において学校から「児童の外
国語（英語）への関心・意欲が高まる」
(75%)、「授業や指導がより充実する」
(91.7%)との回答を得るなどの成果が見ら
れた。

・外国語教育指導協力員配置　8人（小
学校22校、義務教育学校2校）
・派遣回数　960回

・外国語教育指導協力員配置　9人（小
学校22校、義務教育学校2校）
・派遣回数　960回

課
題

・各校での需要や要望が高まっているが十分な配置ができ
ていない。
・外国語教育を推進するためには、外国語教育指導協力員
の派遣回数を増やしていくとともに、より有効な活用につい
ての検討や研修等を進める必要がある。

方
向
性



教育委員会学校教育課 小学校外国語教育指導協力員派遣事業費

報償費 5,684

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

事業費計 5,684

時期 実施内容 時期

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 夢は叶うって思う

主要施策 小学校外国語教育指導協力員派遣事業

実施内容

4月 外国語教育指導協力員配置

1月 学校による評価

2月

本事業に関する主要データ

次年度配置計画

R8スケ
ジュー
ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

5,649

0

一般財源 60,065 66,315 71,687 71,964

6,057歳入合計 80,411 89,278 94,650 95,335

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

教育委員会学校教育課 学校図書館司書配置事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

市学調　前年偏
差を上回る小学
校割合（％）

51.5 73

全国学調　全国
値を上回る小学
校割合（％）

30.3 48.5 60 65 75

80
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向かって概ね順調

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・学校司書全校配置を継続して校内体制の充実を図り、司
書教諭や授業担当教員との連携を強化し、学校図書館を活
用した授業時数を増やす。
・学校司書・司書教諭の資質・能力の向上を図るための研
修を充実させる。
・児童一人あたりの年間貸出冊数を伸ばし、本や資料との
出会いの機会を増やすことで、読書活動を活性化させる。

事業費 80,411 89,278 94,650 95,335 6,057

財
源
内
訳

国・県支出金 20,346 22,963 22,963 23,371 408

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

・図書の貸出や返却業務、図書館環境整備によ
り、読書活動や学習活動の活性化を図る。
・児童の読書や学習に関する図書の選定等の
相談や指導を行うことにより、読書活動の意欲
向上と充実を図る。

児童の読書意欲を高めるとともに授業での学習
資料の提供や探究的な学習の補助をするなど、
教職員と共に学校図書館活用教育の充実を図
る。

事
業
概
要

（数値目標の達成目標年度）
項目名　全国学力調査　全国値を上回る小学校割合（％）：2029（R11）年度
市立小学校（義務教育学校前期課程を含む）専任司書を配置し、司書教諭ならびに教職員と連携をとりながら、こどもたちの
読書活動や学習等への支援を行い、情報リテラシーの習得をめざす。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・市立全小学校31校と義務教育学校2校
（八束学園、玉湯学園前期課程）へ33人
配置（週27時間18人、週23時間15人）

【評価】各種研修会を通じて市としての取
組の方向性等を積極的に周知したことに
より、学校司書による授業への資料提供
や児童への読書啓発が活発になり、学
校図書館活用教育の推進に一定の成果
が見られた。

・市立全小学校31校と義務教育学校2校
（八束学園、玉湯学園前期課程）へ33人
配置（週27時間18人、週23時間15人）

・市立全小学校31校と義務教育学校2校
（八束学園、玉湯学園前期課程）へ33人
配置（週27時間18人、週23時間15人）

課
題

・学校図書館を活用した授業の実施時数は前年度並みであ
るが、児童一人あたりの貸出冊数が減少傾向にある。
・情報リテラシーの習得をめざし、学校司書と教職員が協働
し、様々な教科での実践に取り組む必要がある。
・児童の読書意欲を高めるために、年間貸出冊数を増加さ
せるための工夫が必要である。 方

向
性



教育委員会学校教育課 学校図書館司書配置事業費

報酬 56,798

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

職員手当等 22,003

事業費計 95,335

時期 実施内容 時期

共済費 14,300
旅費 2,234

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 夢は叶うって思う

主要施策 学校図書館司書配置事業

実施内容

4月 全小学校・義務教育学校へ学校司書配置

4月～12月 学校司書対象研修会実施

2月～3月

本事業に関する主要データ

次年度の学校司書配置準備

R8スケ
ジュー
ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

1,075

0

一般財源 28,483 30,352 31,309 31,427

1,261歳入合計 37,731 40,863 41,820 42,124

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

教育委員会学校教育課 学校図書館司書配置事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

市学調　前年偏
差を上回る中学
校割合（％）

6.3 73

全国学調　全国
値を上回る中学
校割合（％）

37.5 43.8 70 73 80

80
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向かって概ね順調

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・学校司書全校配置を継続して校内体制の充実を図り、司
書教諭や授業担当教員との連携を強化し、学校図書館を活
用した授業時数を増やす。
・学校司書・司書教諭の資質・能力の向上を図るための研
修を充実させる。
・生徒一人あたりの年間貸出冊数を伸ばし、本や資料との
出会いの機会を増やすことで、読書活動を活性化させる。

事業費 37,731 40,863 41,820 42,124 1,261

財
源
内
訳

国・県支出金 9,248 10,511 10,511 10,697 186

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

・図書の貸出や返却、図書館環境整備により、
読書活動の活性化を図る。
・生徒や教員へ資料選定等の相談、効果的な資
料の提供等、学習活動をサポートすることによ
り、生徒の学習内容の理解と意欲向上を図る。

生徒の読書意欲を高めるとともに、生徒や教職
員から授業で使う学習資料の相談や提供、探究
的な学習の補助をするなど、教職員と共に学校
図書館活用教育の充実を図る。

事
業
概
要

（数値目標の達成目標年度）
項目名　全国学力調査　全国値を上回る中学校割合（％）：2029（R11）年度
市立中学校（義務教育学校後期課程を含む）に専任司書を配置し、司書教諭ならびに教職員との連携をとりながら、こどもた
ちの読書活動や学習等への支援を行い、情報リテラシーの向上をめざす。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

市立全中学校、義務教育学校玉湯学園
後期課程15校へ15人配置（週27時間勤
務7人、週23時間勤務8人）

【評価】各種研修会を通じて市としての取
組の方向性等を積極的に周知したことに
より、学校司書による授業への資料提供
や生徒への読書啓発が活発になり、学
校図書館活用教育の推進に一定の成果
が見られた。

市立全中学校、義務教育学校玉湯学園
後期課程15校へ15人配置（週27時間勤
務7人、週23時間勤務8人）

市立全中学校、義務教育学校玉湯学園
後期課程15校へ15人配置（週27時間勤
務7人、週23時間勤務8人）

課
題

・生徒一人あたりの貸出冊数は前年度並みであるが、学校
図書館を活用した授業の実施時数が減少傾向にある。
・情報リテラシーの向上のため、学校司書と教職員が協働し
て学校図書館を活用した月別授業時数の増加を目指す必
要がある。
・小学校に比べて年間貸出冊数が少ない中学校では、その
冊数の増加を図る工夫が必要である。

方
向
性



教育委員会学校教育課 学校図書館司書配置事業費

報酬 25,184

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

職員手当等 9,756

事業費計 42,124

時期 実施内容 時期

共済費 6,321
旅費 863

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 夢は叶うって思う

主要施策 学校図書館司書配置事業

実施内容

4月 全中学校・義務教育学校へ学校司書配置

4月～12月 学校司書対象研修会実施

2月～3月

本事業に関する主要データ

次年度の学校司書配置準備

R8スケ
ジュー
ル



令和8 年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

2,319

0

一般財源 35,958 41,127 42,031 43,446

2,319歳入合計 35,958 41,127 42,031 43,446

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

教育委員会発達・教育相談支援センター 特別支援学級介助員配置事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

交流学習計画授
業時数の割合

（％）
38.3 36.2 43 43

進路選択に対す
る生徒の満足割

合（％）
88.4 87.9 90 90 90

就学支援に対す
る保護者の納得

度割合（％）
76.3 74.4 90 90 92

47
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・一人一人の教育的ニーズに応じた指導や介助のために、
特別支援学級介助員の配置基準の見直しを行い、基礎的
環境を整える。
・管理職、通常の学級担任、特別支援学級担任、特別支援
教育コーディネーター等との連携を図り、学校全体で特別支
援学級児童生徒の教育を推進する。

事業費 35,958 41,127 42,031 43,446 2,319

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 0 0 0

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

特別支援学級に在籍する児童生徒に対する安
全確保や介助を行い、学校生活への適応や学
習活動の充実を図る。特にインクルーシブ教育
システムの構築に向け、特別支援学級児童生徒
の交流及び共同学習の充実を図る。

①特別支援学級に在籍する児童生徒の安全確
保と必要な介助・支援を行う。
②5人以上在籍する特別支援学級に配置する。
③障がいの程度が重度な児童生徒の地域の学
校への就学ニーズに応じる。

事
業
概
要

（数値目標の達成目標年度）
項目名　中学校3年生特別支援学級在籍生徒の進路選択に対する満足割合【対象生徒へのアンケート】：2029（R11）年度
項目名　年間授業時数のうち特別支援学級と通常の学級の児童生徒の交流学習計画授業時数の割合【各年5月1日時点】：
2029（R11）年度
項目名　就学支援の納得度の割合【発達・教育相談支援センターが就学支援に関わった保護者へのアンケート】：2029（R11）
年度
・特別支援学級に在籍する児童生徒の安全確保や必要な介助、交流及び共同学習の充実のため「特別支援学級介助員」を
配置する。
・配置にあたっては、各学級に在籍する児童生徒の人数や実態を踏まえた上で、人的支援の必要性を精査して行う。
・事業開始：平成7年度

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・小学校 15校18人、中学校 6校10人
   計28人配置

・週19時間以内の勤務
・報酬@1,425円／時間
・校外教育活動旅費:年間4,000円
・研修:年3回
・説明会:オンデマンドで全配置校参加
【評価】説明会を年度当初、管理職ととも
に視聴することで、介助員の校内での位
置づけや職務を校内で共通理解すること
ができた。年3回の研修を通して、児童生
徒の学習活動の充実を図ることができ

・小中学校（義務教育学校含む）
   計28人配置

・週19時間以内の勤務
・報酬@1,425円／時間
・校外教育活動旅費:年間4,000円
・研修:年3回
・説明会:オンデマンドで全配置校参加で
実施

・特別支援学級に在籍する児童生徒数
の増加と教育的ニーズの多様化が進ん
でおり、配置の必要性の高い学級が増
えているため、配置を拡充し基礎的環境
整備を整える。
・週19時間以内の勤務
・研修:年3回

課
題

・特別支援学級在籍児童生徒数の増加と障がいの多様化
が進んでおり、担任1人での対応が難しい学級が増加してい
る。
・障がいの程度が重度であっても、地域の学校で育てたい
保護者が増えていること、通常の学級での交流及び共同学
習を必要とする児童生徒が増えていること等から、特別支
援学級介助員の配置のニーズが高まってきている。
・通常の学級での介助が必要な児童が増えている。

方
向
性



教育委員会発達・教育相談支援センター 特別支援学級介助員配置事業費

報酬 30,324

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

職員手当等 11,751

事業費計 43,446

時期 実施内容 時期

共済費 131
旅費 1,240

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 夢は叶うって思う

主要施策 特別支援学級介助員配置事業

実施内容

4月 任用、説明会 3月 次年度配置校決定

6、9、12月 研修、配置校訪問

7、12、3月

本事業に関する主要データ

8月～ 次年度に向け配置の在り方等の検討

配置校から「支援状況報告書」提出

R8スケ
ジュー

ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

-18

0

一般財源 1,668 2,033 2,033 2,015

-16歳入合計 2,004 2,482 2,482 2,466

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

教育委員会青少年支援室 青少年支援センター運営費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

就労等体験協力
事業所数

51 55 57 57 57

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・誰もが気軽に相談できる環境づくりを行う。
・相談者の実情に合わせ、寄り添いながらきめ細やかな支
援を行い、最終的には社会人としての自立ができるよう導
く。
・相談者の要望等を踏まえながら関係機関との連絡・協議
の機会を増やすなど、ネットワークを強化し、切れ目ない支
援体制の構築を行っていく。
・複雑化する相談・支援に対応するため、各種研修に積極
的に参加し、指導員のスキルアップを図っていく。

事業費 2,004 2,482 2,482 2,466 -16

財
源
内
訳

国・県支出金 336 449 449 451 2

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

様々な困難を抱えるこども・若者から相談を受
け、悩みを解決するための必要な支援を行う。

様々な困難を抱えるこども・若者の円滑な社会
生活及び自立

事
業
概
要

（数値目標の達成目標年度）
項目名　就労等体験協力事業所数：2029（R11）年度

様々な困難を抱えるこども・若者やその家族から気軽に相談できるセンターとして運営する。
支援については、居場所支援（学び・生活支援）、就労支援など相談者の要望を踏まえ、相談者に寄り添いきめ細やかな支
援を継続的に実施する。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

○こども・若者に関する相談・支援
・相談支援　延べ件数　3,809件
・相談支援　実数145人
・社会体験事業参加者　延べ45人
○関係機関との連携
・青少年支援連絡会（7月）
・セミナー（10月・2月）
・事例検討会（1月）
・就労等体験協力事業所の開拓　4か所

【評価】関係機関と連携し、相談者に寄り
添った支援を行うことができた。

○こども・若者に関する相談・支援
・相談支援活動の実施
・継続的な居場所支援（学び・生活支
援）、就労支援等の実施
・社会体験事業の実施
○関係機関との連携
・青少年支援連絡会、青少年支援セミ
ナー及び事例検討会の開催

○こども・若者に関する相談・支援
・相談支援活動の実施
・継続的な居場所支援（学び・生活支
援）、就労支援等の実施
・社会体験事業の実施
○関係機関との連携
・青少年支援連絡会、青少年支援セミ
ナー及び事例検討会の開催

課
題

・引き続き関係機関とのネットワークを強化し、切れ目ない
支援体制の構築を行っていく必要がある。
・支援者の困難特性が複雑化しており、これに対応できる指
導員のスキル向上を図る必要がある。

方
向
性



教育委員会青少年支援室 青少年支援センター運営費

報償費 430

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

旅費 18

1,645

事業費計 2,466

時期 実施内容 時期

需用費 180
役務費 193
使用料及び賃借料

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 夢は叶うって思う

主要施策 青少年支援事業

実施内容

通年 相談・支援業務

7月 青少年支援連絡会の開催（年1回）

随時

本事業に関する主要データ

随時 事例検討会の開催

青少年支援セミナーの開催

R8スケ
ジュー
ル



令和8 年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

-981

0

一般財源 4,074 4,495 4,495 3,514

232歳入合計 4,954 5,495 5,495 5,727

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

教育委員会青少年支援室 青少年自立支援事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

主催講座参加者
数（人）

234 206 230 260 300

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・主催講座を中心とした事業を展開し、より多くの居場所を
作っていく。
・こども・若者の居場所、活動の場としてスタジオの利用促
進を図る。

事業費 4,954 5,495 5,495 5,727 232

財
源
内
訳

国・県支出金 880 1,000 1,000 2,213 1,213

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

様々な人との交流や体験を通して、松江市の将
来を担うこども・若者たちの自立を支援する。

・主催講座への参加者数の増加
・スタジオ利用者数の増加

事
業
概
要

（数値目標の達成目標年度）
項目名　主催講座参加者数（人）：2029（R11）年度

様々な困難を抱えるこども・若者が自立に向かうきっかけとなる事業を実施する。
市民活動センター内の「音楽スタジオ」及び「ものづくりスタジオ」を活用した居場所・文化創造の各事業
・主催講座
　音楽講座（ドラム、ボーカル、ピアノ）
　ものづくり講座（レザークラフト、クッキング、軽スポーツ）
・スタジオの貸出

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・主催講座では、講座内容や講師との会
話を楽しみにしている受講生の様子が見
られた。
・青少年支援センター通所者以外にも困
難を抱えるこども・若者の居場所として、
主催講座の利用があった。
・貸出の周知により、スタジオ利用者が
増加した。利用者数（延べ） 520人

【評価】困難を抱えるこども・若者の社会
的自立を促す効果が得られた。

・困難を抱えるこども・若者が参加しやす
い主催講座を企画し、青少年支援セン
ターに通所する相談者の参加を促す。
・困難を抱えるこども・若者が安心して主
催講座に参加できるよう、講師と指導員
との連携を密にしていく。
・スタジオの貸出については、青少年を
優先しながら、一般の方への貸出も開始
する。

・困難を抱えるこども・若者が参加しやす
い主催講座を企画し、青少年支援セン
ターに通所する相談者の参加を促す。
・困難を抱えるこども・若者が安心して主
催講座に参加できるよう、講師と指導員
との連携を密にしていく。
・スタジオの貸出については、引き続き
青少年の利用を優先しながら、一般の方
へも貸出をする。

課
題

・市内の居場所に通っている困難を抱えるこども・若者の主
催講座への参加について、受入れ体制などが課題である。
・音楽スタジオの楽器や音響機材などが老朽化してきてお
り、今後更新のための経費がかかってくる。

方
向
性



教育委員会青少年支援室 青少年自立支援事業費

報酬 2,249 使用料及び賃借料

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

職員手当等 864 備品購入費 250

87

98

役務費 140

事業費計 5,727

時期 実施内容 時期

需用費 195

共済費 548
報償費 1,296
旅費

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 夢は叶うって思う

主要施策 青少年支援事業

実施内容

通年 主催講座、スタジオ貸出

本事業に関する主要データ

R8スケ
ジュー

ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

0

0

一般財源 3,500 4,000 1,950 4,000

0歳入合計 7,000 8,000 3,900 8,000

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

教育委員会青少年支援室 青少年居場所事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

支援団体数（団
体）

4 2 4 4 6

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

居場所事業を行っている団体との連携を密にして、困難を
抱えるこども・若者を支援するとともに、より多くの団体への
支援を行っていく。

事業費 7,000 8,000 3,900 8,000 0

財
源
内
訳

国・県支出金 3,500 4,000 1,950 4,000 0

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

困難を抱えるこども・若者の自立を促すため、こ
ども・若者の居場所の設置、運営を行う団体を
支援する。

困難を抱えるこども・若者の自立

事
業
概
要

（数値目標の達成目標年度）
項目名　支援団体数（団体）：2029（R11）年度

島根県「子ども・若者自立支援総合推進事業補助金」（R2年度～R8年度、補助率1/2）を活用し、NPO法人が困難を抱えるこ
ども・若者の自立につなげるために行っている居場所の提供や就労支援事業を支援する。
補助率2/3（１団体当たり限度額2,000千円）
事業費8,000千円（市4,000千円　県4,000千円）

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・NPO法人が困難を抱えるこども・若者の
自立につなげるために行っている居場所
の設置や運営、就労支援事業を支援す
ることができた。
・支援団体の活動の視察や事業進捗状
況の確認、意見交換を行い、連携を図る
ことができた。
・R8年度の支援に向けて、市内NPO法人
へ当該事業の周知を行った。

【評価】居場所を提供しているNPO法人
を支援することにより、困難を抱えるこど
も・若者の社会的自立を促す効果があっ

・NPO法人が困難を抱えるこども・若者の
自立につなげるために行っている居場所
の設置や運営、就労支援事業を支援す
る。
・より多くの団体が制度を利活用できるよ
う、市内の居場所事業を行うNPO法人に
対してPRに努める。

・NPO法人が困難を抱えるこども・若者の
自立につなげるために行っている居場所
の設置や運営、就労支援事業を支援す
る。
・より多くの団体が制度を利活用できるよ
う、市内の居場所事業を行うNPO法人に
対してPRに努める。

課
題

より多くの困難を抱えるこども・若者を支援することが可能と
なるよう、今後も多くの団体への支援ができる方法を検討す
る必要がある。

方
向
性



教育委員会青少年支援室 青少年居場所事業費

負担金補助及び交付金 8,000

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

事業費計 8,000

時期 実施内容 時期

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 夢は叶うって思う

主要施策 青少年支援事業

実施内容

4月 補助事業者（NPO法人）公募

5月 補助事業者選考委員会開催、結果通知

6月

本事業に関する主要データ

3月 事業完了

補助金交付申請受付、交付決定

R8スケ
ジュー
ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 21,978 260 260 261

-848

1

一般財源 9,560 31,736 31,736 30,888

-847歳入合計 31,538 31,996 31,996 31,149

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

教育委員会中央図書館 中央図書館運営費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

中央図書館来館
者数（人）

243,557 245,073 252,000 268,000

中央図書館貸出
冊数（冊）

415,321 408,537 420,000 445,000 500,000

高校生1人あたり
の年間貸出冊数

（冊）
0.8 0.8 0.8 0.9 1

300,000
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・中高生への本に関するPR方法などを工夫し、貸出冊数の
増加をめざす。
・民間の書店や福祉関係施設との連携を強化し、本に親し
む環境の醸成を図る。
・電子図書館の導入にあたり、学校図書館との連携を強化
する。

事業費 31,538 31,996 31,996 31,149 -847

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 0 0 0

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

図書や記録などの資料を適正に収集・整理・保
存し、一般公衆が利用できるように提供すること
で、市民の教養や調査研究、レクリエーションな
どに役立ててもらう。

市民が利用しやすい図書館づくり

事
業
概
要

（数値目標の達成目標年度）
項目名　中央図書館貸出冊数（冊）：2029（R11）年度
項目名　中央図書館来館者数（人）：2029（R11）年度
項目名　高校生1人あたりの年間貸出冊数（冊）：2029（R11）年度
松江市立中央図書館の管理運営費。
運営は、公益財団法人松江市スポーツ・文化振興財団に委託。
・市民の意見を取り入れながら、ニーズに応じた資料の収集やレファレンス、情報の発信を行う。
・市立図書館の核となる中央図書館は、2つの地域館（島根・東出雲）、移動図書館車及び配本事業との連携、並びに地域や
学校図書館、大学等とのネットワークにより市全域に良質な図書サービスを提供する。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・「よるの図書館」や「読書バリアフリー関
連の講演会」等の実施
・プラバホールの事業とのコラボ企画の
実施

・プラバホールの事業とのコラボ企画等
の実施。
・電子図書館の導入
・開館40周年記念事業
・「第3次松江市子どもの読書活動推進
計画」に係る読書についてのアンケート
調査の実施。

・プラバホールの事業とのコラボ企画等
の実施。

課
題

・利用者の新規拡大
・中高生世代の読書活動推進
・読書バリアフリー対応
・電子図書館の導入に向けた検討
・他部局等との連携強化

方
向
性



教育委員会中央図書館 中央図書館運営費

需用費 42

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

役務費 7

事業費計 31,149

時期 実施内容 時期

委託料 29,946
使用料及び賃借料 1,154

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 夢は叶うって思う

主要施策 図書館の運営

中央図書館蔵書点検

実施内容
月水木金土曜日 移動図書館車の運行 5月～2月 語り手養成講座

木土曜日 おはなし会の実施 年3回 ｢よるの図書館｣の開催

各月1回土曜日

本事業に関する主要データ

年7回 語り手のための講座

定期講座（古文書・小泉八雲）の開催 2月

R8スケ
ジュー
ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

4,616

0

一般財源 0 0 0 4,616

9,231歳入合計 0 0 0 9,231

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

教育委員会中央図書館 電子図書館運営費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

電子図書館サー
ビスの利用満足

度（％)
0 0 60 70

電子図書館ID登
録者数（人）

0 0 20,000 34,700 34,700

100
目標　（何を達成するのか）

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・読書困難者向けの（読書バリアフリー機能が使える）書籍
の導入を優先。
・次年度以降は、市立小･中･義務教育学校等での活用も視
野に入れ選書を進める。

事業費 0 0 0 9,231 9,231

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 0 4,615 4,615

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

視覚障がいのある方や図書館を訪れるのが難し
い方を含め、すべての人が本を楽しめる環境を
整備する。

・誰ひとり取り残さない図書館サービスを行う。
（読書バリアフリー）
・デジタルの良さを活かし、読書の普及拡大を狙
う。

事
業
概
要

（数値目標の達成目標年度）
項目名　電子図書館ID登録者数（人）：2029（R11）年度
項目名　電子図書館サービスの利用満足度（％）：2029（R11）年度

・電子書籍をウェブ上で貸し出す図書館サービスを導入、運用するもの。
・予約、貸出、返却の概念があり、基本的には1冊に対して1人ずつ利用する。（同時アクセス可の資料もあり）
・利用者は、インターネットに接続したスマートフォン、タブレット、パソコンなどで電子書籍を読むことができる。
・松江市独自の取り組みとして、小泉八雲関連書籍、八雲資料室の貴重資料や郷土資料なども閲覧できるようにする。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

実績なし。 5月：業者決定（プロポーザル方式）
6～8月：選書、利用に関する周知
8月末：利用開始（予定）

市内小･中･義務教育学校等の児童･生
徒にIDを配布。

課
題

・利用者にとって魅力ある選書の可否。
・公立小･中･義務教育学校での活用

方
向
性



教育委員会中央図書館 電子図書館運営費

委託料 9,231

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

事業費計 9,231

時期 実施内容 時期

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 夢は叶うって思う

主要施策 図書館の運営

実施内容

5月 業者決定（プロポーザル方式）

6月～8月 選書、利用に関する周知

8月末

本事業に関する主要データ

利用開始（予定）

R8スケ
ジュー
ル

電子図書館システムの利用の流れ



令和8 年度　総合計画実施計画

　

その他 187 280 280 280

339

0

一般財源 6,382 10,041 10,041 10,380

339歳入合計 6,569 10,321 10,321 10,660

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

松江市皆美が丘女子高等学校 皆美が丘女子高魅力化事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

入学定員充足率

0.68 0.9 1 1

入学者一般選抜
募集定員競争率

0.63 0.87 1 1 1

1
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて進捗はやや遅れている

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・普通科と国際コミュニケーション科を統合し、単位制を導入
することにより柔軟な科目選択を実現。
・協定に基づく島根県立大との連携事業や外国語大学での
キャンパス体験など、高大（専）連携を推進する。
・SNSを活用した情報発信や中学校での進路説明会への参
加など積極的にPR活動を行う。
・独自採用による教員は現行の体制を維持しつつ、県立高
校からの派遣を継続する。

事業費 6,569 10,321 10,321 10,660 339

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 0 0 0

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

「より広く より高く」の校訓のもと、
○地域を学び地域を愛し地域社会に活力を与え
その発展を担う女性／○グローバルな感性と高
い志を備えた女性／○生涯にわたって主体的に
生きる女性
の育成を目指す。

中国四国地方唯一の公立女子高として他校との
差別化を図り、より一層特色を明確にして魅力を
高め、高等学校に進学する受験生やその保護
者に選ばれる学校を目指す。

事
業
概
要

（数値目標の達成目標年度）
項目名　入学者一般選抜募集定員競争率：2030（R12）年度までに1.00以上
項目名　入学定員充足率：2030（R12）年度までに1.00
（事業概要）
「松江市立女子高等学校魅力化事業実施計画(H31.3策定)」に基づき、選ばれる学校を目指し魅力化に取り組んでいる。
　R8年度入学生からは、学科再編(普通科と国際コミュニケーション科の統合)・単位制の導入・入学定員の変更を実施し、本
校の特色を活かした更なる魅力化を進めていく。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・魅力化CNを配置（継続）※
・高大(専)連携の推進（継続）
・学校の取組を情報発信（継続)
・ALTの常駐化（継続）
・外国語大学でのキャンパス体験
（継続）
・台北市立大学との訪問交流（継続）※
ほか。（※は別事業費あり。）

【評価】魅力化推進にかかる具体的な取
組を実施し、本校の魅力を伸長すること
ができた。

・魅力化CNを配置（継続）※
・高大(専)連携の推進（継続）
・学校の取組を情報発信（継続)
・ALTの常駐化（継続）
・外国語大学でのキャンパス体験（継続）
・台北市立大学との訪問交流（継続）※
・中国杭州との交流事業※
・ICT教育における県立高校との連携強
化（新規）※
ほか。（※は別事業費あり。）

・魅力化CNを配置（継続）※
・高大(専)連携の推進（継続）
・学校の取組を情報発信（継続)
・ALTの常駐化（継続）
・外国語大学でのキャンパス体験（継続）
・台北市立大学との交流事業（継続）※
・中国杭州との交流事業※
・ICT教育における県立高校との連携強
化（新規）※
ほか。（※は別事業費あり。）

課
題

・入学者定員割れの解消
・他校との差別化
・学校の魅力をPR
・独自採用した教員の資質向上のための他校との人事交流

方
向
性



松江市皆美が丘女子高等学校 皆美が丘女子高魅力化事業費

報酬 6,448 負担金補助及び交付金

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

職員手当等 864

675

152

使用料及び賃借料 1,004

事業費計 10,660

時期 実施内容 時期

役務費 11

共済費 1,276
旅費 230
需用費

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 夢は叶うって思う

主要施策 女子高魅力化推進事業

学校の取組を情報発信

実施内容

4月 学科再編・定員数変更・単位制導入 通年 ALT常駐化

8月 外国語大学でのキャンパス体験 通年 高大（専）連携の推進

10月

本事業に関する主要データ

3月 中国杭州との交流事業

台北市立大学を訪問 通年

R8スケ
ジュー

ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

509

0

一般財源 46,825 53,872 53,857 54,381

558歳入合計 50,678 59,167 59,152 59,725

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

教育委員会生徒指導推進室 サポートワーカー活用事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

中学校不登校率
（％）実績値のみ

7.75 9.29

小学校不登校率
（％）実績値のみ

3.38 3.72

いじめ重大事態
（件）実績値のみ

1 2

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向かって概ね順調

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

不登校児童生徒数等を考慮して配置校を決定する。未配置
校への支援の一つとして、SSWと補完し合って有効な支援
の展開を図る。また、中学校区を単位とした活用を促進し、
きめ細やかな支援を拡げる。

※SSW（スクールソーシャルワーカー）･･･困難な課題を抱え
る児童生徒の環境に働きかけ、関係機関と連携して福祉的
支援の充実を図ったり、重大事態への専門的対応を行った
りする。

事業費 50,678 59,167 59,152 59,725 558

財
源
内
訳

国・県支出金 3,853 5,295 5,295 5,344 49

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

・不登校や問題行動等、生徒指導上の課題を有
する児童生徒への直接的な支援・指導の充実
・学校における生徒指導体制の充実（家庭訪問
等環境への働きかけ）
・家庭、関係機関等と連携したチーム支援の充
実

・不登校率（小1～中3在籍児童生徒数のうち不
登校児童生徒の占める割合）の減少。いじめ重
大事態件数の減少。

事
業
概
要

数値目標については、不登校率やいじめの発生件数を０にすることのみを目標とするのではなく、ケースに応じた適切な対応
を行うことを事業の目的としているため、実績値のみの記載としている。
【配置時数】通常対応（1人あたり）1,028時間/年　　緊急対応（全体）23時間/年
サポートワーカー（SW）活用事業は、児童生徒を取り巻く環境の調整を図ることにより、不登校をはじめとする課題を抱える児
童生徒の自立と学校適応を支援することを目的とする松江市単独の支援員配置事業
※H30から「生活困窮者就労準備支援事業費等国庫補助金（生活福祉課所管）」を充当

市立小・中・義務教育学校へSWを配置し、不登校、問題行動、いじめ等に対応する生徒指導体制の充実・強化を図る
【参考】R5：小学校不登校率3.31％、中学校不登校率7.58％、いじめ重大事態2件

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・SW（23人）の配置と活用
　※小学校14校、中学校10校、義務教育
学校1校
　※小中兼務SW1人、小学校2校兼務
SW1人
・SWの役割等に係る研修会の開催（年4
回：児童生徒支援に造詣の深い講師）

【評価】不登校や問題行動などの支援を
要する児童生徒や保護者に対し、学校
内外での関わりを通して有効な支援がで
きた。

・SW（23人）の配置と活用
　※小学校15校、中学校10校、義務教育
学校1校
　※小中兼務SW2人、小学校2校兼務
SW1人
・SWの役割等に係る研修会の開催（年4
回：児童生徒支援に造詣の深い講師）

・SW（23人）の配置と活用
　※小学校15校、中学校10校、義務教育
学校1校
　※小中兼務SW2人、小学校2校兼務
SW1人
・SWの役割等に係る研修会の開催（年4
回：児童生徒支援に造詣の深い講師）

課
題

配置校における生徒指導体制の充実・強化に成果を上げて
いる事業であるが、未配置校への支援の展開・充実が課題
である。

方
向
性



教育委員会生徒指導推進室 サポートワーカー活用事業費

報酬 35,856

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

職員手当等 13,895

事業費計 59,725

時期 実施内容 時期

共済費 8,950
旅費 1,024

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 夢は叶うって思う

主要施策 サポートワーカー活用事業

実施内容

4月 SW配置

5月～2月 研修4回（不登校・特別支援ほか）

1月～3月

本事業に関する主要データ

次年度SW配置準備

R8スケ
ジュー
ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

-79

0

一般財源 531 622 589 543

-79歳入合計 531 622 589 543

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

教育委員会生徒指導推進室 不登校児童生徒オンライン支援事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

中学校不登校率
（％）実績値のみ

7.75 9.29

小学校不登校率
（％）実績値のみ

3.38 3.72

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向かって概ね順調

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

誰一人取り残さない学びの保障に向け、「どこにもつながら
ないこどもをなくす」「学びが止まらない」ことを目的に、不登
校支援策の一つとしてオンライン学習支援「ボタンねっと」を
継続実施する。

事業費 531 622 589 543 -79

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 0 0 0

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

誰一人取り残されない学びの保障に向け、不登
校児童生徒とオンライン学習等を通じて継続的
につながる環境を整える。

「どこにもつながらないこどもをなくす」「学びが止
まらない」

事
業
概
要

数値目標については、不登校率を0にすることのみを目標とするのではなく、ケースに応じた適切な対応を行い、「どこにもつ
ながらないこどもをなくす」「学びが止まらない」ことを事業の目的としているため、実績値のみの記載としている。
自宅に閉じこもりがちな不登校にある児童生徒を対象に、一人一台端末等を活用したオンラインによる学習支援「ボタンねっ
と」を実施する。
・当該児童生徒への参加募集
・教育委員会（生徒指導推進室）を拠点に授業配信
・効果や課題について定期的に検証、改善
【参考】R5：小学校不登校率3.31％、中学校不登校率7.58％

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・応募児童生徒への連絡、配信確認（申
込者数72人）
・オンライン学習支援「ボタンねっと」実施
（通年）
・効果等の検証、改善

【評価】不登校にあるこどもたちが自分の
ペースで学習に参加することができた。
アンケート結果からも「楽しみながら取組
んでいる」「生活リズムが整った」等の肯
定的な意見も多く、成果をあげている。

・応募児童生徒への連絡、配信確認
・オンライン学習支援「ボタンねっと」実施
（通年）
・効果等の検証、改善

・応募児童生徒への連絡、配信確認
・オンライン学習支援「ボタンねっと」実施
（通年）
・効果等の検証、改善

課
題

不登校及び不登校傾向にある児童生徒が年々増加傾向に
ある。
当該児童生徒は、学習の機会や集団生活の経験が不十分
であり、家族以外の人との関わりが希薄になっている。
より多くの児童生徒が参加するための工夫が必要である。

方
向
性



教育委員会生徒指導推進室 不登校児童生徒オンライン支援事業費

報償費 15

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

需用費 35

事業費計 543

時期 実施内容 時期

役務費 52
使用料及び賃借料 441

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 夢は叶うって思う

主要施策 不登校児童生徒オンライン支援事業

実施内容
4月～3月 オンライン学習配信・参加募集

毎月 保護者アンケート実施

毎月

本事業に関する主要データ

各学校へ接続状況を通知

R8スケ
ジュー
ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

1,351

0

一般財源 0 0 0 1,351

4,052歳入合計 0 0 0 4,052

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

教育委員会学校教育課 部活動地域展開推進事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

令和9年度設定予
定（事業構築途中

のため）

目標　（何を達成するのか）

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

認定クラブ制度を構築し、地域クラブ活動団体への支援を
行うとともに、人材バンクを活用した指導者の確保を行い、
地域クラブ活動の受け皿となる団体を拡げていく。

事業費 0 0 0 4,052 4,052

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 0 2,701 2,701

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

少子化が進む中、市立中・義務教育学校の生徒
たちの豊かで幅広い活動機会を保障し、学校に
おける教員の働き方改革を推進していくために、
中学校部活動の地域展開に向けた体制整備を
図る。

学校部活動を地域クラブ活動に展開するための
体制を整備し、まずは学校部活動における休日
の活動を地域クラブ活動へ展開する。

事
業
概
要

・令和7年12月に文部科学省は「部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に関する総合的なガイドライン」を策定し、令和8年
度から令和13年度の改革実行期間において、原則、全ての学校部活動において休日の地域展開を実現することが示され
た。
・本市立中・義務教育学校においても学校部活動における休日の地域展開を推進していくために、地域展開推進協議会を設
置してコーディネーターを配置し、体制整備を行う。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・部活動地域展開推進協議会の設置
・認定クラブ制度の構築
・生徒及び保護者のニーズの把握
・モデル事業実施に向けて実施校・実施
競技の選定

・部活動地域展開推進協議会の開催
・認定クラブ制度の策定
・生徒及び保護者のニーズの把握
・モデル事業の実施

課
題

・現在は地域クラブ活動の実施主体となる運営団体がない
ため、全体の把握や統括などの業務を行う運営主体や組織
を作る必要がある。
・地域クラブ活動実施にあたって、指導者や活動場所の確
保を行う必要がある。

方
向
性



教育委員会学校教育課 部活動地域展開推進事業費

報酬 2,543

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

職員手当等 901

事業費計 4,052

時期 実施内容 時期

共済費 567
旅費 41

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 夢は叶うって思う

主要施策 部活動地域展開推進事業

実施内容

６月 第１回部活動地域展開推進協議会

１０月 第２回部活動地域展開推進協議会

１月

本事業に関する主要データ

第３回部活動地域展開推進協議会

R8スケ
ジュー
ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

26

0

一般財源 11,651 11,672 11,672 11,698

39歳入合計 17,479 17,507 17,507 17,546

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

教育委員会学校教育課 地域学校協働活動推進事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

地域行事に参加
している中3の割

合（％）
52.4 53.1 56 58

地域行事に参加
している小6の割

合（％）
58.8 57.5 73 75 80

学校支援ボラン
ティア延べ人数

（人）
23,354 23,579 29,000 31,000 35,000

60
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）や小中一貫
教育との関連も踏まえながら、学校と地域が連携・協働した
「地域学校協働活動」の充実を図っていく。そのために、この
活動の要となる地域学校コーディネーターの資質能力の向
上や十分な活動時間を保障するための予算確保に引き続
き努めていく。

事業費 17,479 17,507 17,507 17,546 39

財
源
内
訳

国・県支出金 5,828 5,835 5,835 5,848 13

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

ふるさと松江を愛し、確かな学力と豊かな人間
性・健やかな体を持つ児童生徒の育成

保護者や地域住民が学校教育に積極的に参画
し、学校・家庭・地域が協働してこどもたちの教
育に取り組む学校・地域づくり（よこの一貫（環）
教育）を推進する。

事
業
概
要

（数値目標の達成目標年度）
項目名　地域行事に参加している小6、中3の割合（％）：2029（R11）年度
項目名　学校支援ボランティア延べ人数（人）：2029（R11）年度
･「松江市小中一貫教育」の取組の柱である「よこの一貫（環）教育」（学校・家庭・地域が協働した地域ぐるみの教育）を推進
するために、「コミュニティ・スクール推進事業」と一体的な取組を進める。
・各学園（中学校区）に設置している「地域学校協働本部」に、「地域学校協働活動推進員（地域学校コーディネーター）」を配
置し、各学園・各校における学校支援をはじめとする地域学校協働活動を推進する。
・運営については国庫補助事業「学校を核とした地域力強化プラン」を活用する。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・各学園において「学校運営協議会」及
び「学園教育推進会議」と連携して実施
・「地域学校協働本部連絡会議」を「学校
運営協議会研修会」と同時開催

【評価】「学校運営協議会」や「学園教育
推進会議」との連携を進めたことにより、
地域学校協働本部の活動が充実した。

・各学園において「学校運営協議会」及
び「学園教育推進会議」と連携して実施
・「地域学校協働本部連絡会議」を「学校
運営協議会研修会」と同時開催

課
題

・国の方針である「学校における働き方改革を踏まえた取
組」についての活動を更に広げていく必要がある。
・地域学校協働本部と学校運営協議会や学園教育推進会
議とが更に連携する必要がある。
・国からの補助金が毎年変動するため、地域学校コーディ
ネーターの年間活動時間が限られる。 方

向
性



教育委員会学校教育課 地域学校協働活動推進事業費

報償費 15,340

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

旅費 83

391

事業費計 17,546

時期 実施内容 時期

需用費 435
役務費 1,297
使用料及び賃借料

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 夢は叶うって思う

主要施策 地域学校協働活動推進事業

実施内容

4月 地域学校協働活動推進員委嘱

4月～ コーディネーター連絡会（年3回）

5月～

本事業に関する主要データ

6月 地域学校協働本部連絡会議

各学園「学園教育推進会議」（年2回）

R8スケ
ジュー
ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

-51

0

一般財源 77 417 178 366

-51歳入合計 77 417 178 366

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

教育委員会学校給食課 地域食育推進事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

数値目標になじま
ない

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

農業体験や指導者との交流給食等により、地場農産物への
理解や生産者に感謝する心を育成するなど引き続き実施し
ていく。
また、実施校が増やせるよう、地域や関係者と連携し新たな
担い手の確保に取り組む。

事業費 77 417 178 366 -51

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 0 0 0

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

児童生徒が地域住民（生産者）とともに農産物を
育て、それを給食の食材として活用するまでの
一連の体験を通して食育を推進する。

地域に根差した食育の推進。

事
業
概
要

地域住民（生産者）と学校、家庭が一体となり、児童生徒の農業体験、手がけた野菜などの給食使用、生産者との交流給食
や調理実習を行う。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

実施校：５校
栽培品目：大根、秋鹿ごぼう、わかめな
ど
地域住民、学校等と連携し、種まき等栽
培、交流給食を実施。

【評価】野菜の栽培体験を行い、収穫し
た野菜を使用した給食を指導者と一緒に
食べることにより、食育への知識や理解
を高め、地域との交流を深める効果が
あった。

実施校：５校
栽培品目：大根、秋鹿ごぼう、わかめな
ど
地域住民、学校等と連携し、種まき等栽
培、交流給食を実施。

実施校：6校
栽培品目：大根、秋鹿ごぼう、わかめな
ど
地域住民、学校等と連携し、種まき等栽
培、交流給食を実施。

課
題

生産者の高齢化により、新たな担い手の掘り起こしが必要
である。

方
向
性



教育委員会学校給食課 地域食育推進事業費

報償費 78

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

需用費 288

事業費計 366

時期 実施内容 時期

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 夢は叶うって思う

主要施策 地域食育推進事業

実施内容
４月～６月 実施校、指導者、センターと打合せ

６月～３月 種まき、収穫、交流給食の実施

本事業に関する主要データ

R8スケ
ジュー
ル



令和8 年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

74

0

一般財源 3,881 4,185 4,185 4,259

147歳入合計 7,761 8,370 8,370 8,517

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

健康福祉部生活福祉課 生活困窮者就学支援事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

要・準要保護生徒
の進学率（3年生）

（％）
97.5 98.8 98.8 98.8

本事業利用生徒
の進学率（3年生）

（％）
100 100 100 100 100

99
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

本事業の実施にあたっては、利用生徒のプライバシー保護
に万全を期し、安心して利用できる学習支援を継続して行
う。
　本事業は令和6年度から中学2年生も対象として実施。令
和7年度は150名の定員に対し、148名の利用があった。
　多くの対象の方に利用頂けるように関係課と連携し、周知
を図る。

事業費 7,761 8,370 8,370 8,517 147

財
源
内
訳

国・県支出金 3,880 4,185 4,185 4,258 73

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

生活困窮世帯で一般的に言われている「貧困の
連鎖」を防止するため、対象世帯の中学2年生、
3年生に対する学習支援を行うことにより、将来
の自立促進を図るもの。

「貧困の連鎖」を防止するため、対象世帯の中学
2年生、3年生に対する学習支援を行うことによ
り、高校進学率を高める。

事
業
概
要

本事業は、生活保護世帯を含む生活困窮世帯（要保護世帯および準要保護世帯）の中学2年生、3年生を対象として、次に掲
げる取組を、適切、公正、中立かつ効率的に実施する能力を有する事業者に委託して実施する。（国庫補助率１／２、市負担
率１／２）
①学習支援　高校受験のための進学支援、学校の勉強の復習、学習の習慣づけ
②居場所（自習室）の提供　子どもが安心して通える場所の提供
③進路相談等　個別の進路相談、進学に必要な奨学金などの公的支援の情報提供
※中学2年生は、令和６年度から対象
（数値目標の目標年度）
本事業利用生徒の進学率（3年生）：2029(R11)年度、要・準要保護生徒の進学率（3年生）：2029（R11）年度

事
業
の
成
果
及
び
実
績

【実績見込】
本事業利用者の高校進学率：100.0%
利用人数：148名(中学2年生、3年生合
計）
指導回数：生徒1人あたり全30回
　　　　　中学2年生（8月から3月までの月
4回）／1回90分
　　　　　中学3年生（7月から2月までの月
4回）／1回90分
指導形式：集団型（習熟度を加味したク
ラス編成：講師１人につき生徒10名まで）
指導場所：事業者が指定する場所

【事業計画】
本事業利用者の高校進学率：100.0%
利用定員：150名(中学2年生、3年生合
計）
指導回数：生徒1人あたり全30回
　　　　　中学2年生（8月から3月までの月
4回）／1回90分
　　　　　中学3年生（7月から2月までの月
4回）／1回90分
指導形式：集団型（習熟度を加味したク
ラス編成：講師１人につき生徒10名まで）
指導場所：事業者が指定する場所

【事業計画】
本事業利用者の高校進学率：100.0%
利用定員：150名(中学2年生、3年生合
計）
指導回数：生徒1人あたり全30回
　　　　　中学2年生（8月から3月までの月
4回）／1回90分
　　　　　中学3年生（7月から2月までの月
4回）／1回90分
指導形式：集団型（習熟度を加味したク
ラス編成：講師１人につき生徒10名まで）
指導場所：事業者が指定する場所

課
題

令和6年度に本事業を利用した要保護・準要保護生徒の高
校進学率は、100.0％であり目標を達成している（中学３年生
のうちアンケートで回答が得られた利用者のみ）。
　生活困窮世帯を対象としているためプライバシー保護に万
全を期す必要がある。

方
向
性



健康福祉部生活福祉課 生活困窮者就学支援事業費

需用費 14

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

役務費 134

事業費計 8,517

時期 実施内容 時期

委託料 8,369

松江市総合計画

基本目標  ひとづくり

基本施策  夢は叶うって思う

主要施策  生活困窮世帯の学習支援

学習指導終了（中学2年生）・事業完了

実施内容
3月～4月 プロポーザル募集開始 8月 学習指導開始（中学2年生）

5月 委託事業者選定・対象世帯へ事業案内送付 2月 学習指導終了（中学3年生）

6月

本事業に関する主要データ

7月 学習指導開始（中学3年生）

利用生徒募集・利用生徒決定 3月

R8スケ
ジュー

ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 30 140 140 120

-590

-20

一般財源 369 951 1,191 361

-641歳入合計 449 1,219 1,459 578

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

観光部国際観光課 多文化共生推進事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

多文化理解を促
進する事業への
参加者数

2,320 2,300 2,600 2,800 3,000

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向かって概ね順調

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

現状把握や外国人コミュニティとの連携を図るとともに、令
和８年３月に改定する第２期松江市多文化共生推進プラン
に基づき、多様性を尊重し、誰もが心豊かに暮らし、活躍で
きる多文化共生のまちを目指していく。

事業費 449 1,219 1,459 578 -641

財
源
内
訳

国・県支出金 50 128 128 97 -31

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

多様性を尊重し、誰もが心豊かに暮らし、活躍で
きる多文化共生のまちづくりを推進する。

第２期松江市多文化共生推進プランに基づき、
「誰もが安心して暮らし続けられるまち」「人と文
化が出会い交わるまち」「多様性を価値に変える
まち」づくりを目指す。

事
業
概
要

外国人住民にとっても住みやすいまちをつくるために必要な生活支援を行うとともに、松江市民との交流の場をつくる。また、
松江市民の国際理解を深める機会を提供する。
具体的には、令和８年３月に改定する第２期プランに基づき、以下の取組みを行う。
（１）留学生・外国人住民支援（防災訓練、文化体験等）
（２）多文化交流イベント（交流の場づくり）
（３）国際理解講座（国際交流員や外国人住民による文化紹介講座）
（４）ＩＣＴ技術を活用した行政情報の多言語化
（５）日本語教室等との協働
（６）人権教育・啓発の取組
（７）外国人住民が地域活動へ参加しやすくなるような環境整備

事
業
の
成
果
及
び
実
績

(1)松江市多文化共生推進プランの改定
①検討委員会の開催（11月、1月、3月）
②外国人住民を対象としたアンケートの
実施（11月）
(2)出前講座、自主企画講座、動画配信
による国際理解講座等を実施
(3)外国人相談窓口の設置
(4)市政情報の多言語化を実施
(5)外国人住民向け防災訓練や交通安全
教室などを実施
(6)多文化共生を推進するための交流イ
ベントを実施

(1)出前講座、自主企画講座、動画配信
による国際理解講座等を実施
(2)外国人相談窓口の設置
(3)市政情報の多言語化を実施
(4)ICT技術を活用した翻訳・通訳システ
ムの検討
(5)外国人住民向け防災訓練や交通安全
教室などを実施
(6)外国人住民向けの日本文化体験の実
施
(7)モデル地区を設定し、外国人住民が
携わる交流イベントを実施

(1)出前講座、自主企画講座、動画配信
による国際理解講座等を実施
(2)外国人相談窓口の設置
(3)市政情報の多言語化を実施
(4)ICT技術を活用した翻訳・通訳システ
ムの検討
(5)外国人住民向け防災訓練や交通安全
教室などを実施
(6)外国人住民向けの日本文化体験の実
施
(7)モデル地区を設定し、外国人住民が
携わる交流イベントを実施

課
題

外国人住民支援については、現状の把握や、外国人コミュ
ニティとの人脈づくりが必要である。また、支援だけでなく、
外国人住民が地域で活躍できる場づくりが必要である。

方
向
性



観光部国際観光課 多文化共生推進事業費

報償費 95

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

需用費 210

事業費計 578

時期 実施内容 時期

役務費 198
委託料 75

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 松江市民のモットーは「寛容」

主要施策 多文化共生推進事業

多文化共生イベント実施

実施内容

通年 出前講座の実施 7月 多文化共生イベント実施

通年 外国人住民相談窓口の設置 11月 多文化共生イベント実施

6月

外国人住民向け防災訓練実施

本事業に関する主要データ

7月 日本語教育ボランティア研修会の実施 2月

職員向けやさしい日本語研修実施 1月

R8スケ
ジュー
ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

7,237

0

一般財源 680 760 760 7,997

7,237歳入合計 680 760 760 7,997

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

観光部国際観光課 ニューオーリンズ交流事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

数値目標の設定
になじまない

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・周年事業等の定期的な訪問団派遣を通じた行政間の協力
関係強化
・ニューオーリンズ市と文化・教育・経済などの分野での連
携
以上をとおして、友好交流を図っていく。

事業費 680 760 760 7,997 7,237

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 0 0 0

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

友好都市のニューオーリンズ市との交流促進

友好都市であるニューオーリンズ市との行政間
の協力関係強化、文化・スポーツを通じた市民レ
ベルの相互理解促進、経済交流の促進

事
業
概
要

友好都市であるニューオーリンズ市との友好関係を深めるために、次の事業を実施する。
〇ニューオーリンズフェスティバルの開催
市民にニューオーリンズへの理解を深めてもらうため、ニューオーリンズフェスティバルを市民団体が中心となり開催。実行委
員会に対して補助金を支出し、実施にあたっての支援を行う。
〇公式訪問団の派遣
ニューオーリンズ市へ公式訪問団を派遣し、今後の都市間交流について、ニューオーリンズ新市長や市民団体と会談を行う
とともに、小泉八雲に関する講演会を行う。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

ニューオーリンズフェスティバルを開催
し、リトルマルディグラやジャズライブ、飲
食店の出展等を行う。

○ニューオーリンズフェスティバルの開
催
リトルマルディグラやジャズライブ等を行
い、市民に対して、ニューオーリンズ文化
の発信を行う。
○公式訪問団の派遣
令和8年1月に就任した新市長及び市民
団体との会談、交流のきっかけとなった
「小泉八雲」に関する講演会を現地で開
催し、ニューオーリンズ市との交流の深
化を図る。

ニューオーリンズフェスティバルの開催
リトルマルディグラやジャズライブ等を行
い、市民に対して、ニューオーリンズ文化
の発信を行う。

課
題

ニューオーリンズ市政府や市民団体との連携及び情報交換
がしやすい環境をつくり、より多くの分野の市民が参画でき
るようにしていく必要がある。

方
向
性



観光部国際観光課 ニューオーリンズ交流事業費

旅費 97

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

役務費 500

事業費計 7,997

時期 実施内容 時期

委託料 6,742
負担金補助及び交付金 658

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 松江市民のモットーは「寛容」

主要施策 多文化共生推進事業

実施内容

１０月 ニューオーリンズフェスティバル

２月（予定） ニューオーリンズ市へ公式訪問団の派遣

本事業に関する主要データ

R8スケ
ジュー
ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

1,817

0

一般財源 10,104 13,688 14,171 15,505

1,921歳入合計 11,621 15,341 15,824 17,262

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

市民部人権男女共同参画課 男女共同参画総務費、男女共同参画計画策定事業費、男女共同参画計画推進事業費、運営費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

市の審議会等へ
の女性の参画率

（％）
36.6 36.9 40

固定的な性別役
割分担意識の否
定割合（%）

78.9 82 82 82

40
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向かって概ね順調

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

〇市民意識調査や近年における社会情勢の変化、国、県
等の動向を踏まえて次期計画を策定する。
○地域ごとに選出されている男女共同参画サポーターと連
携し、男女共同参画への意識浸透を図る。
○DV等の啓発については、DV講座の開催などにあわせて
相談機関・窓口の周知を行うなど、関係団体等と連携して啓
発を行う。あわせて、中学生や高校生など若い世代への啓
発活動を強化していく。

事業費 11,621 15,341 15,824 17,262 1,921

財
源
内
訳

国・県支出金 1,517 1,653 1,653 1,757 104

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

「市民一人ひとりが性別にかかわりなく、ともに
支えあい、いきいきと暮らしていける松江」の実
現をめざす。

〇「第4次松江市男女共同参画計画」を策定す
る。
○性別による固定的役割分担意識の解消や男
女の地位の平等感向上など意識改革を図る。
○DVや各種ハラスメントなどあらゆる暴力の根
絶に向けた啓発活動と相談体制の充実を図る。

事
業
概
要

令和7年度に実施した「男女共同参画に関する市民意識調査」の結果や近年における社会情勢の変化、国、県等の動向等を
踏まえ、「第4次松江市男女共同参画計画（計画期間：令和9年度～13年度、以下「第4次計画」という。）」を策定する。また、
第3次松江市男女共同参画計画（計画期間：令和4年度～8年度、以下「第3次計画」という。）に掲げる施策に取り組む。※R9
目標値は「第4次松江市男女共同参画計画」策定時に設定予定
※固定的な性別役割分担意識の否定割合の実績値は「松江市まちづくりのための市民アンケート」によるもの
＜「第4次計画」の策定＞
①男女共同参画審議会の開催（年4回）②庁内連絡会議の開催
＜主な施策＞
①様々なライフステージに応じた各種講座や出前講座を中心とした意識啓発事業
②市民や事業所に向けたワーク・ライフ・バランスについての意識啓発事業
③あらゆる暴力（DV、性暴力、ストーカー行為、ハラスメントなど）の防止に向けた啓発や相談体制の充実

事
業
の
成
果
及
び
実
績

〇男女共同参画週間（6月）や女性に対
する暴力をなくす運動期間（11月）にあわ
せてパネル展示やセミナー等による啓発
を行った。
〇出前講座を実施した。
〇女性相談や法律相談、カウンセリング
を実施した。
〇男女共同参画に関する市民意識調査
を実施した。

〇第4次計画の策定
・男女共同参画審議会の開催
・庁内連絡会の開催
〇松江市審議会等における女性登用率
向上に向けた取り組み
〇パネル展示やセミナー等による啓発
〇出前講座等の実施
〇女性相談や法律相談、カウンセリング
の実施

〇松江市審議会等における女性登用率
向上に向けた取り組み
〇パネル展示やセミナー等による啓発
〇出前講座等の実施
〇女性相談や法律相談、カウンセリング
の実施

課
題

〇第3次計画が終期を迎えるにあたり、男女共同参画にか
かる施策をさらに推し進めるために次期計画の策定が必要
である。
○性別による固定的役割分担意識の解消や、あらゆる暴力
の根絶など男女共同参画社会を実現するためには、幼少期
から各年代に応じたきめ細やかな教育や啓発活動を行う必
要がある。
○政策決定の場における女性の参画率が不十分である。

方
向
性



市民部人権男女共同参画課 男女共同参画総務費、男女共同参画計画策定事業費、男女共同参画計画推進事業費、運営費

報酬 7,030 委託料

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

職員手当等 2,443 使用料及び賃借料 189

282

3,654

役務費 284

事業費計 17,262

時期 実施内容 時期

需用費 383

共済費 1,572 負担金補助及び交付金 235
報償費 1,190
旅費

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 松江市民のモットーは「寛容」

主要施策 男女共同参画の推進

実施内容

通年 出前講座 11月 女性に対する暴力をなくす運動期間事業

通年 女性相談、法律相談、カウンセリング 3月 第4次計画の公表

年4回

本事業に関する主要データ

6月 男女共同参画週間事業

男女共同参画審議会

R8スケ
ジュー
ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

1,993

0

一般財源 37,199 44,042 43,048 46,035

1,993歳入合計 37,199 44,042 43,048 46,035

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

教育委員会発達・教育相談支援センター 特別支援教育支援員配置事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

交流学習計画授
業時数の割合

（％）
38.3 36.2 43 43 47

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・特別支援教育支援員の必要性やその効果について把握
し、適正な配置の在り方を検討する。
・校内支援体制を中心となって機能させる役割の教員（特別
支援教育コーディネーター）との連携を強化し事業を進め
る。
・一人一人の教育的ニーズに応じた支援の充実を図るため
に、個別の指導計画や個別の教育支援計画の利活用を進
める。

事業費 37,199 44,042 43,048 46,035 1,993

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 0 0 0

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

通常の学級に在籍する児童生徒のうち、発達障
がい等、学習や行動上特別な支援を必要とする
こどもたちに対して、学校生活への適応や学習
活動の充実を図る。

①きめ細かな対応と校内支援体制の強化
②学習意欲の維持・向上
③不適応の未然防止

事
業
概
要

（数値目標の達成目標年度）
項目名　年間授業時数のうち特別支援学級と通常の学級の児童生徒の交流学習計画授業時数の割合【各年5月1日時点】：
2029（R11）年度
・通常の学級に在籍する児童生徒のうち、発達障がい等、学習や行動上特別な支援を必要とするこどもたちへの支援の充実
のため「特別支援教育支援員」を配置する。
・通常の学級において特別な支援を必要としている児童生徒は増加しており、校内の支援体制の確立とともに、担任を中心と
した分かりやすい指導のもと、一人一人の教育的ニーズに応じた支援を行う。
・事業開始：平成19年度

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・小学校20人、中学校7人、義務教育学
校1人　　計28人配置

・週19時間以内の勤務
・報酬@1,515円/時間
・校外教育活動旅費:年間1,500円
・研修:年3回
・説明会：オンデマンドで全配置校参加
・手引きの作成と活用

【評価】講座型・参加型の研修を通して、
支援員としての心得や校内体制の在り
方が再検討され、児童生徒への支援の

・小中学校（義務教育学校含む）　計28
人配置

・週19時間以内の勤務
・報酬@1,515円/時間
・校外教育活動旅費:年間1,500円
・研修:年3回
・説明会:オンデマンドで全配置校参加で
実施

・通常の学級に在籍する特別な支援を要
する児童生徒数の増加と教育的ニーズ
の多様化が進んでおり、配置の必要な
学校が増えているため、配置を拡充し基
礎的環境整備を整える。
・週19時間以内の勤務
・研修:年3回

課
題

・特別な支援を必要とする児童生徒数は増加しており、特別
支援教育支援員の配置を含め、人的な対応が必要なケー
スも多い。
・校内支援体制の中での特別支援教育支援員の位置付け
と、活用の在り方を明確にしていく必要がある。

方
向
性



教育委員会発達・教育相談支援センター 特別支援教育支援員配置事業費

報酬 32,240

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

職員手当等 12,494

事業費計 46,035

時期 実施内容 時期

共済費 139
旅費 1,162

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 松江市民のモットーは「寛容」

主要施策 特別支援教育支援員配置事業

実施内容

4月 任用、説明会 8月～ 次年度に向け配置の在り方等の検討

5月 配置校から「活用に関する計画書」提出 3月 次年度配置校決定

6、9、12月

本事業に関する主要データ

7、12、2月 配置校から「支援状況報告書」提出

研修、配置校訪問

R8スケ
ジュー
ル



令和8 年度　総合計画実施計画

　

その他 329 118 373 124

39,594

6

一般財源 700,055 714,042 726,014 753,636

39,600歳入合計 700,384 714,160 726,387 753,760

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

教育委員会生涯学習課 公民館管理費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

 公民館年間利用
者数（人）

679,250 688,480 930,000 950,000 1,000,000

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向かって概ね順調

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・修繕については、緊急性等により優先順位をつけて随時
実施する。
・老朽化が進む施設については、改修や移転等について検
討・調整を行う。
・優秀な人材を安定的に確保・育成するため、引き続き公民
館職員の処遇改善について検討を行う。

事業費 700,384 714,160 726,387 753,760 39,600

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 0 0 0

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

公民館の適正な維持管理

社会教育施設並びに地域の拠点として住民に
とって利用しやすい施設となるよう、必要な保守
点検管理や修繕等を行う。また、地域を主体と
する公民館運営を推進する。

事
業
概
要

（数値目標の達成目標年度）
項目名　公民館年間利用者数（人）：2029（R11）年度

指定管理制度により、地域に根ざした（地域特性やニーズに応じたきめ細かな）公民館運営を行う。

公民館の維持管理にかかる経費
[指定管理]
市内29公民館について、公設自主運営方式により、市からの指定管理料と地元費により運営する。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・市内29公民館を指定管理者制度により
運営した。
・優秀な人材を安定的に確保・育成する
ため、公民館職員の更なる処遇改善に
向け、給与制度や休暇制度の改善につ
いて検討を行った。

【評価】地域特性やニーズに応じたきめ
細かな公民館運営を実施することで、生
涯学習、社会教育活動をはじめ、様々な
地域活動拠点としての公民館の充実を
図ることができた。

・市内29公民館を指定管理者制度により
運営する。
・R7年度の処遇改善の検討の結果、住
宅手当の導入、扶養手当の拡充、休暇
制度の充実を図る。

・市内29公民館を指定管理者制度により
運営する。

課
題

・建築後35年以上経過する公民館が8館あり、全体的に施
設の老朽化が進行している。

方
向
性



教育委員会生涯学習課 公民館管理費

需用費 5,043

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

委託料 745,740

246

事業費計 753,760

時期 実施内容 時期

使用料及び賃借料 1,462
工事請負費 1,269
負担金補助及び交付金

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 松江市民のモットーは「寛容」

主要施策  公民館の管理

実施内容

通年 29公民館の管理運営

本事業に関する主要データ

R8スケ
ジュー

ル



令和8 年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

2,255

0

一般財源 10,629 11,575 11,575 13,830

23歳入合計 32,834 36,682 36,682 36,705

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

健康福祉部健康福祉総務課 重層的支援体制整備事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

ふくしなんでも相
談所の設置数※
サテライト含む

47 44 59 63 72

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向かって概ね順調

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

　ふくしなんでも相談所を拡充するなど、住民のより身近な
エリアでの相談支援体制の構築を目指すとともに、単独の
支援機関では難しい複合化した課題、既存の取組では対応
できない狭間のニーズに対応し、多機関と連携して包括的
な支援を行う。
　また、引き続き、住民が主体的に地域課題を把握し、解決
を試みることができる体制を維持していく。

事業費 32,834 36,682 36,682 36,705 23

財
源
内
訳

国・県支出金 22,205 25,107 25,107 22,875 -2,232

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

制度・分野ごとの縦割りや支え手・受け手という
関係を超えて、地域の住民や多様な主体が参画
し、人や資源が世代や分野を超えてつながるこ
とで、住民の暮らしと生きがい、地域を創る地域
共生社会の実現を目指す。

複雑化・複合化した課題に的確に対応するため
の包括的・総合的な相談支援体制を構築する。
　また、住民が主体的に地域課題を把握し、解
決を試みることができる体制を構築する。

事
業
概
要

地域住民の複雑化、複合化した支援ニーズに対応する包括的な支援体制の構築に向けて、既存の分野別（介護、障がい、
子ども、生活困窮）事業に、新たに分野横断的な取組みを加え「Ⅰ相談支援、Ⅱ参加支援、Ⅲ地域づくりに向けた支援」を一
体的に実施する。
　分野別で行う既存の相談支援や地域づくりの取組みはそれぞれの事業で継続して予算化し実施する。
　分野横断的な事業（本予算）は、これまでの地域共生モデル事業（H29～R2年度）の取組みを発展させ、複雑化した課題や
制度の狭間の課題に対応するため、オーダーメイドの支援プランを作成する等、多機関が連携する体制の構築や支援を行
う。
　運営主体は、これまで様々な分野で相談支援等を担ってきた松江市社会福祉協議会へ委託。
［数値目標の目標年度］ふくしなんでも相談所の設置数：2029（R11）年度

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・複雑化・複合化してきている生活、福祉
課題に対応するため、福祉や医療、司法
等さまざまな関係機関と連携し、包括的
な対応を進めた。
・単独の相談支援機関では対応が難し
い事例を重層的支援会議で支援の方向
性を整理、プランを作成した。
・必要な支援が届いていない方へのアウ
トリーチを継続して実施し、対象者の
ニーズに沿った支援に取り組んだ。
・地区社協が行う住民主体の地域づくり
事業への支援を実施した。

・引き続きあらゆる生活課題に対応する
ため、ふくしなんでも相談所を拡充すると
ともに、福祉や医療、司法等さまざまな
関係機関と連携し、包括的な対応を進め
る。
・単独の相談支援機関では対応が難し
い事例は重層的支援会議で支援の方向
性を整理、プランを作成する。
・必要な支援が届いていない方へのアウ
トリーチを継続して実施し、対象者の
ニーズに沿った支援や居場所づくりを多
機関が連携して行う。
・地区社協が行う住民主体の地域づくり
事業への支援を行う。

・引き続きあらゆる生活課題に対応する
ため、ふくしなんでも相談所を拡充すると
ともに、福祉や医療、司法等さまざまな
関係機関と連携し、包括的な対応を進め
る。
・複雑化・複合化した単独の相談支援機
関では対応が難しい事例は重層的支援
会議で支援の方向性を整理、プランを作
成する。
・必要な支援が届いていない方へのアウ
トリーチを継続して実施し、対象者の
ニーズに沿った支援や居場所づくりを多
機関が連携して行う。
・地区社協が行う住民主体の地域づくり
事業への支援を行う。

課
題

　住民の抱える生活、福祉課題は複雑化、複合化してきて
いる。そのニーズに対応するため、相談支援体制の強化を
図る必要がある。
　現在、地域包括支援センター等に「ふくしなんでも相談所」
を開設しているが、住民がより身近な地域で相談できる体
制をつくるとともに、複合的な課題について多機関と連携し
て支援を行っていく必要がある。

方
向
性



健康福祉部健康福祉総務課 重層的支援体制整備事業費

委託料 36,705

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

事業費計 36,705

時期 実施内容 時期

松江市総合計画

基本目標  ひとづくり

基本施策  松江市民のモットーは「寛容」

主要施策 重層的支援体制整備事業（包括的な支援体制の整備）

実施内容

通年 ふくしなんでも相談所の運用・周知 通年 地域づくりに向けた支援事業の実施

通年 多機関協働事業の実施

通年

本事業に関する主要データ

通年 参加支援事業の実施

アウトリーチ等を通じた継続的支援事業の実施

R8スケ
ジュー

ル



令和8 年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

115

0

一般財源 2,705 2,962 2,962 3,077

135歳入合計 8,751 9,855 9,855 9,990

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

健康福祉部健康福祉総務課 成年後見制度中核機関運営事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

市民後見人等候
補者バンク登録

者数（人）
28 29 30 31

市民後見人数
（人）

7 7 8 9 9

31
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

地域連携ネットワークの構築に向け、松江市セーフティー
ネット会議権利擁護部会を活用して、関係機関との連携を
強化する。また、広報・啓発活動を通して権利擁護支援の機
運を高めるとともに、市民後見人等養成講座により、市民後
見人等となる候補者の育成を促進する。
成年後見制度の見直しに向けた情報収集を行う。

事業費 8,751 9,855 9,855 9,990 135

財
源
内
訳

国・県支出金 6,046 6,893 6,893 6,913 20

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

認知症や知的障がい、精神障がいなどによって
判断能力が十分でない人の権利を守り、財産管
理はもとより身上保護や意思決定を支援するた
めに、成年後見制度の利用を促進する。

・成年後見制度の利用を必要とする方を早期に
発見し、制度の利用へ繋げる。
・成年後見制度の担い手となる市民後見人等の
養成を行う。

事
業
概
要

成年後見制度の相談支援機関として設置した「松江市権利擁護推進センター」を中心に、制度利用の相談窓口や広報、受任
者調整会議の開催や市民後見人等の育成・支援を実施する。また、司法・医療・福祉・行政等の関係者で構成する「地域連
携ネットワーク」を構築し、本人を見守るチームを支援する。

（数値目標の目標年度）
市民後見人数（人）：2027年（Ｒ9年度）
市民後見人等候補者バンク登録者数（人）：2027年（Ｒ9年度）

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・市民後見人数　7人
・市民後見人等候補者バンク登録者数
29人
・「松江市セーフティネット会議権利擁護
部会」を開催
　令和7年7月、令和8年3月

・市民後見人数　8人
・市民後見人等候補者バンク登録者数
30人
・「松江市セーフティネット会議権利擁護
部会」を開催
　令和8年7月
　令和9年2月（予定）

・市民後見人数　9人
・市民後見人等候補者バンク登録者数
31人
・「松江市セーフティネット会議権利擁護
部会」を開催

課
題

成年後見制度を必要とする方を早期に発見し、制度利用へ
繋げるためには、関係機関と情報を共有し、連携して支援
する必要がある。また、今後不足が見込まれる後見人等の
担い手確保が課題となっている。
2026年に成年後見制度の見直しが予定されていることか
ら、見直し後の制度を踏まえた利用促進の検討が必要であ
る。

方
向
性



健康福祉部健康福祉総務課 成年後見制度中核機関運営事業費

委託料 9,990

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

事業費計 9,990

時期 実施内容 時期

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策  松江市民のモットーは「寛容」

主要施策 重層的支援体制整備事業（包括的な支援体制の整備）

松江市セーフティーネット会議権利擁護部会

実施内容

通年 受任者調整会議 8月～9月 市民後見人等養成講座（基礎）

通年 相談業務・後見人等支援 11月～12月 市民後見人等養成講座（実務）

6月

本事業に関する主要データ

7月 松江市セーフティーネット会議権利擁護部会

成年後見制度講演会 2月

R8スケ
ジュー

ル



令和8 年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

89

0

一般財源 1,907 2,288 2,382 2,377

177歳入合計 3,779 4,576 4,763 4,753

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

健康福祉部家庭相談課 ひきこもり対策推進事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

家族会開催数

1 2 3

来所・訪問相談
（実人数）

57 65 70 70 70

出前講座開催数

2 2 3 3 3

2
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて進捗はやや遅れている

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・ひきこもりについて社会の誤解や偏見をなくし、相談しやす
い環境づくりを進めていくため、出前講座等による啓発を行
う。
・公認心理師等による専門相談の継続。
・本人が安心して過ごせる居場所の充実をはかるため、支
援者のネットワークづくりについて重点的に取り組み、包括
的な支援体制を強化する。
・家族会の継続。

事業費 3,779 4,576 4,763 4,753 177

財
源
内
訳

国・県支出金 1,872 2,288 2,381 2,376 88

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

ひきこもり対策を推進するための体制を整備し、
ひきこもり状態にある本人の自律を促進し、本人
及び家族等の福祉の推進を図る。

ひきこもりの相談窓口について周知していくとと
もに、専門相談を実施し、ひきこもり状態にある
本人や家族等への早期支援を行い、自律へつ
なげる。

事
業
概
要

　ひきこもり相談窓口を設置し、関係機関と連携しながらひきこもり支援を実施する。専任の相談員（公認心理師）を配置し、
専門性の高い相談を実施するとともに、市民等のひきこもりに対する理解を深めるための出前講座を行う。
　「ひきこもり支援ステーション事業」により、相談支援、居場所づくり、当事者会・家族会、ネットワークづくりを一体的に実施
する。

（数値目標の目標年度）R8年度

事
業
の
成
果
及
び
実
績

【ひきこもり相談】
電話 ：280件
来所・訪問：65人（実人数）
 
【家族会】
開催数：1回
参加者数：5人

【出前講座】
開催数：2回
参加人数：40人

【ひきこもり相談】
電話 ：270件
来所・訪問：70人（実人数）

【家族会】
開催数：2回
参加者数：10人

【出前講座】
開催数：3回
参加人数：60人

【ひきこもり相談】
電話 ：270件
来所・訪問：70人（実人数）

【家族会】
開催数：3回
参加者数：15人

【出前講座】
開催数：3回
参加人数：60人

課
題

・ひきこもりは家庭内の問題と捉えられたり、世間の目を気
にして誰にも相談できないなどの理由から潜在化しやすく、
実態把握を困難にするのみならず、本人や家族が地域社会
から孤立してしまうことが課題。
・ひきこもり当事者や家族一人ひとりの状況に応じた切れ目
のないオーダーメイドの支援体制が必要。 方

向
性



健康福祉部家庭相談課 ひきこもり対策推進事業費

報酬 2,530 委託料

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

職員手当等 974 使用料及び賃借料 49

186

100

役務費 4

事業費計 4,753

時期 実施内容 時期

需用費 144

共済費 629 負担金補助及び交付金 68
報償費 69
旅費

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 松江市民のモットーは「寛容」

主要施策 重層的支援体制整備事業（包括的な支援体制の整備）

実施内容

通年 専門相談の実施 通年 支援者学習会の実施

通年 出前講座の実施

通年

本事業に関する主要データ

通年 家族会の実施

居場所づくりの推進

R8スケ
ジュー

ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

-1,531

0

一般財源 34,278 35,243 35,243 33,712

-975歳入合計 51,709 49,077 49,077 48,102

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

健康福祉部障がい者福祉課 相談支援事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

相談支援件数
（件）

14,939 13,918 16,000 16,700

基幹相談支援セ
ンター相談支援件

数（件））
2,190 2,212 2,600 2,800 3,500

18,000
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

○引き続き「松江市障がい者基幹相談支援センター絆」が
相談支援の中核となり、主任相談支援専門員配置加算を取
得する相談支援事業所、他の相談支援受託事業所と連携
して、相談案件への対応、研修等を通じ、市内の相談支援
体制の強化を行う。

事業費 51,709 49,077 49,077 48,102 -975

財
源
内
訳

国・県支出金 17,431 13,834 13,834 14,390 556

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

在宅の障がい者の相談に応じ、必要な情報提供
や関係機関との連絡調整等を図り、障がい者の
地域生活を支援して自立と社会参加の促進を図
る。

「松江市障がい者基幹相談支援センター絆」を
総合窓口とし、併せて市内相談支援事業所に相
談支援委託を行い、障がい者の相談に対応す
る。

事
業
概
要

　障がい者等からの相談に応じて、必要な情報提供及び助言、その他障がい福祉サービスの利用支援などを行う。
　相談支援にあたっては、障がい種別等に応じた的確な支援が行えるよう、相談支援事業所を有する法人に委託して実施す
る。
【相談支援窓口】
①松江市障がい者基幹相談支援センター絆（南田町55番地3）　※松江市基幹相談支援センター運営業務共同企業体に委
託（構成団体（社福）四ツ葉福祉会、（社福）ねむの木福祉会）
②相談支援委託事業所（R6年度：19事業所）
（負担割合　補助対象額に対して国１／２以内、県１／４）
（数値目標の目標年度）
・項目名　基幹相談支援センター相談支援件数・市内相談支援事業所における相談支援件数：2029（R11）年度
※相談支援件数は目標値設定になじまないため、見込値とする。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

○松江市障がい者基幹相談支援セン
ター絆及び各相談支援事業所において、
障がいのある方からの相談対応を行っ
た。
○「絆」と主任相談支援専門員配置加算
を取得する相談支援事業所と協力して、
他の相談支援事業所への助言、指導及
び研修を行った。併せて相談支援事業
所の連携体制維持にも取り組み、障が
い者の相談に的確に対応できる体制を
維持、確保ができた。
【絆相談支援件数】
　　2,212件

○松江市障がい者基幹相談支援セン
ター絆及び各相談支援事業所において、
障がいのある方からの相談対応を行う。
○「絆」と主任相談支援専門員配置加算
を取得する相談支援事業所が協力して、
地域の相談支援事業所への助言、指導
及び研修を行うことで相談支援の技術向
上を行う。併せて相談支援事業所の連
携体制維持にも継続して取り組み、障が
い者の相談に的確に対応できる体制を
確保する。
【絆相談支援件数】
　　2,600件
【各事業所相談支援件数】
　　16,000件（20事業所）

○松江市障がい者基幹相談支援セン
ター絆及び各相談支援事業所において、
障がいのある方からの相談対応を行う。
○「絆」と主任相談支援専門員配置加算
を取得する相談支援事業所が協力して、
地域の相談支援事業所への助言、指導
及び研修を行うことで相談支援の技術向
上を行う。併せて相談支援事業所の連
携体制維持にも継続して取り組み、障が
い者の相談に的確に対応できる体制を
確保する。
【絆相談支援件数】
　　2,700件
【各事業所相談支援件数】
　　17,000件（20事業所）

課
題

○障がいがある人が地域で安心して生活するための相談
支援体制を構築しているが、安心感の維持、向上に向け、
相談支援専門員等の支援技術の向上、体制に参画する相
談支援事業所の確保などの体制維持及び強化の取組みの
継続を要する。

方
向
性



健康福祉部障がい者福祉課 相談支援事業費

委託料 48,102

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

事業費計 48,102

時期 実施内容 時期

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 松江市民のモットーは「寛容」

主要施策 重層的支援体制整備事業（包括的な支援体制の整備）

実施内容

通年 相談支援対応

随時 相談支援事業所への研修等支援

随時

本事業に関する主要データ

月1回 絆、主任相談支援専門員、市との分科会運営会議

市民向け公開講座の開催（絆主催）

R8スケ
ジュー
ル



令和8 年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0

-3,280

0

一般財源 13,184 23,186 11,701 19,906

3,647歳入合計 42,664 43,259 46,231 46,906

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

健康福祉部生活福祉課 生活困窮者自立相談支援事業費（重層的支援体制整備事業）

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

継続相談件数
（件）

1,709 1,450 1,500 1,500

新規相談件数
（件）

552 530 450 450 450

1,500
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向かって概ね順調

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0

　松江市セーフティネット会議生活困窮部会を核として生活
困窮者を取り巻く状況や課題を共有化することで、関係機関
の連携を強化し、相談者が抱える課題が早期解決に至るよ
う、包括的・重層的な支援を行う。
　また、複雑化する相談に対応できるよう、研修への積極的
な参加等により従事する職員の質の向上に努める。

事業費 42,664 43,259 46,231 46,906 3,647

財
源
内
訳

国・県支出金 29,480 20,073 34,530 27,000 6,927

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

　生活に困窮している人に対し、生活保護に至
る前の段階から早期に支援を行い、自立の促進
を図るもの。

　生活に困窮している人が就労等により経済
的、社会的に自立が可能となるよう支援するも
の。

事
業
概
要

・生活困窮者自立相談支援事業（国庫負担率３／４（上限あり）、市負担率１／４）
　松江市社会福祉協議会に「松江市くらし相談支援センター」を開設し、相談支援員を６名配置。生活困窮者に対する総合相
談窓口として相談者の個別のニーズを把握し、必要な支援を行う。（松江市社会福祉協議会への委託事業）

（数値目標の目標年度）
新規相談件数2026（R8）年度、継続相談件数2026（R8）年度

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・相談件数 1,980件
　　新規相談件数 530件
　　継続相談件数 1,450件
・プラン作成件数75 件
　　新規プラン作成件数 60件
　　継続プラン作成件数 15件
・プラン終結件数 140件

・相談件数 1,950件
　　新規相談件数 450件
　　継続相談件数 1,500件
・プラン作成件数 85件
　　新規プラン作成件数 65件
　　継続プラン作成件数 20件
・プラン終結件数 40件

・相談件数 1,950件
　　新規相談件数 450件
　　継続相談件数 1,500件
・プラン作成件数 85件
　　新規プラン作成件数 65件
　　継続プラン作成件数 20件
・プラン終結件数 40件

課
題

　令和2年度をピークに相談件数は減少傾向にあるが、1件
当たりに要する時間は増加している。これは、就労、住ま
い、社会的孤立などの複合的な課題を抱える相談者が増加
し、課題の解決や改善に時間を要していることが起因してい
る。
　複合的な課題の解決にあたっては、支援員の高い技能や
関係機関との連携が必要であるため、引き続き支援員の質
の向上、関係機関との連携強化に努めていく必要がある。

方
向
性



健康福祉部生活福祉課 生活困窮者自立相談支援事業費（重層的支援体制整備事業）

報酬 2,228

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

職員手当等 864

42,951

事業費計 46,906

時期 実施内容 時期

共済費 513
需用費 350
委託料

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 松江市民のモットーは「寛容」

主要施策 重層的支援体制整備事業（包括的な支援体制の整備）

実施内容

4～3月 相談対応

7月 生活困窮部会

2月

本事業に関する主要データ

生活困窮部会

R8スケ
ジュー

ル



令和8 年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

161

0

一般財源 1,542 1,747 1,747 1,908

645歳入合計 6,166 6,986 6,986 7,631

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

健康福祉部生活福祉課 自立相談支援機能強化事業費（アウトリーチ分）

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

継続相談件数
（件）

259 280 280 280

新規相談件数
（件）

32 100 80 80 80

280
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

　関係団体・機関に本事業の周知を図るとともに、そのネッ
トワークの活用により、生活困窮者を早期に発見し、相談者
の課題に応じたきめ細やかで粘り強い支援を行う。
　また、研修会等への参加を通じアウトリーチ支援員の更な
るスキルアップを図る。

事業費 6,166 6,986 6,986 7,631 645

財
源
内
訳

国・県支出金 4,624 5,239 5,239 5,723 484

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

　生活困窮者自立相談支援機関のアウトリーチ
等を充実することで、生活困窮者の社会的な自
立を促す。

　ひきこもりなど社会的に孤立した生活困窮者を
早期発見し、アウトリーチ支援を行うことで、就労
による経済的自立や社会参加等による社会的な
自立を目指す。

事
業
概
要

・生活困窮者自立支援の機能強化事業（国補助率３／４、市負担率１／４）
　「松江市くらし相談支援センター」の機能を強化するため、アウトリーチ支援員を１名配置し、アウトリーチを主体に相談者の
社会参加に向けたより丁寧な支援を行う。（松江市社会福祉協議会への委託事業）

（数値目標の目標年度）
新規相談件数2026（R8）年度、継続相談件数2026（R8）年度

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・相談件数 380件
　　新規相談件数 100件
　　継続相談件数 280件
・プラン作成件数 18件
　　新規プラン作成件数 15件
　　継続プラン作成件数 3件

・相談件数 360件
　　新規相談件数 80件
　　継続相談件数 280件
・プラン作成件数 12件
　　新規プラン作成件数 10件
　　継続プラン作成件数 2件
・プラン終結件数 5件

・相談件数 360件
　　新規相談件数 80件
　　継続相談件数 280件
・プラン作成件数 12件
　　新規プラン作成件数 10件
　　継続プラン作成件数 2件
・プラン終結件数 5件

課
題

　ひきこもりなどの社会的に孤立した生活困窮者を早期に
発見し支援につなげていく必要があるが、支援することへの
本人同意が中々得られない状況がある。
　就労、社会的孤立及び対人関係などの複合的な課題を抱
える人に対し、十分な支援が可能となるよう、相談支援員の
更なる資質の向上が求められている。 方

向
性



健康福祉部生活福祉課 自立相談支援機能強化事業費（アウトリーチ分）

委託料 7,631

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

事業費計 7,631

時期 実施内容 時期

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 松江市民のモットーは「寛容」

主要施策 重層的支援体制整備事業（包括的な支援体制の整備）

実施内容

4～3月 相談対応

本事業に関する主要データ

R8スケ
ジュー

ル



令和8 年度　総合計画実施計画

　

その他 2,299 1,214 1,212 1,259

-481

45

一般財源 8,504 10,651 9,122 10,170

-436歳入合計 10,803 11,865 10,334 11,429

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

健康福祉部健康福祉総務課 要配慮者支援推進事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

世帯カバー率
（％）

46.9 47.3 70 70 70

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向け進捗は遅れている

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・自主防災組織などの地域にある住民組織の役割も踏まえ
て、要配慮者支援組織の目的や役割を丁寧に説明する必
要がある。引き続き出前講座や説明会を通じて、組織の設
立・運営に対する補助制度や他地区の取組事例を紹介する
ことで、組織の設置だけでなく、持続可能な組織の運営も支
援していく。
・より大きな範囲（例・公民館区を母体とする等）での組織設
立を提案するなど、地域の実情に応じた働きかけをしてい
く。

事業費 10,803 11,865 10,334 11,429 -436

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 0 0 0

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

高齢者や障がい者などの要配慮者が住みなれ
た地域でいつまでも安心・安全に暮らしていくた
めに、平常時から、地域での「共助」「支え合い」
の仕組みづくり（要配慮者支援組織の設置）を目
的とするもの。

要配慮支援組織世帯カバー率（※1）：70％
　（※1）世帯カバー率：組織の活動範囲に含ま
れる世帯数／住基世帯数

数値目標の目標年度：R11（2029）年度

事
業
概
要

高齢者や障がい者などの要配慮者が住みなれた地域でいつまでも安心・安全に暮らしていけるよう、地域コミュニティ（共助）
を活用した平常時および災害時の支援体制構築を目的に、各地域の実情に応じた要配慮者支援組織の立ち上げ時および
運営時に補助を行うもの。平成23年度より補助金交付要綱を定め、組織の設置を推進。

  〇要配慮者支援組織への補助内容
　①要配慮者支援組織設置推進事業補助金：組織の設立時に10万円を上限に補助
　②要配慮者支援推進事業補助金：毎年の活動に対し、対象世帯数に応じて下記の金額を補助（いずれも補助上限額）
　　50世帯以下：30,000円、51世帯～100世帯：40,000円、101世帯～150世帯以下：60,000円、
　　151世帯～200世帯以下：80,000円、201世帯以上：100,000円

事
業
の
成
果
及
び
実
績

令和7年度世帯ｶﾊﾞｰ率　47.3%
・新規設置組織数　　 5組織
・設置組織数　      221組織（解散により9
組織減）

令和8年度　世帯ｶﾊﾞｰ率70% 令和9年度　世帯ｶﾊﾞｰ率70%

課
題

・地域によって組織の設置状況が異なるため、設置が進ん
でいない地域へより積極的に事業の推進を図る必要があ
る。
・高齢化や担い手不足等により、組織を立ち上げてはいる
が実際の活動が維持できなくなっている地域があり、今後
増加が懸念される 方

向
性



健康福祉部健康福祉総務課 要配慮者支援推進事業費

役務費 86

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

負担金補助及び交付金 11,343

事業費計 11,429

時期 実施内容 時期

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 松江市民のモットーは「寛容」

主要施策 要配慮者支援推進事業

実施内容

通年 説明会等による組織拡大の取り組み

本事業に関する主要データ

R8スケ
ジュー

ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 2,981 4,404 4,404 4,466

0

62

一般財源 0 0 0 0

100歳入合計 4,771 7,047 7,047 7,147

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

健康福祉部健康福祉総務課 松江市まめなかポイント事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

ボランティア登録
者数(人)

117 115 300 300 300

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向け進捗は遅れている

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

ボランティアの受入施設拡充に向けた取組みを推進すると
ともに、活動者の実態調査、事業の効果的な情報発信の工
夫等を行うことで、ボランティアへ参加しやすい環境の構築
をすすめ、登録者数の増加をめざす。

事業費 4,771 7,047 7,047 7,147 100

財
源
内
訳

国・県支出金 1,790 2,643 2,643 2,681 38

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

高齢者自身の社会参加活動を通じた介護予防
の促進と活躍の場の拡大および地域活動・ボラ
ンティア活動の推進を行うことを目的とするも
の。

地域活動・ボランティア活動に参加する個人およ
び団体登録数を増加させる。

事
業
概
要

　松江市まめなかポイント事業は、平成29年5月より、介護保険制度の総合事業の一般介護予防事業の一つとして、松江市
社会福祉協議会に委託し事業を開始。
　次の①,②の活動につき換金可能なポイントを付与することにより、介護予防意識の高揚、元気高齢者の社会参加につなげ
るもの。
①65歳以上の市民がボランティア受入施設(社会福祉施設等)においてボランティア活動を行った場合に、その個人へポイント
を付与する。
②なごやか寄り合い事業を実施する団体のうち、まめなかポイント事業に登録した団体へ1回の活動につきポイントを付与す
る。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

・個人登録者数　115人(新規15名)
・団体登録者数　200団体(新規5団体)

・個人登録者数　300人 ・個人登録者数　300人

課
題

受入施設の新規開拓が十分に進んでいないこと、活動者が
受入施設の情報を把握しにくいこと等の理由から、個人登
録者数が大幅な増となっていない。

方
向
性



健康福祉部健康福祉総務課 松江市まめなかポイント事業費

委託料 7,147

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

事業費計 7,147

時期 実施内容 時期

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 松江市民のモットーは「寛容」

主要施策 ボランティアポイント事業（ボランティア活動に参加しやすいまちづくり）

実施内容

通年 新規登録者の申込受付

通年 社会福祉施設等への事業周知による受入施設の拡充

通年

本事業に関する主要データ

幅広い事業PR活動の実施

R8スケ
ジュー
ル



令和8 年度　総合計画実施計画

　

その他 604 639 639 644

-3,014

5

一般財源 27,852 31,177 27,023 28,163

-3,009歳入合計 28,456 31,816 27,662 28,807

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

健康福祉部健康福祉総務課 シルバー人材センター運営費補助金

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

受託事業契約金
額（千円）

326,978 334,921 341,620 348,452

シルバー人材セ
ンター加入者数

（人）
978 1,065 1,100 1,155 1,155

派遣事業契約金
額（千円）

121,447 128,714 135,149 141,907 141,907

348,452
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向かって概ね順調

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

就業先や新規事業等の開拓、人材マッチング等を行うコー
ディネーターを配置し、就業機会の拡充を図る。
また、web入会システムや会員専用ホームページの利用拡
大により情報伝達のデジタル化をはかり、業務効率化をす
すめる。
また、会員のデジタル化対応を支援するため、スマホ教室
等を開催する。

事業費 28,456 31,816 27,662 28,807 -3,009

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 0 0 0

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

定年退職後等の高年齢者に対し、自己の経験
や知識を活かした仕事を提供し、生きがい充実
や社会参加の促進を図る。

高齢者の生きがいづくり、社会参加の機会提供

事
業
概
要

定年退職後等において、臨時的な就業を通して自己の経験や知識を活かし、自らの生きがいの充実または社会参加を希望
する高齢者に対して就業機会を確保し、高齢者福祉の向上を図るためにシルバー人材センターの運営費を補助する。
根拠法令等　「松江市高年齢者就業機会確保事業費等補助金交付要綱」

（数値目標の目標年度）
シルバー人材センター加入者数（人）、受託事業契約金額（千円）、派遣事業契約金額（千円）：2027(R9)年度（第六次中期事
業計画（公益社団法人松江市シルバー人材センター作成、計画期間は令和5年度から令和9年度）における目標値）

事
業
の
成
果
及
び
実
績

補助金交付額 27,023千円
会員数 1,065人
受託事業契約金額 334,921千円
派遣事業契約金額 128,714千円

補助金交付予定額 28,163千円
会員数 1,100人
受託事業契約金額 341,620千円
派遣事業契約金額 135,149千円

補助金交付予定額　令和8年11月末の
事業実績に基づき算定するため未定
会員数　1,155人
受託事業契約金額　348,452千円
派遣事業契約金額　141,907千円

課
題

高齢者にふさわしい仕事を受注し、会員の希望や能力に応
じた仕事を提供するためには、企業等のニーズ把握や人材
マッチングを効果的に行う必要がある。

方
向
性



健康福祉部健康福祉総務課 シルバー人材センター運営費補助金

負担金補助及び交付金 28,807

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

事業費計 28,807

時期 実施内容 時期

松江市総合計画

基本目標  ひとづくり

基本施策 松江市民のモットーは「寛容」

主要施策 高齢者や障がい者の活躍の場推進事業

実施内容

4月 補助金交付申請

5月 補助金交付

3月～

本事業に関する主要データ

清算・実績報告

R8スケ
ジュー

ル



令和8 年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

-2,706

0

一般財源 30,403 11,798 9,053 9,092

3,155歳入合計 30,403 32,798 30,053 35,953

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

健康福祉部健康福祉総務課 高齢者バス割引乗車事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

延べ利用者数
(人)

300,868 288,834 293,078 304,920 340,000

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて進捗はやや遅れている

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

高齢者優待ICOCAを利用した割引制度の利用促進を図る
ため、市報やHPへの掲載、市役所庁内モニターでの放送、
チラシの配布等の他、満70歳、及び、免許返納を検討する
方が増加する時期である80歳到達市民に向けて、個別のお
知らせハガキを送付する等、対象者へ広く周知する。

事業費 30,403 32,798 30,053 35,953 3,155

財
源
内
訳

国・県支出金 0 21,000 21,000 26,861 5,861

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

高齢者の路線バス運賃の一部を市が負担する
ことで、高齢者の積極的な社会参加を促進する
とともに、健康と福祉の増進を図る。

高齢者の外出増加・社会参加の促進

事
業
概
要

高齢者福祉の向上を図るため、松江市内の路線バスに乗車した70歳以上の高齢者に対して利用運賃の一部（乗車1回につ
き120円）を助成する。

（数値目標の目標年度）
延べ利用者数（人）：2026（R8）年度

事
業
の
成
果
及
び
実
績

運賃の100円割引制度を継続実施した。
利用実績はやや減少した。

制度の周知を図るため、70歳到達市民
へ割引制度のお知らせハガキの送付を
開始した。

延べ利用者数　288,834 人

路線バスの運賃改定に伴い、割引金額
を120円に変更する。

制度の周知を図るため、70歳、及び80歳
到達市民へ割引制度のお知らせハガキ
を送付する。

延べ利用者見込数　293,078人

運賃の120円割引制度を継続実施する。

課
題

高齢者優待ICOCAによる割引制度では、利用者自身がバ
ス事業者窓口で発行手続きを行う必要があることから、広
報を通じてICカードの利便性などを周知するとともに、割引
制度の認知度を高め、利用促進を図る必要がある。

方
向
性



健康福祉部健康福祉総務課 高齢者バス割引乗車事業費

需用費 43

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

役務費 740

事業費計 35,953

時期 実施内容 時期

負担金補助及び交付金 35,170

松江市総合計画

基本目標  ひとづくり

基本施策 松江市民のモットーは「寛容」

主要施策 高齢者や障がい者の活躍の場推進事業

実施内容
4月～3月 満70歳以上の高齢者への路線バス運賃の120円割引

本事業に関する主要データ

R8スケ
ジュー

ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0

1,822

0

一般財源 17,345 17,016 0 18,838

1,822歳入合計 17,345 17,016 18,838

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

健康福祉部障がい者福祉課 総合支援法施行事務費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

障がい者雇用率(
松江）

65.2 68 68.5 69

障がい者雇用率(
松江）

2.73 2.74 2.83 2.85 2.9

70
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向かって概ね順調

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0

○「就労アセスメントワーキングチーム」を継続することによ
り、障がい者の適性や希望に応じた就労への支援を強化す
る。
○国等と連携し、就労マッチングに資する取組みとして、合
同面接会、一般・福祉事業所との意見交換会などを実施す
る。

事業費 17,345 17,016 18,838 1,822

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 0 0

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

障がいのある方が、社会の中で就労し自分らしく
活躍できるよう体制を整える。

求職者の適性にあった就労を、関係機関と連携
して支援する。

事
業
概
要

○障がいのある方が社会で活躍できるよう、市独自の就労支援策の検討を行う。なお、関係機関との役割整理、意見聴取、
調査等を踏まえ制度を具体化する。
①ハローワークなどの就労支援機関と連携し、本人の特性、能力に合った就労の増、また就労定着が図れる支援策の検討。
②障がい者雇用が増えるよう企業等への啓発を行う。
③就労を希望する障がいのある人への支援の強化として導入された「就労選択支援」を含めた障がい福祉サービス等につい
て、市内就労支援機関とともに松江市社会福祉審議会障がい者福祉専門分科会の下部会議として「就労アセスメントワーキ
ングチーム」を設置し、効果的な支援方法を検討する。
（数値目標の目標年度）
項目名：障がい者雇用率（松江）及び障がい者雇用率達成事業所割合（松江）：2029（R11）年度

事
業
の
成
果
及
び
実
績

○「就労アセスメントワーキングチーム」
を開催し、新制度の円滑な導入と運用に
向け、市内事業所へのフォロー方策の検
討や情報共有などを継続して行う。
○労働局の合同面接会に協力するとと
もに、一般・福祉事業所の意見交換会を
開催し、支援機関等との連携を深めなが
ら、障がい者雇用増に取り組む。

○「就労アセスメントワーキングチー
ム」を開催し、新制度の円滑な導入と
運用に向け、市内事業所へのフォロー
方策の検討や情報共有などを継続して
行う。
○労働局の合同面接会に協力するとと
もに、一般・福祉事業所の意見交換会
を開催し、支援機関等との連携を深め
ながら、障がい者雇用増に取り組む。

○「就労アセスメントワーキングチーム」
を継続して開催し、就労選択支援事業所
のアセスメントケースに係る助言を行うと
ともに、運用の中立性を確認し、本人の
適正や希望に沿った適切な支援を確保
する。
○労働局の合同面接会に協力するとと
もに、一般・福祉事業所の意見交換会を
開催し、支援機関等との連携を深めなが
ら、障がい者雇用増に取り組む。

課
題

○国による障がい雇用に係る法定雇用率の段階的引き上
げに伴い、一層の障がい者雇用が求められる状況である。

方
向
性



健康福祉部障がい者福祉課 総合支援法施行事務費

報酬 2,403

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

職員手当等 810

936

負担金補助及び交付金 92

事業費計 18,838

時期 実施内容 時期

委託料 13,243

共済費 475
需用費 879
役務費

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 松江市民のモットーは「寛容」

主要施策 高齢者や障がい者の活躍の場推進事業

実施内容

通年 就労アセスメントワーキングチームの開催

9月 一般・福祉事業所の意見交換会（島根労働局と共催）

本事業に関する主要データ

R8スケ
ジュー
ル



令和8 年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

299

0

一般財源 172 474 510 773

473歳入合計 204 897 948 1,370

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

健康福祉部障がい者福祉課 障がい差別のない共生社会推進事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

出前講座・研修
累計参加者数（Ｈ

28～）
17,883 20,418 22,818 23,000 23,000

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

○引き続き、障がい者支援機関や当事者団体と連携して、
市民、企業、学校等へ障がい理解や差別解消の普及啓発
を図る。併せて、「事業者による合理的配慮の提供が義務
化」の周知を継続する。
○松江市手話言語条例について、市報、手話教室などを通
じ周知を継続する。

事業費 204 897 948 1,370 473

財
源
内
訳

国・県支出金 32 423 438 597 174

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

障がいの有無に関わらず、「誰もが住みよい共
生社会のまち　松江」の実現を図るもの。

共生社会の実現には、障がい特性や合理的配
慮に係る理解の推進の取組みが重要であり、よ
り多くの市民に研修会や出前講座に参加してい
ただくもの。

事
業
概
要

○「松江市障がいのある人もない人も共に住みよいまちづくり条例」の施行（平成28年10月1日）を契機として、障がいのある
人への合理的配慮や障がいの特性等についての理解を促進するために、関係機関や当事者の方と連携して、講座や研修を
開催するとともに、障がい者の雇用や配慮等に理解のある事業所・団体の表彰等を継続して実施していくことで「住みよい共
生社会の実現」を図るもの。
○「松江市手話言語条例」（施行 令和6年12月20日）に基づき、手話への理解、普及に取り組み、障がい理解の推進及び共
生社会の実現を図る。
（数値目標の目標年度）
項目名：出前講座・研修累計参加者数：2026（R8）年度
※「松江市障がいのある人もない人も共に住みよいまちづくり条例」について、この資料では略称「松江市障がい者差別解消
条例」と表記する。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

○障がい理解や合理的配慮等について
市報等を活用し周知啓発を実施。
○団体、事業所、学校等で障がい理解
や手話の出前講座を実施。
○松江市障がい者差別解消条例に基づ
く表彰を実施。（企業1団体）
○松江市手話言語条例に基づき、初心
者、こども向け手話教室を開催。
【出前講座（手話も含む）】
44回 延1,355人
【あいサポート】
31回 延1,180人

○障がい理解、合理的配慮、手話等に
ついて市報等を活用し周知啓発を行う。
○団体、事業所、学校等で障がい理解
や手話の出前講座を実施する。
○手話の初心者やこども向けの手話教
室を開催する。
○障がい理解、差別解消などの取組み
が優れている団体、個人を表彰する。
【出前講座（手話も含む）】
35回 延1,200人
【あいサポート】
35回 延1,200人

○障がい理解、合理的配慮、手話等に
ついて市報等を活用し周知啓発を行う。
○団体、事業所、学校等で障がい理解
や手話の出前講座を実施する。
○手話の初心者やこども向けの手話教
室を開催する。
○障がい理解、差別解消などの取組み
が優れている団体、個人を表彰する。
【出前講座（手話も含む）】
40回 延1,300人
【あいサポート】
40回 延1,300人

課
題

○障がいのある人に対する「不当な差別的取扱いの禁止」
や「合理的配慮の提供」について、未だ十分な意識の醸成
が図られてない。より多くの人に障がい理解や差別解消に
ついて周知啓発を図り、考える機会を作る必要がある。
○「事業者による合理的配慮の提供の義務化」の浸透は十
分ではない。
○松江市手話言語条例に係る市民の認知は十分ではな
い。

方
向
性



健康福祉部障がい者福祉課 障がい差別のない共生社会推進事業費

報酬 195

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

報償費 26

10

事業費計 1,370

時期 実施内容 時期

需用費 854
委託料 285
負担金補助及び交付金

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 松江市民のモットーは「寛容」

主要施策 障がいのある人もない人も共に住みよいまちづくり事業

実施内容

通年 出前講座

11月 障がい者差別解消推進委員会の開催

12月

本事業に関する主要データ

実施時期調整中 初心者・こども向け手話教室

障がい者週間における周知啓発及び表彰

R8スケ
ジュー

ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

-194

0

一般財源 2,231 2,713 2,713 2,519

-355歳入合計 4,618 5,569 5,569 5,214

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

健康福祉部障がい者福祉課 手話奉仕員等派遣事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

手話奉仕員等派
遣件数（件）

1,352 2,048 2,500 2,500

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

〇引き続き、手話奉仕員養成講座・手話通訳者養成研修を
開催し、登録者を確保及び増を図る。

事業費 4,618 5,569 5,569 5,214 -355

財
源
内
訳

国・県支出金 2,387 2,856 2,856 2,695 -161

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

聴覚障がい者のコミュニケーションを支援し、社
会参加の促進を図る。

聴覚障がい者の申請に応じて、病院受診・学校
行事・介護施設の利用などに、手話通訳者・要
約筆記者等を派遣する。

事
業
概
要

・市内在住の手話通訳者、手話奉仕員、要約筆記者及び要約筆記奉仕員を名簿登録し、聴覚障がい者等の要請に応じて、
調整及び派遣を行い、聴覚障がい者のコミュニケーションを支援する。
（松江市コミュニケーション支援事業実施要綱：平成18年4月～）
（負担割合　国1／2以内、県1／4）

事
業
の
成
果
及
び
実
績

〇聴覚障がい者の要請に応じ、手話通
訳者・手話奉仕員・要約筆記者・要約筆
記奉仕員を派遣し、聴覚障がい者のコ
ミュニケーションを支援した。
【全体派遣件数】
2,048件
【手話通訳者及び手話奉仕員の登録者
数】
114人

〇引き続き、聴覚障がい者の要請に応
じ、手話通訳者・手話奉仕員・要約筆記
者・要約筆記奉仕員を派遣し、聴覚障が
い者のコミュニケーションを支援する。
【全体派遣件数（見込み）】
2,500件
【手話通訳者及び手話奉仕員の登録者
数】
129人

〇引き続き、聴覚障がい者の要請に応
じ、手話通訳者・手話奉仕員・要約筆記
者・要約筆記奉仕員を派遣し、聴覚障が
い者のコミュニケーションを支援する。
【全体派遣件数】
2,600件
【手話通訳者及び手話奉仕員の登録者
数】
141人

課
題

〇派遣体制維持のために、実働可能な手話奉仕員・通訳者
を確保していくことが継続的な課題である。

方
向
性



健康福祉部障がい者福祉課 手話奉仕員等派遣事業費

需用費 10

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

役務費 5,204

事業費計 5,214

時期 実施内容 時期

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 松江市民のモットーは「寛容」

主要施策 障がいのある人もない人も共に住みよいまちづくり事業

実施内容

通年 聴覚障がい者からの要請に応じ手話奉仕員等を派遣

本事業に関する主要データ

R8スケ
ジュー
ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

-39

0

一般財源 4,118 4,757 4,903 4,718

0歳入合計 8,527 9,766 10,066 9,766

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

健康福祉部障がい者福祉課 失語症者向け意思疎通支援者派遣事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

個人派遣件数
（件）

7 4 7 18

支援者の実参加
人数（人）

12 12 12 22 30

団体派遣件数
（件）

20 21 25 25 30

48
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて進捗はやや遅れている

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

〇支援者の支援技術維持のため、個人派遣時に言語聴覚
士を必要に応じ同行させ、支援者の技術の維持を図る。
〇養成講座を開催することにより、支援者数を確保してい
く。
〇失語症者に支援情報が行き渡るよう、福祉関係者等を通
じた広報活動を強化する。

事業費 8,527 9,766 10,066 9,766 0

財
源
内
訳

国・県支出金 4,409 5,009 5,163 5,048 39

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

失語症者向け意思疎通支援者（以下「支援者」）
を派遣し、失語症者のコミュニケーションを支援
することで孤立を防ぐとともに、自立した日常生
活または社会生活を営むことができるようする。

支援者が失語症者の外出等に同行し、コミュニ
ケーションを支援する体制を整える。
一人でも多くの失語症者を本事業の利用につな
げる。

事
業
概
要

〇失語症者のコミュニケーションを支援するため、養成事業を修了した支援者を失語症者個人や団体の要望に応じて派遣す
る。
〇支援者派遣の拠点となる松江市失語症者支援センター（松江テルサ別館２階）において、駐在する言語聴覚士が派遣等に
関する相談に対応し、また支援者派遣のコーディネートを行う。
〇失語症者向けの集い（失語症サロン）を開催し、当事者の会話支援として支援者を派遣する。
（委託先）一般社団法人　山陰言語聴覚士協会
（数値目標の目標年度）
項目名　支援者の実参加人数・個人派遣件数・団体派遣件数：2029（R11）年度

事
業
の
成
果
及
び
実
績

○松江市失語症者支援センターにおい
て、個人・団体向けの支援者派遣の調整
を行い、支援者を派遣した。
○松江テルサで失語症者向けの集いを
開催し、支援者等の同席のもと当事者の
自由な会話の場を設定した。
○事業利用者の拡大に向け、広報及び
啓発活動を行った。（市報掲載、介護保
険事業所への説明等）
【支援者の実参加人数】12人
【派遣件数】個人7件、団体26件

○引き続き、松江市失語症者支援セン
ターにおいて、個人・団体向けの支援者
派遣の調整を行い、支援者を派遣する。
○失語症者向けの集いを継続して開催
し、当事者による社会参加のきっかけと
する。
○派遣活動を通じて、支援者の支援技
術の維持を図る。
○事業利用者の拡大に向け、継続して
広報及び啓発活動を行う。
【支援者の実参加人数】12人
【派遣件数】個人15件、団体30件

○引き続き、松江市失語症者支援セン
ターにおいて、個人・団体向けの支援者
派遣の調整を行い、支援者を派遣する。
○失語症者向けの集いを継続して開催
し、当事者による社会参加のきっかけと
する。
○派遣活動を通じて、支援者の支援技
術の維持を図る。
○事業利用者の拡大に向け、継続して
広報及び啓発活動を行う。
【支援者の実参加人数】12人
【派遣件数】個人15件、団体30件

課
題

〇令和２年度及び３年度に養成した支援者の支援技術が低
下しないよう留意を要すること。
〇仕事等により平日活動が困難な支援者がいることや、一
部支援者は高齢となっている中、限られた人数の支援者で
派遣事業に対応しており、支援者不足のおそれがあること。
〇個人派遣の派遣件数が少ない状況であること。 方

向
性



健康福祉部障がい者福祉課 失語症者向け意思疎通支援者派遣事業費

委託料 9,766

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

事業費計 9,766

時期 実施内容 時期

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 松江市民のモットーは「寛容」

主要施策 障がいのある人もない人も共に住みよいまちづくり事業

実施内容

通年 個人・団体に対し支援者を派遣

2か月毎 失語症者向けの集い（失語症サロン）開催

随時

本事業に関する主要データ

失語症並びに支援者派遣事業の周知、啓発を実施

R8スケ
ジュー
ル



令和8 年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0

-2,451

0

一般財源 15,660 18,652 15,873 16,201

-2,451歳入合計 15,660 18,652 15,873 16,201

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

健康福祉部障がい者福祉課 通院交通費等助成事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

タクシー利用券交
付人数（人）

1,038 952 963 963 965

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0

引き続き在宅の重度障がい者の交通費の負担を軽減し、通
院をしやすくしていく。

事業費 15,660 18,652 15,873 16,201 -2,451

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 0 0

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

重度の障がいのある人の通院にかかる自己負
担を軽減することで、早期受診を促すとともに、
治療の継続につなげ病状重症化の防止を図る
もの。

通院等に利用できるタクシー券の配付や、人工
透析のための通院（自家用車又は公共交通）費
用の助成を行うことにより、在宅の重度障がい
者の交通費の負担を軽減し、通院しやすくするも
の。

事
業
概
要

【タクシー利用券交付】　（松江市タクシー利用料助成事業：平成17年4月～※旧市制度は平成2年6月～）
　対象者：在宅で生活する 身体1・2級、療育Ａ、精神1級 のいずれかの手帳を所持する方
　助成内容：タクシー券１冊（最大36,000円分。申請受付月から年度末までの月数×6枚×500円分)を交付する。
　　　　　　※じん臓機能障害1級の手帳を所持する人工透析患者の方には割増交付を行う

【人工透析通院費助成】　（松江市人工透析患者通院費助成：平成18年4月～）
　対象者：じん臓機能障害1級の手帳を所持する人工透析患者の方で、自宅等から医療機関まで直線距離で5km以上ある方
　助成内容：①自家用車による通院の場合：通院１回あたり500円、１月あたり最大2,000円を助成する。
　　　　　　　：②公共交通機関による通院の場合：障がい者割引後運賃の半額を助成する。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

在宅の重度障がい者の通院等に係る交
通費の一部を助成し、通院継続の支援
を行う。
他の交通費助成を受けていないことを条
件に、交付するタクシー利用券のうち一
部（12枚）の利用目的の制限を緩和す
る。
【対象者数】
タクシー利用券交付　　952人
人工透析通院費助成
　タクシー利用券交付　132人
　自家用車　92人

引き続き、在宅の重度障がい者の通院
等に係る交通費の一部を助成し、通院
継続の支援を行う。
他の交通費助成を受けていないことを条
件に、交付するタクシー利用券のうち一
部（12枚）の利用目的の制限を緩和す
る。
【対象者数】
タクシー利用券交付　　963人
人工透析通院費助成
　タクシー利用券交付　133人
　自家用車　 92人

課
題

障がい者の方に対するタクシー運賃助成としては、県内他
市に比べて利用可能額は高いが、１乗車あたりのタクシー
利用券の使用枚数の制限や、利用条件の緩和など、実態
に応じた給付を求められている。
令和６年度から利用条件の一部緩和を実施したが、限られ
た財源の中で現行の制度を維持することも重要である。 方

向
性



健康福祉部障がい者福祉課 通院交通費等助成事業費

需用費 603

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

負担金補助及び交付金 13,390

事業費計 16,201

時期 実施内容 時期

扶助費 2,208

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 松江市民のモットーは「寛容」

主要施策 障がいのある人もない人も共に住みよいまちづくり事業

実施内容
4月～３月 通院費助成の支払い処理

11月～３月 次年度事業準備

本事業に関する主要データ

R8スケ
ジュー

ル



令和8 年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0

10,211

0

一般財源 85,384 16,215 8,946 26,426

5,211歳入合計 85,384 91,215 83,946 96,426

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

健康福祉部障がい者福祉課 路線バス優待事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

バス優待延べ乗
車件数（件）

631,020 638,968 626,416 626,416 710,000

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0

引き続き、障がい者の外出支援と社会参加の促進を図る。

事業費 85,384 91,215 83,946 96,426 5,211

財
源
内
訳

国・県支出金 0 75,000 75,000 70,000 -5,000

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

障がい者の社会参加を促進する。

障がい者等を対象に、松江市内でバスカードが
使える路線バスの運賃を助成し、外出支援を行
う。

事
業
概
要

優待バスカード（ICOCAカード）を発行し、障がい者のバス運賃を無料にする。
　
＜対象者＞：松江市に居住し、住民登録を有する方で、次のいずれかに該当する方
・身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳又は被爆者健康手帳所持者
・視覚障がい１・２級又は療育手帳Ａの交付を受けている方の介護者
・移動支援で２人介護を要する方の介護者
＜対象路線＞市営バス（ﾚｲｸﾗｲﾝ除く）、一畑バス（高速線、空港連絡バス除く）
※令和５年度にバスカードからICカード（ICOCA）へ移行
＜財源＞電源立地地域対策交付金充当

事
業
の
成
果
及
び
実
績

路線バスの本人負担額を助成すること
で、障がい者の移動支援と社会参加の
促進を図った。
【乗車件数】638,968件
【助成額】　 83,468千円

路線バスの本人負担額を助成すること
で、障がい者の移動支援と社会参加の
促進を図る。
【乗車件数】626,416件
【助成額】　 95,821千円
路線バス運賃の引き上げに伴い助成額
の増額を見込む。

課
題

令和8年4月に市内路線バスの運賃改定が予定されており、
このことに伴い助成額の大幅な増額が見込まれる。

方
向
性



健康福祉部障がい者福祉課 路線バス優待事業費

需用費 297

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

役務費 308

事業費計 96,426

時期 実施内容 時期

負担金補助及び交付金 95,821

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 松江市民のモットーは「寛容」

主要施策 障がいのある人もない人も共に住みよいまちづくり事業

実施内容
4月～３月 運賃助成の実施

本事業に関する主要データ

R8スケ
ジュー

ル

★充当財源：電源立地地域対策交付金　70,000千円



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

254

0

一般財源 0 0 0 254

254歳入合計 0 0 0 254

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

健康福祉部障がい者福祉課 軽度・中等度難聴者補聴器購入費助成事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

年間助成者数
（人）

10 10 10

目標　（何を達成するのか）

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

令和8年度から令和10年度までの3年間を試行期間とし、給
付実績及びアンケート調査結果等をふまえ、令和11年度以
降の事業を検討する。

事業費 0 0 0 254 254

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 0 0 0

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

軽度・中等度難聴者に対する補聴器購入費の
一部を助成することにより、聞こえの改善を通じ
て地域活動や就労、対人交流への参加を促進
し、社会参加の促進、生活の質の向上を図るこ
とを目的とする。

助成申請件数および補聴器装用後の生活・社
会参加への影響を調査し、事業効果を把握す
る。

事
業
概
要

補聴器を必要とする軽度・中等度難聴者へ補聴器購入費用の一部を助成する。
対象者：18歳以上65歳未満で、左右いずれかの耳もしくは両耳の聴力レベルが30db以上、
　　　　　かつ市民税非課税世帯または生活保護受給世帯の方
助成額：機器購入費用の１／２（助成額の上限　25,000円）

令和８年度から令和10年度を試行期間とし、実績を評価のうえ令和11年度以降の事業を検討する。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

【新規事業】
対象者への購入費助成を実施する。
　　　見込者数　10人
助成対象者へ補聴器装用前後のアン
ケート調査を実施し事業評価を行う。

課
題

市内の軽度・中等度難聴者数が把握できないため、現時点
で需要予測が困難である。

方
向
性



健康福祉部障がい者福祉課 軽度・中等度難聴者補聴器購入費助成事業費

役務費 4

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

負担金補助及び交付金 250

事業費計 254

時期 実施内容 時期

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 松江市民のモットーは「寛容」

主要施策 障がいのある人もない人も共に住みよいまちづくり事業

実施内容
４月～３月 補聴器購入費助成の支払い処理

４月～３月 助成対象者へのアンケート調査の実施

本事業に関する主要データ

R8スケ
ジュー
ル



令和8 年度　総合計画実施計画

　

その他 0 0 0 0

16,257

0

一般財源 330,547 337,366 352,350 353,623

65,022歳入合計 1,322,188 1,349,464 1,409,397 1,414,486

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

健康福祉部障がい者福祉課 児童発達支援事業費　外3事業

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

障がい児通所
サービス支給決

定者数
774 740 821 821 821

目標　（何を達成するのか）

計画目標に向かって概ね順調

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

・事業所の実地指導の際に、国が示すガイドラインに沿った
適正な運営実施に向けた指導を行う。また、関係機関と連
携し、各種研修会等への参加を促す。
・相談支援事業所に対しては、引き続き、相談員の増員を促
すため、人員数に応じて加算される機能強化型サービス利
用支援費の制度周知を行う。

事業費 1,322,188 1,349,464 1,409,397 1,414,486 65,022

財
源
内
訳

国・県支出金 991,641 1,012,098 1,057,047 1,060,863 48,765

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

児童福祉法に基づき、生活能力の向上のため
の必要な支援をするもの。

障がいのある児童が必要とする支援を受けられ
るように、関係機関と連携して制度周知を図り、
円滑かつ適切な制度の利用を勧めることによ
り、自立した社会生活の実現を目指すもの。

事
業
概
要

障がい児に対して、日常生活の基本的な動作の指導、知識技能の付与、集団生活への適応訓練、その他必要な支援を行
う。

（事業内容）児童発達支援事業、放課後等デイサービス事業、保育所等訪問支援事業、
　　　　　　障がい児相談支援事業
（利用者負担）サービス費用の1割負担。世帯の所得に応じて負担上限月額の設定。
（負担割合）国1/2　県1/4　市1/4

事
業
の
成
果
及
び
実
績

支給決定者：740人

児童発達支援　　　　　 　 98人
放課後等デイサービス　636人
保育所等訪問支援　　　    4人
障がい児相談支援　　　739人

※サービスの重複支給決定者あり

引き続き、障がい児支援利用計画に基
づき、日常生活における基本的な動作の
指導、集団生活への適応訓練を行う。

支給決定者：821人（見込）

引き続き、障がい児支援利用計画に基
づき、日常生活における基本的な動作の
指導、集団生活への適応訓練を行う。
支給決定者については実績を鑑み横這
いを見込むもの。

支給決定者：821人（見込）

課
題

・利用者の増加により、サービス提供事業所の質の向上が
求められている。
・障がい児支援利用計画の作成やサービス提供事業所との
調整を行う相談支援専門員が不足している。

方
向
性



健康福祉部障がい者福祉課 児童発達支援事業費　外3事業

扶助費 1,414,486

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

事業費計 1,414,486

時期 実施内容 時期

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 松江市民のモットーは「寛容」

主要施策 障がいのある人もない人も共に住みよいまちづくり事業

実施内容

6月 市民税額確定に伴うサービス利用者負担額の見直し

3月 サービス提供事業所説明会（制度・報酬）

随時

本事業に関する主要データ

サービス支給決定（新規・変更・更新）

R8スケ
ジュー

ル



令和8 年度　総合計画実施計画

　

その他 127 0 0 0

314

0

一般財源 330 328 328 642

118歳入合計 549 1,289 1,289 1,407

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

市民部市民生活相談課 まちづくり推進事業費

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

まちづくり推進事
業参加者数（人）

3,310 620 1,500 1,500

市民活動・地域活
動への市民の参

画割合％
54.8 53.4 65 65 65

1,500
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

地域課題の共有を図り、地域の実情や市民活動・地域活動
の大切さを知ってもらう。
先進的な取り組みや、ユニークな市民活動・地域活動につ
いて共有し、興味・関心をもってもらうよう促す。
町内会・自治会連合会と連携して実施し、町内会などの情
報共有などの場を設け、交流の活性化や、参加者の裾野を
広げる。
市民、町内会・自治会、NPO、企業などがつながる機会を設
け、市民活動・地域活動実践へのきっかけづくりを行う。

事業費 549 1,289 1,289 1,407 118

財
源
内
訳

国・県支出金 92 961 961 765 -196

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

市民活動・地域活動への市民の参画割合を高
めるため、市民、NPO、企業、行政などが連携
し、活動の裾野を広げる。

市民活動・地域活動を市民、町内会・自治会、
NPO、企業、行政などが共有する仕組みを確立
し、活動への興味・関心・参画意識の醸成、意欲
の増進を図る。

事
業
概
要

〈成功事例発表〉地域で既に実践されている先進的な市民活動・地域活動を共有し、他の地域への広がりを目指し、「まちづく
りを考える日」を開催する。
〈地域課題提案〉地域での新たな取り組みや、これまでの市民活動・地域活動の充実化について、多様な団体が一緒に考
え、知恵を出し合う場として、「まちづくりでつながる日」を開催する。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

〇まちづくりを考える日の開催
実施日：令和7年8月6日（水）

〇まちづくりでつながる日の開催
実施日：令和8年2月19日（木）

〇市ホームページなどで情報発信を行
い、市民、町内会・自治会、NPO、企業、
行政などの協働・連携を促進

〇まちづくりを考える日の開催

〇まちづくりでつながる日の開催

〇市ホームページなどで情報発信を行
い、市民、町内会・自治会、NPO、企業、
行政などの協働・連携を促進

〇まちづくりを考える日の開催

〇まちづくりでつながる日の開催

〇市ホームページなどで情報発信を行
い、市民、町内会・自治会、NPO、企業、
行政などの協働・連携を促進

課
題

より多くの市民、NPO、企業などに市民活動・地域活動を広
げていく必要がある。

方
向
性



市民部市民生活相談課 まちづくり推進事業費

報償費 120

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

需用費 25

646

事業費計 1,407

時期 実施内容 時期

役務費 48
委託料 568
使用料及び賃借料

松江市総合計画

基本目標  ひとづくり

基本施策  松江市民のモットーは「寛容」

主要施策  まちづくり推進事業

実施内容

8月 まちづくりを考える日

2月 まちづくりでつながる日

本事業に関する主要データ

R8スケ
ジュー

ル



令和8年度　総合計画実施計画

　

その他 4,611 5,000 5,000 5,000

0

0

一般財源 2,572 5,000 5,000 5,000

0歳入合計 7,183 10,000 10,000 10,000

R6実績 R7実績見込 R8計画 R9計画 目標値

所属 事業名

市民部市民生活相談課 まちづくり活動応援補助金

目的　（何のために） 数値目標

項目（成果指標）

まちづくり活動応
援補助金を活用
した事業の取組
み数（補助数）

15 16 18 18

地域版まちづくり
総合戦略の策定
数（地区数）

20 20 22 22 29

29
目標　（何を達成するのか）

計画目標に向けて順調に推移

歳入・歳出の推移(単位：千円）
R6 R7 R8

決算 予算 決算見込 予算 予算前年度比較

R7実績見込 R8計画 R9計画

達成度

0 0 0 0

〇未策定地区に対しては、地域の実情に合った計画策定に
向けて支援するとともに、補助金制度について、積極的な情
報発信を行う。

〇地域版まちづくり総合戦略策定地区のみならず、未策定
地区などで実施する事業も含め、地域の魅力向上を図り、
持続可能な地域づくりを実現するための取り組みを支援す
る。

事業費 7,183 10,000 10,000 10,000 0

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 0 0 0

地方債 0

事
業
の
目
的
と
目
標

急速な少子高齢化に伴う人口減少社会におい
て、住みやすく住み続けられる地域の形成を図
る。

公民館区を基本とした29地域ごとに、地域住民
の地域住民による地域住民のための「地域版ま
ちづくり総合戦略」の策定と戦略実行をサポート
する。

事
業
概
要

（数値目標の目標年度）
地域版まちづくり総合戦略の策定数（地区数）：R11年度
まちづくり活動応援補助金を活用した事業の取組み数（補助数）：R11年度

人口減少対策の一環として、29公民館区ごとに地域住民自らが地域課題の解決や新たなまちづくりのためのアイデアをまと
めた「地域版まちづくり総合戦略」の策定を進める。
「まちづくり活動応援補助金」により、総合戦略に基づいた事業や任意団体による活動の支援を行い、地域住民が主体となっ
た事業に取り組む。

事
業
の
成
果
及
び
実
績

計画策定のサポートを継続し、事業実施
地域へ補助金を交付した。
他部局との連携や先行事例の情報共有
等を通じて、取り組み地域が増えるよう
努めるとともに、幅広く周知を行った。
〇地域版まちづくり総合戦略策定地
域・・・20/29地域
〇補助金交付数・・・7地域9団体16事業

計画策定のサポートを継続し、事業実施
地域へ補助金を交付する。
他部局との連携や先行事例の情報共有
等を通じて、取り組み地域が増えるよう
努めるとともに、幅広く周知を行う。

計画策定のサポートを継続し、事業実施
地域へ補助金を交付する。
他部局との連携や先行事例の情報共有
等を通じて、取り組み地域が増えるよう
努めるとともに、幅広く周知を行う。

課
題

〇地域版まちづくり総合戦略を策定することで、住民自らが
地域の現状や課題、あるべき姿を把握することが可能とな
るなど、その効果について積極的に周知する必要がある。

〇補助金を活用することで、地域の魅力向上を図り、一過
性ではなく継続した取り組みにするため一層の住民参加を
促す必要がある。

方
向
性



市民部市民生活相談課 まちづくり活動応援補助金

負担金補助及び交付金 10,000

節名称 金額 節名称 金額

R8節別予算額内訳（千円）

事業費計 10,000

時期 実施内容 時期

松江市総合計画

基本目標 ひとづくり

基本施策 松江市民のモットーは「寛容」

主要施策 まちづくり活動応援補助金

実施内容

通年 地域の支援・周知

4月～5月 補助金申請の受付

7月～8月

本事業に関する主要データ

補助金申請の受付

R8スケ
ジュー
ル


